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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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１　獣けものの仔こ







　あなたの父親は獣なのだ、とクリスは母親から教えられた。

　だから、荒こう野やへ帰った。もういない。

　あなたには、わたししかいない。

　わたしだけを見て、わたしだけを飲んで、わたしだけを食べて、生きていきなさい。

　七つのときまで、クリスは藁わらや薪まきが積まれた倉に閉じ込められて暮らしていた。陽ひを浴びたこともほとんどなく、不気味なほどの白い肌に育った。甕かめの水に映うつった自分の顔が、美しい母親そっくりになっていくのを確かめることだけが、唯ゆい一いつの慰なぐさめだった。

　──ぼくには、母かあ様さましかいない。

　生まれつき身体からだが弱かったクリスは、冬が巡めぐってくるたびに胸を患わずらって血を吐いたが、母親は手を霜しも焼やけだらけにして摘んできた野草や、自分の食べるぶんの芋いも粥がゆを与え、血が喉のどに詰まらないようにと夜通し眠らずに看病してくれた。

　──母様がいなくなったら、どうしよう。

　母の腕の中で目覚めた朝、すぐそばでうつらうつらと微睡まどろむやつれきった顔を見つめ、クリスは、病やまいのものとはちがう胸の痛みを覚えた。

　──母かあ様さまがいなくなってしまったら、ぼくのことを憶おぼえている人がいなくなる。

　大丈夫、と母親は言って、両手を握にぎり、額ひたいに口づけをしてくれた。クリスの額と、それぞれの手の甲には、うっすらと赤い蚯蚓みみず腫ばれでできた紋様のような痕あとがあった。これはあなたが獣けものの国につながっているというしるしだ、と母親は教えてくれた。だから大丈夫。あなたは獣の仔こなのだ。わたしを食べて、その命を、血を、肉を、永遠にあなたのものにすればいい。

　明かり取りの窓から見える月がいちばん細くなる夜、痕はぼんやりと青白く光って、ほのかな甘い痛みを宿した。だれかが自分を呼んでいるような気がした。

　けれど、母親が噓うそをついていることを、クリスも薄々感じ取っていた。

　ときおり、だれかが母親のもとを訪ねてきた。閂かんぬきのかかった扉越しに、クリスはその話し声に聞き耳をたてた。

　夫が殺されて以来、おまえはひきこもってなにをしているのだ、と年老いた声が母親をなじるのを何度も聞いた。倉の中で物音がしたという者がいる。おまえはなにか隠していないか。

　まさか、あのときの赤あか子ごを棄すてずに育てているのではないか。







　村人たちに見つけられたのは、七歳の冬のことだった。

　母親の悲鳴が聞こえ、倉の扉が踏み破られた。大人の男を見たのは、そのときがはじめてだった。何人もが踏み込んできて、クリスを床土に押さえつけた。母親の泣き叫ぶ声が耳に突き刺さった。おびえと痛みと怒いかりのせいで、額と両手の痕が激しく熱を発していることに、しばらく気づかなかった。

『この子は災わざわいの獣だ』

　長老らしき老婆が、潰つぶれかけた目でクリスの顔をのぞき込みながら言った。

『ごらん、額のしるしを。この子は人の幸さちを喰くらう。そして自分だけ生き延びる』

『なぜ赤子のときに殺さなかった。川に捨てろと言ったのに』

『なぜ隠してここまで育てた』

　なぜ殺さなかった。戦いくさのときに敵に乱暴されて産うんだ子ではないか。不吉な。災いを呼んだらどうする。また村が兵たちに襲われたらどうする。殺せ。殺せ。

　村の者に取り囲まれ、責められ、汚物を投げつけられながらも、クリスの母親は幼い息子を胸に抱きしめてかばい続けた。

　そのぬくもりが、クリスの憶えている母親の最後の感触だ。







　その新月の夜、村は夜や盗とうの集団に襲われ、家々は残らず焼かれ、村人たちはみな殺された。母親はクリスの目の前でなぶり者にされながら息絶えた。

　そこからどう生き延びたのか、憶おぼえていない。

　気づくと、暗くら闇やみと燃えさかる火と、焼けた鉄のにおいがクリスを取り巻いていた。涙に混じった煤すすがべっとりとクリスの頰ほおにこびりついていた。

　目の前に転がっているのは、母や村人たちの骸むくろだけではなかった。薄うす汚よごれた革かわ鎧よろいの中でねじくれた、賊ぞくたちの屍し体たいも、そこかしこに倒れていた。

　クリスは、白い爪つめ痕あとのような新月が上天を過ぎてしまうまでのひどく長い間、呆ぼう然ぜんと土の上にへたり込んで、広がっていく血の池と、そこに映うつる炎の先を見つめていた。

　すぐそばで火の粉を噴ふき上げて剝はがれ落おちながら家が燃えている。

　唇とあごの震ふるえが止まらないのは、寒さのせいではなかった。

　──母かあ様さまが、死んでしまった。

　──なのにどうしてぼくは、生きてるんだろう。

　──どうして、ぼくだけが、生きてるんだろう。

　──もう、動きたくない。

　──このまま、母様のそばで。

　──母様のとなりで、目を閉じよう。

　そうすればじきに、燃えさかる屋根が落ちてきて、なにもかもを吞のみ込こむだろう。

　屍しかばねとなってなお美しい母親のもとに、這はい寄よろうとしたときだった。不意にクリスは、自分が握にぎりしめているそれに気づいた。

　剣だ。太い反り身の刃やいばが、血にまみれている。

　胡乱うろんな視線を持ち上げ、首を巡めぐらせる。傍かたわらに倒れた賊たちもまた、みな同じ造りの山やま刀がたなを手にしているのに気づいた。では、奪うばったのか。

　まさか。自分にそんなことができるはずがない。

　刃の血は──だれのものだろう。そうだ。なぜ村人たちだけではなく、夜や盗とうまでもが、頸くびを裂さかれ、革鎧ごと腹をえぐられ、臓ぞう腑ふを晒さらして倒れている？

　──ぼくが、殺したのか。

　──それなのに……

　──間に合わなかった。

　──母様を、死なせてしまった。

　──助けられなかった。

　──どうして……

　クリスは刃を見つめ続けた。鋼はがねの鈍にぶい光に、震えも、動どう悸きも、吸い取られていく。家の柱が火に吞まれて爆はぜる音も遠ざかる。

　──どうして、殺したんだろう。

　──母様を、助けられなかったのに。

　──どうして、こんなに心が凪ないでいくんだろう。

　──助けられなかったのに……

　そして、あの声をはじめて聞いた。

（喰くらえ）

（ひとの命運を啜すすれ）

　獣けものの声だ、とわかった。剣を握にぎりしめて真っ白になった手の甲で、紋様が、目に痛いほどぎらついていた。額ひたいに手をやると、灼やけるように熱い。

（喰らえ）

（喰らって、飲み干して、生き残れ）

　──この、獣は……

　──母かあ様さまと、同じことを言っている。

　それは、おぞましく、けれど甘かん美びな符合だった。

　母の血と、名も知らぬ村人たちの血と、夜や盗とうたちの血とが、混じり合って一筋の川となり、クリスの手元まで流れてきて、指の間にたまりをつくる。

　獣が血を啜る音さえも、聞こえた。

　もう一度、母親の言葉をたどる。

　わたしだけを見て。

　わたしだけを食べて。

　わたしだけを飲んで。

　生きていきなさい。

　けれど、もう母親はいない。

　それならば、だれを食べて、だれを飲んで、生きていけばいいのだろう。

　だれの体温に、しがみつけばいいのだろう。

　だれか、見つかるのだろうか。巡めぐり逢あうのだろうか。

　その人を、喰らわなければいけないのだろうか。

　それならば、渇かわいたまま。飢えたまま。だれとも巡り逢わず、ひとりで……

　クリスが立ち上がり、剣を引きずり新月を見上げながら一歩踏み出したとき、背後で炎に巻かれた家の壁と支柱が砕くだけて崩くずれるのが聞こえた。

　背中に火の粉を浴びながら、クリスは夜の中へと押し出され、歩き始めた。





２　前夜







「それで？　今、十七歳だと言ったな？　十年もどうやって戦場で生き延びてきた」

　激しく爆はぜる焚たき火びの向こうから、不潔な髭ひげ面づらの大男が訊きいてくる。

「おまえのその剣、東国の業わざ物ものだろう。名だたる騎士しか持っておらんはずの品だ。たらし込んで寝ね床どこに忍び入って盗んだか？　か、は、はは」

　こんな品のない男でも、聖王国軍から正式に薔ば薇ら章と紫の旗を与えられた騎士だった。長い戦いくさで国は疲ひ弊へいし、山さん賊ぞくあがりのような少人数の傭よう兵へい団の長にも騎士の位を与えなければ軍が立ちゆかない時じ世せいなのだ。

　クリスは、直じか談だん判ぱんしようとしたことを真剣に後悔しながら、髭面から目をそらす。暗い草むらのそこかしこに野営の幕まく屋やが張られ、火を囲んだ屈強な傭兵たちが何人も、酒の後の余興とばかりに、こちらをじろじろ見て聞き耳を立てている。

　今夜で隊を脱ぬける、と言いに来ただけなのに、なぜ酒の席の与よ太た話ばなしにつきあわされなければならないのか。

「おまえの背せ丈たけよりも長いではないか。おれによこしたらどうだ。おまえにはそんな剣より、おれの股こ間かんの剣を扱う方が似合っているだろう。今夜、幕屋に来い」

　下げ卑びた笑いがいくつも、炎を揺らす。クリスは胸に抱いた剣を引き寄せる。

「この剣は、プリンキノポリ遠征に参加したときに、敵将を殺して奪うばったものです」

　人の話など聞いていないのではないかと思いながらクリスは言った。

　名高い敵から奪った武具は、クリスが職を得るための道具だった。ひとつの傭兵団に長く留とどまれず、その女のような見た目からきまって腕を見くびられるクリスにとって、手っ取り早く武ぶ功こうを証あかすものが必要だったのだ。

　募ぼ兵へいのときには、この熊くまのような団長が相手ではなかった。クリスの腕前を見たのも、契約期間について話したのも、年老いた士官だった。今は怪け我がで隊を離れているせいで、話がこじれてしまっているのだ。

「ふん。おれが募兵に立ち会っておれば、小こ姓しようとしてそばに置いたものを」

　団長はにやにやと笑ってクリスの全身をねめ回す。そのような目で見られることは珍しくなかった。従軍の男だん娼しようと間違われることも多かった。

「なぜ団に身を置かぬのだ。ここも今日で脱けるだと？　明日は総攻撃だぞ。こちらは賊軍どもの十倍はいるというのに、臆おくしたか」

「頭かしら。そいつは腰抜けだ。男のできそこないよ」

　すぐそばで火にあたっていた傭兵の一人が言って、まわりが笑う。

「此こ度たびの戦、敵てき方がたに《塩撒まき》がおるという噂うわさがある。おおかたそれを聞いて逃げ腰になったのだ」

「他ほかの隊でも、それ聞いて脱走した若造が何人もいるらしいぞ」

「くははは。《塩撒まく死神》か。敗走兵どものたわごとじゃねえか」

「鎧よろいもなしに、白い衣ころもで、戦場をうろついてるってんだろ」

「矢も投なげ槍やりも、あたらんとか」

「そんなやつがいるものか」

　その噂うわさは、クリスも耳にしたことがあった。《塩撒き》──戦場に塩を撒く死神。

　ここ数年、傭よう兵へいたちの間で話にのぼる怪異だ。見たら死ぬ、などと言われている。まともにとりあう者はいない。昔から戦場には、この手の流言が多いのだ。見たら死ぬのであれば、だれがその死神の存在を伝えたのか、と笑い話に落ち着く。

「近ちか頃ごろはくだらん化け物の噂ばかりだな。ご大たい層そうな異い名みよう持ちの」

「《塩撒き》だの、《星喰くらい》だのと。餓が鬼きを寝かしつける夜語りじゃあるまいに」

「《星喰らい》か。はは。あれも噓うそっぱちだろう。しんがりで千人隊が全滅して、そいつだけ仲間の命を喰らって生き延びただとか」

「先の国境の戦いくさ、五十人ほどで敵地を突っ切って、そいつだけが大将首を持って生きて帰ったなどと聞いたぞ」

「はははは。馬ば鹿かな。もしそんな武ぶ功こうがあったら、とっくに爵しやく位いをもらっとるわ」

「ほんとうにそんなやつがいたら、はらわた引きずり出して厄やく除よけにするがな」

　クリスは二の腕に強く爪つめを立てた。

《塩撒く死神》など、知ったことではない。けれど、《星喰らい》の名は、捨て置けなかった。なぜならそれはクリス自身に与えられた、呪じゆ詛その名だ。酒を手に粗そ野やな笑い声をあげている傭兵たちは、まさか星喰らいの獣けものと呼ばれて忌き避ひされている男が、こんな年とし端はもいかない子供だとは思っていないのだろう。

「震ふるえておるな」髭ひげの傭兵団長が、クリスを見てそう勘違いする。「餓鬼は夜語りが怖こわいか。それで脱ぬけると？　馬鹿を言うな」

「月の終わりまで、という契約でした」

「ふん。知らぬわ」

　やはり団長には伝わっていなかったのだ。クリスはため息をつきそうになる。

　額ひたいと両手にうずきを感じた。

　クリスがひとつの傭兵団なり騎士団なりに所属しないのは、この獣の烙らく印いんのせいだった。ひとたび獣が目覚めれば、周囲の者の命を容よう赦しやなく啜すするのだ。村の長老がいみじくも言い表した通り、獣は《人の運勢》を喰らう。新月の夜に近づくにつれ、クリスの近くにいる人間には理り不ふ尽じんな不運が訪れる。まだ幼かった頃ころ、クリスを拾ってくれた傭兵団は、それで壊かい滅めつした。

　もう、まわりを巻き込むのはいやだった。

「験げんが悪い。士気にも関かかわる。もうこの話はやめろ」

　団長は野太く低い声で斬きって捨すてた。クリスが押し黙り、戦いのさなかにどうやって隊を脱ぬけるか考えていると、団長はすぐに相そう好ごうを崩くずす。

「怖こわければ後こう陣じんで待っておればよい。夜は兵どもの相手で忙しいぞ」

　クリスはぞっとした。団長の声から、冗じよう談だんの雰囲気がなくなりかけていたからだ。熊くまのような巨体が立ち上がり、焚たき火びを迂う回かいして近づいてくる。

「ま、待って」

　クリスも腰を浮かせた。後ずさろうとしたとき、背後から肩と腕をつかまれる。

「隊を脱けるなんて気を起こさせんようにせんとな」

　耳元に酒くさい息とともにそんな声が吐きかけられる。首だけねじって肩越しに見ると、兵の赤ら顔。一人ではない。三人がかりで、羽は交がい締じめにされている。クリスの手から剣が離れて地面に転がった。酔っているときに話すべきじゃなかった、と悔くやむ間もなく、団長の手がクリスの襟えりをつかんだ。

「や、やめっ」

「ぶふふふ。女みたいな声あげやがって」

「暴れるんじゃねえ」「長おさの後はおれたちで可愛かわいがってやる」

　毛むくじゃらの顔が近づいてくる。怖おぞ気けが立った。殺すか、いや、ここでそんなことをしたら団の連中に袋だたきにされる、でもこのままじゃ──

　そのとき唐とう突とつに、空を裂さく音が、クリスと団長の顔の間を横切った。熊の顔がさっと退ひく。その鼻がしらに、赤い筋ができて、血が垂れる。

「……なッ」

　小さな投なげ槍やりだ。すぐ傍かたわらの地面に刺さり、石いし突づきを震ふるわせている。

「だれだッ」

　クリスを押さえつけていた兵たちも色めき立って剣を取り上げた。右手からなにかすさまじい威い圧あつ感かんを覚えたクリスは、地面に這はいつくばって自分の剣を引き寄せる。

　いつの間にか、あたりが静まり返っている。酔っただみ声も、器うつわを打ちつける音も聞こえなくなって、炎が薪まきをはむ音だけが取り巻いている。

　篝かがり火びの脇に、人影があった。光の中に一歩出てきたその長身の男は、壮そう麗れいな純白のサーコートをまとい、紫のタバードを肩に羽は織おっていた。なでつけた漆しつ黒こくの髪、鷲わしのように鋭い目。若さのせいか、傲ごう岸がんな空気が濁にごりなく全身を取り巻いている。

「自軍の若い兵を手て込ごめか。軍紀が乱れているな。豚のにおいがする。反へ吐どが出そうだ」

　男は、冷えた鋼はがねのような声で言った。

「てめえかッ」「どこの隊だ、若造」「うちのもんじゃねえな！」

「鼻の礼させてもらうぞッ」

　焚き火を蹴けり散らして、四人が一いつ斉せいに刃やいばを振り上げ、飛びかかった。

　一瞬後──

　周囲の兵たちに、ひたひたとざわめきが伝わっていく。大声をあげる者はなかった。みな啞あ然ぜんとしていたのだろう。

　筋肉の塊かたまりのような四人の身体からだが、折り重なるようにして地面に倒れていたからだ。

　いつの間に抜いたのか、若い男の手には、反り身の剣が握にぎられている。けれど、血はどこにも流れていない。

　クリスの目にはかろうじて、なにが起きたのか見えた。稲いな妻ずまのような速さで繰くり出だされた剣先が、前の二人の首筋に触れた。ぞっとするほどの早はや業わざである。

　しかし恐ろしいのはその先だった。剣で触れられた二人が、いきなり振り向き、後ろの二人を押さえ込んだのだ。

　まるで、見えない糸に全身をからめとられ、動かされたかのように。

「お、おいなにしやがる！」「か、身体が勝手に」「なんだこれ」

　傭よう兵へいたちの巨体が土の上でもみ合う。

　──なんだ今のは。

　クリスの額ひたいの烙らく印いんがざわめく。あきらかに、尋じん常じようの業ではない。

　──何者なんだ。

　そこでクリスは気づく。紫は聖王家に連なる者しか身につけられない色だ。そして、タバードの肩に刺し繡しゆうされた紋章は、二頭の一いつ角かく獣じゆうに支えられている。あれは──

「──コルネリウスさま！　おひとりで、危のうございます！」

　そんな声が篝かがり火びの光のずっと外から聞こえ、数人の足音が近づいてきた。光の輪に入ってきたのは、小ぎれいな軍服を着た年若い侍じ従じゆうたちだ。

「コルネリウスさま、本陣にお戻りください」

「なぜこのような末端部隊に」

　侍従たちが、小こ汚ぎたない傭兵の一団を見回して眉まゆをひそめる。

「豚の群れを眺めるのに子守を連れてきては、大たい公こう家けが笑われる」

　コルネリウス、と呼ばれたその貴族の若者が、唇を歪ゆがめて侍従に答えた。

　その名を聞いて、傭兵たちのだれもが固まっていた。クリスにも、聞き憶おぼえがあった。

　王おう配はい候こうコルネリウス・エピメクス。

　聖王家の婿むことなる権利を有した、全貴族の頂点に立つ三大公家のひとつ。武名を馳はせたその若き当とう主しゆは、この遠征軍を率ひきいる将軍でもあり、また名高い剣士でもあった。

　血を流させず敵を斬きり伏ふせる、妖よう剣けんの使い手である──と、噂うわさされる。

「な……ぜ」

　仲間の腹の下からようやく這はい出でた傭兵団の長が、手をわななかせながら呻うめいた。

「将軍が、こ、こんなところに」

　それから思い出したように膝ひざをついて頭を垂れる。ともに襲いかかろうとしていた者たちも一いつ斉せいに平へい伏ふくした。

「豚が喋しやべるな」

　コルネリウスは吐き捨てた。

　それから、その視線の刃先を、クリスにぴたりと向ける。

　クリスは動けなかった。畏おそれのせいではない。烙らく印いんが、熾おき火びのように熱くなったからだ。

　どうしてかはわからない。ただクリスは、銀を練って鍛きたえ抜いたかのような鋭さを宿すコルネリウスに、底冷えのする不気味さを感じていた。

　──どうして、将軍がこんなところに。

　──山ひとつ向こうの本陣にいるはずなのに。

　剣を鞘さやにおさめたコルネリウスが、歩み寄ってくる。クリスは礼も忘れて後ずさった。

「おまえの顔を見にきた」

　腰をかがめて顔を近づけ、コルネリウスが言った。

　──ぼく……を？

　困惑がクリスの両腕をこわばらせる。王おう配はい候こうが、流る浪ろうの傭よう兵へいをなぜ知っているのだろう。

「そこの豚は知らずに雇やとったようだが、おまえが思っているよりも、《星喰くらい》の顔は知られているぞ」

　コルネリウスの指がクリスのあごにかけられる。ざわめきが拡散していく。

「あれが」「あんな餓が鬼きが？」「まさか」

　そんなつぶやきが泡のように生まれては弾はじける。

「何人の猛も者さをこの細腕で屠ほふった？　自軍もろとも」

　コルネリウスの残忍な笑えみ。

「デクレヒト司し教きよう領りようの砦とりで攻めのときにも、潜入した四百人が全滅しておまえひとりが生き残り、門を開いたのだと聞いた」

　クリスは唾つばを飲み下す。大たい公こうの視線から目をそらせない。

「なぜそれほどの武ぶ勲くんがありながら、正規軍に加わって恩おん給きゆうを受けない？」

　鈍にぶい刃やいばでなぶるようなコルネリウスの声。

「この刻こく印いんのせいか」

　はっとして飛とび退のこうとしたクリスの顔を、コルネリウスの手がつかむ。指を眼球にねじ込まれるかと思うほどの強さだ。けれどその冷たい両手の間で、震ふるえも怖おぞ気けも消えていく。額ひたいの烙印が新月を待たずに光を帯びているのが自分でもわかる。

　──どうして獣けもののしるしのことを知っている。

「おまえの生まれはブラヴォワ郡の山間だろう。あそこは昔、私の父が攻め落とした領地だ。獣の仔この噂うわさは聞いていたぞ。刻印がはっきり見えるほどに育ったら見に行くつもりだったが、山さん賊ぞくもろとも自分の村を焼いて消えたと聞いて、私も父も悔くやんだものだ」

　コルネリウスがクリスのあごをぐっと持ち上げる。

「しかし、戦場で逢あえるとは思っていなかった。ふん。……たしかに、刻印だな」

　指先が額をまさぐる。烙印が熱い。

　──この男は。

　──この男は、危険だ。いつか、いつかぼくを。

　冷たい衝しよう撃げき、それから痛みが右半身を打った。目の前が暗くなる。

　手をつき、身を引き起こす。地面に叩たたきつけられるように投げ捨てられたのだと、ようやく気づいた。紫のタバードをひるがえし、男の背中はすでに篝かがり火びの向こうにある。まだ地面に這はいつくばっている傭よう兵へい団長に歩み寄ると、「起きろ、豚」と冷たく言った。

「きさまの隊は先陣に組み込む」

「……はっ？　い、いや、はい、あのう、しかし契約では、おれたちは」

　コルネリウスの手が一いつ閃せんした。湿った音が砂を打つ。次の瞬間、団長の耳から血が噴ふき出し、熊くまには似つかわしくない情けない悲鳴をあげて、耳を押さえうずくまる。

　今度は、いつ抜ばつ刀とうしたのか、クリスにさえ見えなかった。

「豚は喋しやべるなと言っただろう」

　コルネリウスは、尖とがった氷柱つららをゆっくりと肉に突き刺すような声で言った。剣を再び鞘さやにおさめると、懐ふところに手を入れる。

　取り出したのは、一本の巻紙だった。蠟ろうの封に捺おされた印を見て、全員が息を吞のむ。

　翼のある車輪。聖王家の頂で諸国を統すべる、女王の紋章だ。

「託たく宣せん令れいだ。契約に優先する」

　団長の熊のような巨体が、土にへばりつくように平へい伏ふくする。

　託宣。すべてを見通すテュケーの神から女王に下されるという預言。聖王国の覇は権けんを支えてきた力であり、この国にいる限り、託宣令に逆らえる者はいない。

　ただ、暗がりの中でいくつか舌打ちが聞こえた。












　ほんとうに託たく宣せんなのか、知れたものではない。そんな空気が伝わってくる。

　女しか生まれない聖王家にかわって、王おう配はい候こうの三家が実質的にこの国の執しつ政せいを握にぎっている。そのために彼らは、託たく宣せん令れいと偽いつわって数々の横暴を通してきた。子供ですら知っていることだ。かといって、ここでコルネリウスに異を唱となえる者、その巻紙を開いて読ませろと追及する者などはいるはずもなかった。

　静まり返った中、コルネリウスは巻紙を懐ふところにしまい、クリスの方をちらと見やる。

「そこの《星喰くらい》を脱走させたりするなよ。正しよう体たいが知れて、逃げるやもしれん」

　クリスはぐっと声を詰まらせた。

　コルネリウスの目が暗くら闇やみを突き通してクリスの額ひたいを穿うがつ。

「おまえはどのみち、逃げられない。這はいずり回まわって、血ち反へ吐どを吐いて、なにひとつ手にしないまま、だれとも巡めぐり逢あわないまま、死ぬ。獣けものの死に方だ。烙らく印いんがそうさだめた」

　若き王配候は、タバードをひるがえして背を向けた。

　遠ざかる白い影を、侍じ従じゆうたちが追いかける。

　やがて、火の熾おこる音と、夜よ半わの風鳴りだけになる。

　いや、もうひとつ。クリスは胸に手をあてる。肋ろつ骨こつが内側から痛むほどの鼓動だ。まだおさまらない。

　──あの男……なにを知っている？

　──ぼくの、このしるしのこと。ぼくよりもずっと深く、知っていた。どうして。

　──さだめ、だって？　ふざけるな。そんなものに小こ突づき回されなくたって。

　──どうせ、ぼくは戦場でひとり、のたれ死ぬ。

「……《星喰らい》……」

「疫やく病びよう神がみ……」「こっち見てるぞ」「なんでおれたちの団に」「くそ、ついてねえ」

　傭よう兵へいたちのつぶやきが、クリスの肌にまとわりつく。

「頭かしら。あいつ追い出しましょう、不吉だ」

「馬ば鹿か野郎。大たい公こうの話聞いてなかったのか。逆らったら耳ひとつじゃ済まねえぞ」

「てめえらちょっと黙ってろ！」

　声を背中に聞きながら、クリスは火から離れた。いくつもの視線だけが粘ねばりついて離れない。暗い空を見上げる。月はない。明日が新月だ。

　ふたたび夜が来るまでに逃げよう、とクリスは思った。

　だれとも巡り逢わないように、ひとりの黄昏たそがれを、逃げよう。







　けれど、クリスは巡り逢う。

　それは生まれ落ちてからちょうど二百度目の、新月の夜のことだ。





３　剣つるぎの女王







　荒こう野やの彼方かなたの稜りよう線せんで、陽ひの最後の破片が押おし潰つぶされようとしている。うずくまったクリスの足あし下もとに散らばる紅くれないは、その落日の飛沫しぶきのようだ。

　腕ごと引きちぎられた鎧よろい、折れた長なが槍やり、ひしゃげた弩おおゆみ無数の屍しかばね、それらを濡ぬらす血。

　赤い溜たまりは、陽が深い紫の中に沈み込んでしまう前のほんの一瞬、燃え立って銀色になり、這はいつくばったクリスの顔を映うつし出す。闇やみに溶ける髪、氷の肌、いとけない少女にも見える貌かお、その額ひたいにぎらつく禍まが々まがしい烙らく印いん。

　──また、ぼくだけが生き残った。

　クリスは額に手をやる。青白い光を帯びたしるしは、わずかに熱をもっている。もう一方の手で、血の中から自分の剣を引き上げる。

　溜まりから指ですくった血を、額に塗ぬりつける。骸むくろの敷き詰められた大地にひとり残されるたびに、クリスはきまってそうした。肌に血を吸わせれば獣けものの渇かわきが癒いえるのではないかと、かすかな望みをかけて。無駄なまじないだった。獣の飢えは、現実の血などでは満たされない。人の幸さちを啜すすらせるしかない。烙印が血を吸い取って蠢うごめくような気がするのは、ただの錯さつ覚かくだ。

　それでももう一度、手を血の海に浸ひたす。あの、傭よう兵へい団長の髭ひげ面づらも、すぐそばの地面に伏して土と同じ色になっている。目玉には早くも蝿はえがたかっている。

　逃げられないまま、戦いくさは日没まで続いた。そうして新月がのぼり、獣が目を覚ましたのだ。何人の敵兵を斬きったか、わからない。視界に動くものが絶えたとき、生き残っていたのは、クリスだけだった。

　月を仰あおぎ、錆さびた鉄に似た肌触りの風に身を浸す。脇腹に浅い傷があり、血が胴どう衣いを濡らしていくのがわかった。失われていく血と、獣の啜りあげる血が、体内でせめぎあう。死に至るほどの傷ではないことをクリスは恨うらんだ。

　──命を啜るのがいやなら……

　──なぜ、戦場をさまようんだ。

　──だれもいない山奥でのたれ死ねばいい。

　新月のたびに湧わいてくる自問を、クリスは嚙かみ殺ころす。

　ほんとうは、人の命運を喰くらう悦よろこびに突き動かされているのではないか。

　この獣は、自分自身ではないのか。

　じきに、無数の怒ど声せいや金属のぶつかり合う音が聞こえてきた。首を巡めぐらせると、地平近くに炎がいくつも見える。ひるがえる紫の三角旗は聖王国軍の守護騎士団のものだ。そして飛び交かう火矢の軌跡。

　痺しびれた足を土に突き立て、剣を支えにして、立ち上がる。

　──行くのか？

　──またぼくは、殺しにいくのか。

　クリスたちの傭よう兵へい団は、捨て石だった。今ならばそれがわかる。突出したところを包囲されて全滅した。敵である連合公国軍の包囲網が攻撃のために固まったところを、さらに倍する聖王国軍が包囲して殲せん滅めつする作戦だったのだ。

　コルネリウスの残忍な笑い顔が浮かぶ。

　──あいつは、ぼくをこうやって殺すつもりだったのか？

　──ぬるいことを。もっと、ひどい戦場に送り込んでくれればよかったのに。

　クリスはまた生き残った。雇やとい主ぬしは死んだ。このまま屍し骸がいに混じって朝を待てば、どこへなりと逃げられただろう。

　けれどクリスの足は、鉄のにおいと悲鳴の流れてくる風上へと向かっていた。

（そうだ）

（命を喰くらいにゆけ）

　獣けものが囁ささやく。クリスは足を引きずりながら砂岩の斜面をのぼっていく。丘の頂に這はい上あがり、吹きつける戦いくさの音を──怒ど号ごうと金属音と泥どろを散らす蹄ひづめの音を顔に浴びる。黒く熱い血が湧わき上あがってくる。松明たいまつの火を照り返す、鎧よろい、矛ほこ、剣。矢を受けてのたうち回る軍馬。地響き。クリスは血のにおいに引き寄せられていく。

　──おかしい。

　敵の部隊が見えない。闇やみにはためくのは紫の旗だけだ。だれと戦っている？

　馬の悲痛ないななきに混じって、おびえきった兵たちの叫び声が聞こえてきた。

「塩撒まき」「塩撒きだ」「死神──」

　クリスはその名を聞いて、はっとして駆かけ出す。槍やり衾ぶすまの密集隊形が破られ──

　それが、見えた。

　白い炎のようだった。

　闇を切り裂さいて降り注そそぐ矢の雨の中、ひらひらと、その炎は踊っていた。

　白い舌先は、衣ころもだ。神殿で舞う巫み女このような、風を切る翼の袖そで。そこに混じる赤は、振り乱されて燃え立つ長い髪。ときおり炎を切り裂く鈍にぶい光は、巨大な刃やいばだ。

　──女？

　クリスは慄りつ然ぜんとする。少女だ。身の丈たけほどもある無ぶ骨こつな大剣を手にした少女が、矢の雨と怒号と剣けん風ぷうの中で、舞っている。

「射うて！　射てェッ！」

　裏返った声の号令とともに、再びの矢が射かけられた。少女の袖がひるがえり、大剣が虚こ空くうを薙なぐ。まるでその軌跡に吸い込まれるかのように、矢が空中で弾はじかれる。クリスは息を吞のんで足を止める。少女は弓隊の方を見てもいない。隊列の破れ目に突っ込み、そのまま大剣を振り下ろす。何本もの槍と兵の上半身とが血しぶきに混じって跳はね飛んだ。荒れ狂う白い炎は燎りよう原げんを走るように武装兵の一団を吞のみ込こんで、地面に薙ぎ倒たおしていく。

　近づくにつれ、少女が鎧よろいすら身につけていないのが見てとれる。四方八方から突き出される槍やりは、むなしく衣ころもの袖そでを裂さくばかりだ。

　──じゃあ、あの噂うわさはほんとうだったんだ。

　戦場に塩を撒まく死神。

　その姿を見ただけで呪のろわれ、死に至るという、最も忌いむべき存在。

　数多あまたの部隊が、その死神一人に壊かい滅めつさせられ、かろうじて生せい還かんした者たちはうわごとのように告げた。

　死神は、白い衣と炎の髪を持つ──女だった、と。

　真実だったのだ。

　クリスが紫の旗のもとにたどり着いたとき、あたりには骸むくろの山があるばかりだった。夜よ風かぜに血が煙けむり、そのただ中に、少女は大剣を支えにして立っていた。

　赤い髪が舞い上がる。地面に落ちた松明たいまつの火が、その顔を照らす。

　美しさがクリスの足をすくませた。血ち糊のりがこびりついた頰ほお、火を宿す大きな黒い瞳ひとみ、凛りんとした意志をたたえた細い唇。凄せい惨さんなまでに麗うるわしい少女だった。

　土を舐なめる松明の火と、風にもてあそばれる折れた旗、赤い髪。他ほかに動くもののない乾ききった闇やみの中で、少女がクリスをじっと見つめたまま、言った。

「……おまえが、わたしを殺す者か」

　思いがけず幼く、けれど少女の儚はかなげな容よう貌ぼうには残酷なほど似つかわしいその声が、言葉が、くすぶる火を揺らす。クリスの心さえも。












　──なにを言っているんだ、こいつは。

　──それは……

　──それは、ぼくの言葉だ。

　──おまえこそ、死神なんだろう。ぼくを殺してくれるんじゃないのか。

「おまえがクリストフォロだろ？　顔も、その剣も、視みたのと同じだ」

　クリスは息を吞のむ。

　だれにも名乗ったことがない、おそらく、死んだ母親しか知らない、ほんとうの名。

「どうして……ぼくの名前を」

「おまえが名乗った。……ううん、わたしを打ち倒した後で、名乗るんだ。それから、その剣をわたしの胸に突き立てる。そのとき、おまえはめそめそ泣いてた」

　クリスは、背せ筋すじを這はい回まわる寒さむ気けに耐えきれず、剣を抱きしめるように構えた。

　少女は、大剣を地面から引き抜き、無む造ぞう作さに切きっ先さきを持ち上げる。

　笑っているのか、泣き出しそうなのか、悔くやんでいるのか、怒いかりを押し殺しているのか。嚙かみしめた唇から血の気が引く。

「どうやっても、この夜だけは、避けられなかった。今も、おまえに殺されているところしか視えない。そうして、おまえはここにいるじゃないか。わたしを殺すために」

　──ぼくがここに来ることを、知っていたのか。

　クリスは震ふるえる指を剣の柄つかにきつく巻きつけながら、思い出そうとする。

《戦場に塩撒まく死神》と接せつ敵てきし、わずかながらも生き残った兵たちの言葉。

　矢も、投なげ槍やりも、かすりさえしない。一いつ片ぺんの鋼はがねもまとっていないのに、何者も、傷ひとつ負おわせられない。まるで、あらゆる刃やいばの動きが──

　最初から、わかっているかのように。

　クリスも剣を持ち上げた。両手と額ひたいの烙らく印いんが熱を発している。皮ひ膚ふが溶けてなにかが体内から出てきそうなほどだ。

　──殺すのか。

　──ぼくは、この娘を。

　──殺して、喰くらって、飲んで、また生き延びるのか。

（そうだ、喰らえ）

（その命運を、喰らえ）

　獣けものが囁ささやいた。剣を握にぎる手に力が流し込まれる。

　骸むくろの山の中に立つ、白い炎がゆらりと傾かしいだ。次の瞬間、真しん紅くの髪が跳はね上がり、クリスの視界を白光が斜めに切り裂さく。

　すぐ目の前に、少女の眼があった。そして、クリスがとっさに掲かかげた刃に、交差する大剣の太い刀身。腕もろとも叩たたき斬きられそうなほどの衝しよう撃げきだった。

「おまえみたいなッ」

　少女が顔を歪ゆがめて言葉を吐きかけてくる。

「力に流されてふらついてるだけのやつに、殺されるなんてッ」

　クリスはぞっとして、腕に力を込め少女を押し戻し、飛とび退のいた。烙らく印いんの光が暗くら闇やみの中に尾を引く。剣先が触れ合うか否いなかの間合いを隔へだてて、二人の視線が交まじわる。

　少女の眼に、はっきりとした怒いかりが燃えている。

　──力に、流されている。

「……知ってるのか。ぼくの、しるしのことまで」

「おまえが喋しやべったんじゃないか、わたしを殺した後で、わたしの骸むくろに向かって！」

　少女は大剣を払い上げた。腕が肩からもげそうなほどの強さでクリスの剣が弾はじかれる。

「おまえが何人巻き添えにしようと知ったことか、死にたければ自分で喉のどを搔かっ切れ！　なぜッ、なぜわたしの前に立った！　なぜわたしの道と交わった！」

　再び二人の剣がぶつかり、火花が夜に散る。

「おまえなんて、おまえなんて！　どこかで母親のかわりでも見つけて、ずっと隠れて暮らしてればよかったのにッ」

　大剣の先が弧こを描いて大地をえぐりながら、下方からクリスの胴に叩たたき込こまれた。すんでのところで剣の腹で受けると、両足が地面から浮く。

「なぜ戦場に来た！　何度も、何度も、何度もおまえの姿を視みた、何度もおまえの剣に貫つらぬかれた！　他ほかの死なら、どれも変えられたのに！　おまえは、おまえだけはッ」

　鈍にぶく光る旋せん風ぷうが右から左からクリスを打ちのめした。砂を蹴けり散らして退しりぞきながら、かろうじて剣で受け流す。距離をとってはだめだ、ばらばらに引き裂さかれる。クリスは引いた足で踏みこらえて、真上からの深い一撃を刀身に滑すべらせ、少女の懐ふところに飛び込んだ。

　肩から肋ろつ骨こつにまで走る衝しよう撃げき。つばぜり合いのまま、お互いの吐と息いきが触れられそうなほどの近くでにらみ合う二人。少女の深い瞳ひとみの中に、クリスが映うつっている。

「何度もおまえを視た。おまえだけは、この眼から離れなかった」

　少女の熱い吐息混じりの声に、刀身がかすかに曇くもる。

「なぜ、ここに来た。なぜ、わたしに──」

　烙印が過熱する。少女の声を、獣けものの咆ほう吼こうが押おし潰つぶす。

（喰くらえ）

（この者の命運を喰らえ）

　少女の眼に映り込んだ烙印の紋様が青白く燃え上がる。

　──ぼくを知っていた。

　──ずっと、ぼくを見ていた。

　──それじゃあ、ぼくは……これのために。

「……名前は？」

　クリスの言葉に、少女の眉まゆが歪む。

「名前、教えて」

「な……んで」

「だって、はじめて逢あったわけじゃ──ないんだろ」

　クリスの身体からだは弾はじき飛とばされた。少女のすさまじい膂りよ力りよくに慄りつ然ぜんとしながら、地面に這はいつくばり低い構えをとる。

　けれど、追つい撃げきは来なかった。

　少女は大剣の刃先を地にうずめて、立ちつくしている。その眼から、先せん刻こくまでの張りつめた鋭さが消えている。かわりに蠟ろう燭そくの火のように揺らめくのは、戸と惑まどいだ。

「……おまえは、……そんなことは、言わなかった」

　母を求める迷子みたいな声。

「わたしの名前を？　なぜ。そんなこと、訊きかないはずだ。おまえは、一度もッ」

「そんなの知るか」

　クリスの声は、焦こげくさい風にまぎれて、かろうじて少女のところにまで届く。唇を引きつらせて黙ったので、それがわかる。

「死神なんかじゃないんだろ。人間の名前があるんだろ。なら教えろ」

　言葉を吐き終えると、砂混じりの唾つばを飲み下し、剣を握にぎり直す。

「……おまえはっ、名前なんて知らない相手を、何人も──殺してきたんじゃないのか」

　少女が揺らいだままの声で訊き返してくる。

「なぜ、わたしの」

「だって、ぼくを待ってたんだから」

　少女の顔が凍こおりつく。

　──母かあ様さましか、いなかった。

　──その母様も、いなくなった。

　──ぼくとつながっている人なんて、いなかったはずなのに。

　──ずっと、ぼくを見ていた。ずっとぼくを待っていた。

「待っていたわけじゃないぞ！」

　剣先で砂を散らし、少女が追い詰められたような声をあげる。

「ぼくは待ってた」

　クリスがそう言うと、少女の声は、半開きの口の中で固まってしまう。

　──たぶん、この夜、ここで巡めぐり逢うために、ぼくは戦場に来たんだ。

　──でも、そうして出で逢ったこの娘を……

　──ぼくは、また喰くらう。

　少女の唇が、様々な形にさまよった。やがて、ひとつの言葉にたどり着く。




「……ミネルヴァ」




　クリスはじっと少女の顔を見つめてしまう。その名前の響きが、あまりに澄んでいて。

　少女──ミネルヴァは、気まずそうに視線をそらす。

「なんだその顔。名を教えろと言ったのはおまえじゃないか！」

「いや……うん。きれいな名前だなと思って」

　ミネルヴァははっとし、大剣を持ち上げて、かすかに色づいた顔を隠した。

「なにを。ばかなこと……言ってるんだ」

　──ほんとうだ。なに言ってるんだ、ぼくは。

　──どちらかは死んで、もう、こうして言葉を交かわすこともできないのに。

　ミネルヴァの身体からだが、ゆらりと傾いて、再びその白い衣ころもの袖そでが風をはらんだ。次の瞬間には白い炎がクリスの眼前に現れ、すんでのところで顔の高さに持ち上げた剣に、分厚い鉄てつ塊かいがすさまじい勢いで叩たたきつけられた。





　　






　クリスは一度だけ、獣けものとじかに話したことがある。

　村を出てから最初に拾われた傭よう兵へい団は、しわくちゃで隻せき眼がんの老戦士が率ひきいている百人に満たない隊で、部下たちも古兵ばかりだった。クリスは無ぶ愛あい想そうなわりに気に入られて、なかなか懐なつかない仔こ猫ねこのような扱いを受けた。隊の多くの者は、クリスが耳も聞こえず喋しやべれもしないのだと思っていただろう。

　幾いく度どかの新月が巡めぐったが、目立った不幸はなかった。そのたびにクリスが宿営を逃げ出しては連れ戻されていたのと、戦いくさがあまりなかったせいだ。

　しかし、老頭領がじきにクリスの剣の腕に目をつけた。

『こりゃ生まれつきの傭兵だ』

『才だけじゃない。ちびっこいのに目に殺気がある』

『剣がなけりゃ嚙かみ殺ころしてやるって顔してやがる』

『とんでもねえ剣士に育つぜ』

　頭領の見る目は確かであり、その予見は残酷なまでに的中した。クリスの初うい陣じんは十歳のときの籠ろう城じよう戦だった。クリスは補充の武器を手に城内を駆かけ回る使い走りだったはずが、気づけば槍やりと弩おおゆみを手に城壁際ぎわに立っていた。何人もの敵兵を射い殺ころし、突き落とした。戦の昂こう奮ふんのせいで、耳の中にこだまするあの声は気にかけなかった。

　一筋の月が暗い空にのぼる頃ころ、鉄砲水とともに城門が破られた。敵軍が川上の堤つつみを破ったのだ。すでに生き残っているのは頭領やクリスを含め数十人だった。目の前で老戦士が残った片目に矢を受けて倒れ、烙らく印いんのぎらつく自分の右手が無意識に動いて、老いた手から剣をむしり取ったところまでは憶おぼえている。

　次にクリスが我に返ったとき、そこは荒れ野の真ん中だった。水浸びたしの土にところどころ砂岩が突き出して、弱々しい月の光に短い影を伸べていた。

　振り向くと、燃える城じよう塞さいの影が遠くに見えた。

　クリスは泥どろの中に膝ひざをついて、しばらくそれをじっと見つめていた。夜空を焼く炎の色が目に痛く、視線を落としたとき、自分が握にぎりしめている抜き身の剣が、頭領から奪うばったものだというのに気づいた。何人分もの血が刃やいばや柄つかにこびりついていた。

（みな、喰くらった）

　声が聞こえた。

（命運を啜すすり、飲み干し、そうしておまえは生き残った）

　泥に剣を突き立て、両手を水に沈め、クリスは吐き気をこらえた。

　村を焼いた、あのときと同じなのか。

　どれだけ殺しても、生き残るのは、自分だけなのか。

（そうだ）

（傍かたわらにいる者はみな、喰らう）

（汝なんじが──吾われが、喰らう）

　獣けものが愉たのしげにうめいた。

　それははじめて、クリスの問いかけに答えた言葉だった。

「……おまえは──」

　クリスは、水面みなもに映うつって揺れる自分の顔を見つめながら、声を吐き出した。

「だれなんだ。……なんで、ぼくの、中に、いるんだ」

　獣は答えない。かわりに、額ひたいの烙らく印いんが、笑うように明めい滅めつする。

　ここに名が記してある、とでも言いたげに。

　吾は汝に刻きざまれている。

　永遠に、そこにいる。

　汝とともにいて、触れる者の命運を喰らう。

　──それじゃあ、ぼくは。

　──ずっとこうして、触れ合った人たちの血を啜って、朽くちさせながら。

　──ひとりで歩いていくのか。

　──ずっと、ひとりで。

　──ひとりで……





　　






　クリスはまぶたを開いた。

　すぐそこに、新月よりもなお青ざめた、震ふるえるほど美しい少女の顔がある。少女は唇を嚙かみしめて目を伏せ、紅くれないの髪が垂れてクリスの喉のどにまで落ちかかっている。

　頰ほおに、冷たい鋼はがねの感触。頭のすぐ横に、大剣が突き立てられているのだ。

　ようやく、自分が土の上に仰あお向むけに倒れているのだと気づいた。ミネルヴァが腹の上に膝をついて、剣を支えにのしかかってきているのだ。

　右腕が痺しびれている。持ち上げようとした自分の剣が、ひどく軽い。

　──そうだ、あのとき……

　──剣を折られたんだ。

　ミネルヴァの剣嵐あらしをすべて受け流していたクリスの剣が、何度目かのつばぜり合いを解いた瞬間、根元から叩たたき斬きられたのだ。そのまま突き倒され、クリスは気を失った。

　──なんで……ぼくは、まだ生きてるんだ。

「なぜ」

　ミネルヴァの唇の間から、漏もれた言葉がクリスの喉のど元もとに落ちて、肌を灼やく。

「なぜ、お前はこんなに弱いんだ」

　喉をつかまれる。悔くやし涙が落ちてきそうだ。

　クリスにもわからない。獣けものの啜すする活力があってさえ、勝てる相手とは思えない。その力が、両腕から消えたのだ。もはやミネルヴァの剣けん撃げきを受け流すことすらできなかった。

　首をねじり、小さく息を吞のむ。手の甲の烙らく印いんが光を失っている。

　──獣の飢えが、消えている。

　──新月の夜が明ける前に、獣が満たされてしまった？

　──今までそんなこと、一度もなかった。

「なぜ！　こんなはずじゃない、おまえはっ、わたしを殺すはずだったのに！」

　──なに言ってるんだ、こいつは。

　──そっちこそ、ぼくを殺してくれるんだろ。

「……未来が、わかるの？」

　ミネルヴァは目を見開き、それから細め、唇を歪ゆがめる。

「……みんな視みえる。……変わっていく、すべての像が視える。おまえは、ずっと、この夜にいた。おまえに殺される、それだけは、その運命だけは、変えられなかったのに」

　首に巻きついたミネルヴァの指は冷たく、クリスの体温を奪うばっていく。

「声が、聞こえた。汚らわしい、人のものじゃない声だ。あれはなんだ」

　ミネルヴァが酸さんのような言葉を吐き続ける。

「喰くらえ……と……あれは、なんの声だ。おまえはいったいなんなんだ。血ち塗まみれの腭あぎとさえ視えた。そうして──」

　首筋に食い込む指の力が、弱まる。

「死が、視えなくなった。消えてしまった。なぜッ」

　クリスもたしかに感じた。獣の喉鳴り。悦よろこびに濡ぬれて震ふるえる牙きば。

「おまえは、わたしを殺す運命だったのにッ」

「じゃあ、たぶん──」

　自分の声が甘く心臓を刺すのを感じながら、クリスは言った。

「その運命は、ぼくの獣が喰らったんだ」

　ミネルヴァの、澄んだ黒こく玉ぎよくの瞳ひとみに、まるでひびが入ったかのように影が差す。

　どうしてだろう、とクリスは思う。獣けものは人の幸さちを喰くらって、自分を生かす。村の長老はそう言っていた。獣自身もそう答えた。

　死すべきさだめを喰らって、その者を生かしてしまうことなど、あるのだろうか？

　──もう、それもどうでもいい。

　──これでようやく眠れるんだから。

　──こいつはぼくを喰らって、生きていけばいい。

　目を閉じて、身体からだを貫つらぬく鋼はがねの冷たさと熱さを、じっと待った。

　けれど、襲ってきたのは頰ほおの熱と甲かん高だかい音。そして、じわりと浮き上がる甘い痛みだ。

「ふざけるな！」

　襟えり首をつかんで持ち上げられ、クリスは目を開いた。目の前に紅こう潮ちようしたミネルヴァの顔がある。頰をもう一度、平手ではたかれる。

「おまえ、そんなに死にたいのか！」

　声を出せず、クリスはただミネルヴァの手の中でうなずく。少女の両眼は今にも涙の中に沈んでしまいそうで、それは心の最も深い部分をじかにつかんで揺さぶられるような、痛ましいほどの美しさだった。

　──なんで泣いてるんだ。

　──だって、ぼくは汚きたならしい獣なんだ。

　──こんなにきれいなものを喰らってまで、生きていかなきゃいけないのか？

　クリスは顔から地面に叩たたきつけられた。落ちてくる刃やいばを見つめながら死のうと、身を起こしてミネルヴァに向き直ると、少女は紐ひもでつないだ当て革の簡素な鞘さやに大剣をおさめて背負っているところだった。

　呆ぼう然ぜんと、土の上にへたり込んだまま、ミネルヴァを見上げる。

「立て」少女の固い声が降ってくる。

「……なんで」

「いいから立て。帰隊する。おまえは捕ほ虜りよだ。連れていく」

「殺せよ」

　腹を蹴けられた。クリスは土の上をのたうち回りながらむせた。

「おまえはわたしに負けたんだ。どうしようとわたしの勝手だ」

　クリスの喉のどで、様々な言葉が、これまでの年月の中でだれにも向けたことのなかった言葉たちが、這はいのぼろうとしてはよじれ、しおれ、消えていく。

「どうして」

　ようやく、引きずり出した、かすれた声。

「ぼくを、連れていって、どうしようってんだ」

「わたしの奴ど隷れいにする」

「ぼくのこと、知ってるんだろ。こいつが」クリスは自分の額ひたいに指を突き立てる。「人の運を食べるんだ。そばにいたらみんなろくでもない目に遭あう。だから殺して──」

「わたしはおまえに殺されるはずだったんだ！」

　ミネルヴァの声が、クリスのか細い声を遮さえぎる。

「おまえがその運命を喰くってしまったんだろう、それなら！」

　一歩、もう一歩、ミネルヴァは歩み寄って、手を差し伸べてくる。

「ずっとわたしのそばにいろ。死が巡めぐってきたら、それを喰らえ。わたしだけを、わたしの命だけを喰らえ」

　わたしだけを見て。

　わたしだけを飲んで。

　わたしだけを食べて。

　生きていきなさい。

　母の言葉が、ミネルヴァの声に重なる。

　そばにいて、死の運命を、喰らう。他ほかのだれも、傷つけないように。ミネルヴァの命を、護まもるために。そんなことができるのだろうか。

　──そんなことをしてまで、ぼくは……

　──生きなきゃいけないのか。

　風が巻き起こした紅あかい炎の髪に、新月が隠れる。

　少女の瞳ひとみが濡ぬれているのが、影の中でわかる。

　──この娘のために？












　──そんなこと……

「そんなこと。……いつまで、続ければいいんだ」

「聖王家を、滅ほろぼすまでだ」

　ミネルヴァが答えた。

　クリスは息を吞のむ。少女の両眼が、なお深い闇やみの底に沈んだからだ。

　不意にクリスは悟さとる。

　この娘は、自分よりもずっとずっと暗い夜の中を歩いて、ここまで来たのだ。

　そして、クリスと出で逢あった。

　──母かあ様さまは、助けられなかった。

　──どれほど殺しても。喰くらっても。助けられなかった。

　──でも、ぼくはこの娘に出逢った。

　──それなら……







　クリスは、差し出されたその手を、そっと握にぎった。





４　銀の雌めん鳥どりの旗







　夜明け前に、二人は寒々しい針しん葉よう樹じゆの森の端にたどり着いた。

　馬や宿営用具を調ちよう達たつしている余裕はなかった。追っ手がかかっていたからだ。夜や半はん頃ごろ、川を挟はさむ崖がけの上を歩いているとき、崖がけ下したから無数の蹄ひづめの音と男たちの声が聞こえた。

「おい、でも、死神なんだろ。百人隊が一人に全滅させられたっつう」

「鉄板みたいな剣を持ってたんだろ。《塩撒まき》に間違いねえ」

「は、ただの噂うわさだ。びびるんじゃねえ」

「そうだ。どこぞの若いのを殺さずに捕ほ虜りよにして、連れて逃げてんのを見たんだ。死神がそんなことするもんか。馬もなかったし、遠くに行ってねえはずだ」

　岩にへばりついて聞き耳を立てていたミネルヴァが、ぐっと喉のどを鳴らした。

「ほんとに女だったのか。見間違えじゃねえのか」

「ほんとだってぇの。踊り子みたいな衣ころもだったし、えらい若くて別べつ嬪ぴんだった。へ、へ、あんな死神なら憑つき殺されてもいいから一発お願いしてえもんだ」

「ほんとに《塩撒き》なら報ほう奨しよう金きんがどんだけ出るか」

　二人は顔を見合わせた。声と明かりが遠ざかるのを待って、ミネルヴァはクリスの首につないだ縄なわを引っぱって立たせた。捕ほ虜りよなので、両手も縛しばられている。その状態で暗い崖がけの縁ふちを歩くことには辟へき易えきしていたクリスだったが、追っ手がいるとなるとミネルヴァに従うしかない。陽ひが昇るまでに身を隠せる場所に入らなければならなかった。

　歩きづめで森に着いた後も、気の休まる間はなかった。松明たいまつを連ねて土を蹴けり散らす騎馬隊を、幹の陰で何度もやり過ごした。かなりの数の追っ手が捜そう索さくに駆り出されていた。

　──ぼくと一緒だからか。

　ミネルヴァひとりなら、逃げ切れたかもしれない。

「馬ば鹿かなことを考えるな」と言ってミネルヴァは縄を引っぱり、クリスを巨木の根の洞ほらに押し込む。二人がゆうゆう入れるほどの大きさだ。

　朝が訪れようとしていた。しらしらと湿った光が梢こずえの間から射さし込こみ、鳥の啼なき声がそこかしこで交かわされている。深い森の中とはいえ、日中に歩いていればたちまち見つかってしまうだろう。だから洞の中に隠れて夜を待つのだという。

「国境まで出れば、どうにか……」

「どこに戻るつもりなんだよ。だって、ひとりだっただろ。他ほかのやつらは全滅したんじゃないのか。あの包囲殲せん滅めつ戦は、王国軍が十倍以上──」

「十倍がどうした。それくらい切り抜けているはずだ」

　あの何十枚と重ねた絹布のような包囲陣を、切り抜けている？　そんな部隊が、烏う合ごうの衆である連合公国軍にいるというのか。

「銀ぎん卵らん騎き士し団だんだ」

　ミネルヴァがぼそりと答えた。クリスは息を吞のむ。

　その名は──クリスもよく知っていた。

　ザカリア公国に雌めん鶏どりを旗はた印じるしにした奇妙な騎士団がある、という噂うわさは、物笑いの種として聖王国軍の間にも広まっていた。女や子供を大勢連れた、物もの見み遊ゆ山さんの一行のような連中だという。道理で雌鶏などという、のんきな旗をいただいているわけだ──と。

　その旗印が恐怖の象徴となるのは、東方の七公国がプリンキノポリの盟めい約やくによって連合公国軍を編み、聖王家に叛はん旗きをひるがえしてからすぐのことである。

　神出鬼没。兵力が読めない。追つい撃げきすると背後を衝つかれる。七倍の軍が壊かい滅めつ。尾ひれのついた噂が戦場を駆かけ巡めぐった。明らかに非現実的な風評もあった。けれど幾いく多たの激戦をくぐり抜け、いまだに銀卵騎士団が武名を馳はせていることはたしかだ。

　戦場に塩を撒まく死神も、銀の雌鶏の旗も、聖王国軍の者にとっては等しく幽ゆう鬼きのような存在だった。それが、まさかつながっているとは。

「だから、あの包囲も絶対に突破している」

　ミネルヴァはクリスのすぐそばに腰を下ろし、自分に言い聞かせるように繰り返した。

「ぼくも……その、騎士団に、連れて帰るつもり？」

「当たり前だろう」

　クリスは唇を嚙かんでうつむく。まだ、迷っている。関かかわる人を増やしたくない。みな、クリスを忌いみ嫌うだろう。長くともにいれば、獣けものの烙らく印いんのことを、そのおぞましい力の糧かてがなんなのかを、知られてしまう。そうなれば、罵ののしられ、礫つぶてで打ち据すえられ、呪のろいを吐きかけられるだろう。村人たちに見つけられたあの夜のように。

　それは──耐えられない。

　だからこそクリスは、同じ場所にとどまらず、ひとりで戦場をさまよっていたのだ。

　ミネルヴァもひとりであったならよかったのに、と思う。

「……なんで騎士団から離れてたんだよ。あんな王国軍の真ん中に、ひとりで」

「わたしは血の海の中で殺されるはずだった！」

　ミネルヴァは縄なわでクリスの首をねじり上げた。

「団にいてその夜を迎えたらどうする、まわりを巻き込むんだぞ」

　どうせ死ぬから、それで、敵しかいないような死地に、進んでやってきたのか。

　そしてクリスに出で逢あい、命運を喰くわれた。

　まだ不思議だった。この獣は、人の幸さちを貪むさぼり喰らい、凶運に突き落とすのではなかったのか。なぜミネルヴァに限って、死の不幸を喰らって生かしたのだろう。

　ミネルヴァが、特別だからか。

「でも……」

　すでに終わったことについて話している自分を奇妙に思いながらも、クリスは続けた。

「ぼくは事実、あそこにいたんだ。騎士団にずっといれば、けっきょくこんなことにはならずに済んだんじゃないのか」

　──そうすれば。

　──こんなに、迷わずに済んだ。

　──ひとりの渇かわいた夜が、ずっとずっと続いていくだけだったのに。

「それは、視みえない者の考え方だ」

　吐き捨て、ミネルヴァは洞ほらの奥にクリスの身体からだを押しやる。

「わたしがもし留とどまっていたら──おまえが、騎士団と接触していた。そうなるように紡つむがれている。この世はそういうふうに造られているんだ」

　クリスは、ぐっと唾つばを飲み込んで、ミネルヴァの横顔を見つめる。

　この世はそういうふうに造られている。

　最初から、みんな決まっている。

　よく聞く言いぐさだった。教会で肥こえ太る司教たちも、戦いくさのたびに畑を焼かれ掠りやく奪だつされる農民たちも、それぞれちがう顔とちがう声とで、この言い訳を口にするのを聞いた。

　けれど、少女が吐き出す言葉には、真実の重みがある。

「……ほんとに、先のことが、なんでもわかるの？」

「なんでも、じゃない」

　膝ひざを立て、顔をうずめるミネルヴァ。

「痛みだけだ」

「……痛み？」

「わたしが傷つくときの、死ぬときの、痛みだ」

　クリスは息をひそめ、ミネルヴァの言った意味を吞のみ込こもうとする。

「いつも視みえるわけじゃない。眠っているとき。目を閉じているとき。最初はいつも痛みから始まる。それから、自分の死の光景」

　──そうか。ぼくに殺されるところも、視たのだと言っていた。

「戦いくさのさなかでは、ほんの一瞬先の死も視えるようになることがある」

　ミネルヴァはそうつぶやいて、大剣を抱き寄せる。

　クリスはぞっとする。戦場に塩を撒まく死神。矢も槍やりも剣も、最初から読み切っているかのように、躱かわされる。実際に刃やいばを交まじえたクリスには、それが噓うそではないとわかった。

「なんでも見通せるわけじゃない。できれば、視たくもない」

　吐きかけた言葉で、刃が白く曇くもる。

　──痛み。

　──もし、死の痛みをそのまま予見するのだとしたら。

　──ひどい力だ。

「今は視えない。張りつめていたものが切れてしまった。だから、敵に見つかったら切り抜けられるかどうか」

「そこまでして、ぼくを連れてかなくても」

「黙れ。絶対に連れて帰る。こんな、こんなところで、くだらない運命なんかに殺されてたまるか。おまえはそのための道具だ」

　大剣の刃の腹に、きつく指を立てるミネルヴァ。

　──なにかに、追われているみたいだ。

　死をはねのけて生きようとしているはずなのに、ミネルヴァの蒼そう白はくな横顔は、なぜか血の海に映うつったクリス自身の顔を思い出させた。

　──ぼくらは、同じだ。

　──お互いのどうしようもない宿命をお互いに食らいつかせて。

　──そうやって、生きていくしかない。

　──それなら……

「……わかったよ」

　クリスのつぶやきに、ミネルヴァは刃の向こう側がわで、ちらとだけ目を上げる。

「連れていけばいい。ずっと、ついてく」

　──死なせたりしない。

　騎士団の者たちに疎うとまれてもいい。耐えればいい。奴ど隷れいとしてミネルヴァのそばにいて、ミネルヴァだけを見て、ミネルヴァとだけ言葉を交かわせばいい。

「ぼくの、烙らく印いんのことは、絶対にだれにも言わないで」

「言うものか。もしおまえが団の者の命を喰くらおうとしたら、その場で斬きる」

　──それでいい。

　──そうなる日まで、ミネルヴァを蝕むしばむ死を喰くらって、その命を護まもって、生きる。

「だから縄なわほどいてよ」

「なぜだ。ふざけるな。おまえは捕ほ虜りよだぞ」

「逃げたりしない。このままじゃ歩きづらいし、敵に遭あったときに戦えない」

「逃げるにきまっている。信じられるか。だいいち、武器もないくせに」

「奪うばえば──」

「いいから少し黙って目をつむっていろ」

　ミネルヴァは洞ほらの口に大剣の刃をめり込ませて、クリスの言葉を遮さえぎる。

「陽ひが沈んだら出る」

　それきりミネルヴァは黙ってしまう。けれどじきに、眠っているわけではないのに気づいた。少女の漆しつ黒こくの瞳ひとみは、葉の間の、白み始めた空をじっとにらんでいる。

「……寝ないの？　夜じゅうずっと歩きっぱなしで」

「おまえがいるのに眠れるか！」

「なんにもしないよ」

「眠るのはきらいだ。死ぬところを視みるから」

　クリスは唇を嚙かんで黙るしかない。

　──何度、自分の死を視てきたんだろう。

　──何度、ぼくに殺されてきたんだろう。

　けれどミネルヴァはそのうちに、船を漕こぎ始めた。剣を支えに気き丈じように起きていようと気を張っていたのも束つかの間まのことで、やがてその上半身が傾く。

　両手を縛しばられたままのクリスは、あわててミネルヴァの身体からだを胸で受け止めた。

　ぴったりと触れた体温。少し苦しそうな寝息。

　なぜだか、クリスの方がほっとしていた。

　──それでも、どうして戦場に。

　──戦いから遠ざかっていれば、死の命運なんて、たやすく避けられただろうに。

　戦いながら、這はい寄よる死の姿からほんの少しずつ我が身をずらし、また次の死を皮一枚でやり過ごし……そこまでして、なぜ戦場にいるのだろう。

　──そうだ。たしか、聖王家を滅ほろぼすのだと言っていた。

　──王家に恨うらみがあるのか。

　クリスはミネルヴァに出で逢あったときから引っかかっていることがあった。言葉遣づかいが、どこか貴族調なのだ。一時期、地方豪ごう族ぞくに仕えて可愛かわいがられ、読み書きや作法まで教えられたこともあるクリスには、それがわかった。

　──身分の高い生まれなのか。いや……

　すぐそばにあるミネルヴァのまなじりを見つめ、不意に、その符合に気づく。

　死を予見する。

　予見。

　聖王家の、託たく宣せん。

　聖王家を、滅ほろぼす……。

　──まさか。

　クリスは首を振った。そんなことがあるはずはない。

　聖王家の託宣は欺ぎ瞞まんであると、クリスは思っていた。同じ疑いを抱く者は多い。神からの託宣で未来がわかるなど、馬ば鹿かげている。王家が諸国を抑えつけるための威光として創つくり上あげた噓うそだ。そう見なしていた。

　けれど、ミネルヴァの『死を予見する』力は、本物だ。それは身をもって感じた。

　この世には、たしかに、そういう力があるのだ。

　──でも、まさか。

　──そんなわけがない。

　クリスは自分でも気づかないまま、願っていた。この少女が細い肩で負おう重荷が、それほどのものであってほしくないと。





　　






　枯れ葉を踏む足音で、クリスは目を覚ました。

　暗い中で、ひっきりなしに梢こずえがざわめいているのが聞こえる。濡ぬれた空気のにおい。

　──雨だ。

　胸元で、ミネルヴァの頭がもぞもぞと動いた。そっと声をかけようとしたクリスの耳に、再び先ほどの足音、そして男の声。

「……さっきの樹にも血が付いてたぞ」

「犬がいりゃあな」

「この雨じゃ、においも流されちまわあ」

「おい、血が見つかったのはほんとに本陣に知らせたのか」

　ミネルヴァが、ばっと髪を振り乱して起き上がった。その瞳ひとみに瞬時に光が戻る。クリスに頭を預けていたことに気づいたのか、頰ほおを染めて眉まゆをつり上げ、口を開きかけたので、クリスはあわてて「しッ」と低く声を発して制した。

　洞ほらの口の方を見やったミネルヴァも、はっとして身を奥へ──クリスの方へと寄せる。

「あの血なら、もう死んでるんじゃねえのか。報ほう奨しよう金きんがぱあだ」

「コルネリウスさまは屍し体たいでもかまわねえとおっしゃってたぞ」

「生いけ捕どりにしたら正ブリゲーデン金貨で二十枚出すっつう別口がおるのよ。おれたちはそれ狙ねらいだ。将軍閣下に突き出しても大した金にならんさ」

「どいつもこいつも、祝勝の酒なぞそっちのけよ。闇やみ雲くもに捜さがしに出てる」

「どうりで増ぞう援えんが来ねえわけだ」

「かえって好都合よ。二十枚は山分けだからな。先を越されたらかなわん。急ごう」

　ごくり、とミネルヴァが喉のどを鳴らすのが聞こえた。クリスの胸に、その細い指が食い込む。声と足音が遠ざかり、雨音にまぎれてしまうと、いきなりクリスを押しのけてミネルヴァは腰を浮かせた。

「お、おまえっ、寝てる間に、な、なにをした！」

「……なんにもしてないよ。そっちが勝手に眠っちゃって」

「ばか言うな、わたしがッ」

　ミネルヴァは首の縄なわをぎりぎりと引っぱり上げてクリスを責める。けれど、自分からクリスに頭を預けて眠ってしまったことはミネルヴァにもよくわかっているらしく、その先の言葉はぐっと吞のみ込こんで、手を離した。

「……くそ。おまえみたいなのの前で、眠ってしまうなんて」

　ミネルヴァは歯は嚙がみし、大剣の表面に爪つめを立てる。

「よく眠ってたみたいだから、起こせなくて」

「よく眠っていただとッ？」

　──なんでそこで怒るんだ。

　クリスは訝いぶかりながらも、ミネルヴァからなるべく離れようと、洞ほらの奥の方に後ずさる。

「……ほんとになにもしてないのか？　わ、わたしのっ、髪なでたりしてなかったか」

「してないってば。腕縛しばられてるだろ」

「あ、う……」ミネルヴァは恥ずかしそうに足をじたじたさせる。

「どんな夢見てたんだよ……」

「視みなかった」

　ふくれっ面で大剣ごと膝ひざを抱え、ミネルヴァが言った。

「……え？」

「死ぬところを、視なかった。……そんなの、はじめてだ。くそ、なんなんだおまえは」

「なら、いいじゃないか」

「よ、よくな──」顔を上げ、クリスと目が合い、ミネルヴァは頰ほおを染めて胸のあたりまで視線を落とす。「もうっ、知るか！」

「ぼくも」

　ミネルヴァの横顔を見つめる。

「眠れるなんて思ってなかった。だれかが近くにいるのに」

　体温が触れ合うほど近くにいるのに。

「なんだか、安心する。……不思議だけど」

　──それはたぶん、ミネルヴァがぼくよりも強いからだ。

　──この獣けものに、喰くらわれてしまわないから。

　けれど、どういう意味で受け取ったのかミネルヴァは耳まで赤くなり、クリスの怪け我がをしている腹に拳こぶしをぐりぐりと押しつけた。

「な、なんだよ、痛い」

「うるさい。いいから黙ってろ」

　ふいと外に目をやる。雨雲のせいなのか、日が暮れたのかはわからないが、すでにほんの三歩先の樹もよく見えないほど暗くなっていた。ミネルヴァがぶっきらぼうに言う。

「そろそろ出る。この雨、たぶん強まるばかりだ」

「谷の口はふさがれてるんじゃないかな。追っ手が来てたってことは」

「そのときは──」

　ミネルヴァは大剣の柄つかをきつく握にぎりしめる。

「突破する」







　木々の間から、左右に迫る黒々とした威い圧あつ感かん──谷の両側の崖がけが見えるようになった。聖王国軍は網あみを張っているだろうか。このあたりにも陣があったはずだ。少なくとも千人隊が詰めているはずで、突破できるとはとても思えない。

　──ミネルヴァなら、あるいは。

　──いや、今は……視みえないんだった。

　三歩前を行く炎の髪を頼りに歩きながら、身体からだの前に組んで縛しばられた両手に、力を込める。手の力だけでほどけるほどやわな縛り方ではない。しかし、いざとなれば関節を外してでも。

　雨音に、ふと、べつの音が混じった。ミネルヴァとクリスは同時に立ち止まり、首を巡めぐらせて、あたりを押し包む暗くら闇やみを目で探る。ちら、と明かりがまばらに見えた。ミネルヴァが大剣の当て革を外して構える。

　──囲まれている！

　土が滑すべり落ちる音、金属がぶつかり合う音。松明たいまつの爆はぜる音。それらが、二人を取り囲んで輪を狭せばめる。炎を照り返す鎧よろいが闇の中にいくつも見えた。

　木々の間に姿を見せた兵たちの数を、クリスはほとんど無意識に値踏みする。百人はいるだろうか。両手は崖で、逃げるには包囲を突破するしかない。

「おい、あの剣」「あ、ああ、」「あれで何人殺やったか……」

　ごつごつした唾つばを飲み下す音さえ聞こえた気がした。松明の火に浮かぶ聖王国軍兵たちの顔はどれも、言い知れぬ恐怖にこわばっている。

「だれか行かねえのか」「くそ、びびりやがって」「死神なんかじゃねえ、見たやつが言ってただろ」

　だれかが松明を投げた。クリスの足あし下もとに明かりが落ち、ぬかるみでくすぶりながらも、二人の姿を照らし出す。

「……ほんとに女だぜ」「若いな」「見ろ、どこが死神だ。おびえた顔してやがるぜ」

「へへ。いい女じゃねえか。おれたち全員の相手をするにゃ、ちょいと餓が鬼きすぎるか」

「捜さがしに出た連中は気の毒に、雨に降られた上に無駄足か」

「勝手に出で張ばった連中が戻ってくる頃ころには、もう使い物にならんかもな」

　ミネルヴァは剣の柄つかを握にぎりしめ、肩を震ふるわせる。首筋が怖おぞ気けだっているのがわかる。

「こ、この、は、恥知らずども……」

　女と見れば盛さかるのが傭よう兵へいの常だ。ミネルヴァほどの美しさであればなおさらで、これまでそういった目にさらされてこなかったのだろうか、とクリスは訝いぶかる。

　だとしたら、こんな連中に捕とらえられてしまったら、死ぬよりもなお苦痛な──

「きさまら無駄口を叩たたくな。そやつひとりに何人がやられたと思っている」

　全身甲かつ冑ちゆうの騎士が正面の林から姿を現し、兜かぶとのひさしを跳はね上げて、貧ひん相そうな口髭ひげをたくわえた顔をのぞかせる。

「公国軍の残党だな。おとなしく投降しろ。抵抗すれば、女とて容よう赦しやせんぞ。この場で死んでもらう」

「隊長、生いけ捕どりにせにゃ報ほう奨しよう金きんが」「金貨二十ですぜ」「殺すにゃもったいねえ上じよう玉だまだ」

「黙れ、きさまらコルネリウス閣下の下か命めいをなんだと思っておる！　弓兵、前へ──」

　弩おおゆみを構えた兵たちが下した生ばえをかきわけて出てきたのが見えたときだった。クリスの目の前で、白と紅あかの炎が揺らめき立った。ひとつの言葉も交かわさず、二人はほぼ同時に走り出した。正面の斜面を駆かけ上がると、包囲する兵たちの間から歓声とも怒ど声せいともつかぬ叫びがあがる。

　しかし、面白がって昂こう奮ふんしている空気は一瞬にして凍こおりつき砕くだけた。ミネルヴァが摺すり上げた大剣の一振りが、鎧よろいで固めた三人の兵の胴体をまとめて薙なぎ斬きり、雨の中に盛大な血しぶきを撒まき散らしたからだ。

「──う、射うてッ！　い、いや待て射つな味方にあたる！」

　騎士の裏返った声が、兵士たちの混乱した声、具ぐ足そくや武器のぶつかり合う音に吞のまれる。矢がまばらに飛んだ。何本かが大剣に遮さえぎられ、一本がミネルヴァの腕をかすめて血の筋を走らせる。視みえていないのだ、とクリスはミネルヴァに駆け寄ろうとする。

「おまえは先に行け、わたしが食い止める！」

　ミネルヴァが叫んで、弓兵の居並ぶ斜面の上にまで一気に駆け上った。悲鳴とともに剣けん風ぷうが巻き起こり、弩ごと叩き斬られた腕が宙に舞う。

「囲め！　槍やりで囲め、臆おくするな！」

　騎士が声を張り上げる。白い炎が木々の間を舞い、大剣の刃やいばが閃ひらめくたびに血混じりの泥どろが弾はじける。

「崖がけに追い詰めろ、弓兵、左右に開け！」

　生き残った弩の使い手たちが広く散って展開するのを見て、クリスは走り出した。

「ミネルヴァ！」

　クリスが大声で呼ばわるのと同時に、弓ゆ弦づるの音が無数に聞こえた。ミネルヴァがはっと気づいて大剣を持ち上げる。八方から矢が降り注そそぐ。

「──く、ぁっ」

　クリスは苦く悶もんの声を漏もらしながら、ミネルヴァの背中に倒れ込みそうになる。

「お、おまえッ」

　振り向いたミネルヴァの顔が青ざめる。かばうように覆おおい被かぶさったクリスの脇腹に、矢が何本も突き刺さっているのが見えたのだろう。

「先に行けと言ったのにッ」

「……逃げるなって言ったじゃないか」

「ばかっ、そんなのっ」

　ミネルヴァがクリスの頭をつかんで泥どろの中に叩たたき伏せた。頭のすぐ上を分厚い刃やいばが通り過ぎ、何本もの槍やりと兵の腕とがへし折られてちぎれるのが見えた。

「おまえに助けられるいわれはない！」

　矢と槍を刃で払いながら、ミネルヴァは後ずさる。すぐ後方に黒々とした崖がけがあった。追い詰められている。隊長らしき騎士が斜面の下で、勢いづいて剣を振り回しながら次々と命令をわめいている。

「囲め！　囲めェ！　距離をとって一気に突け！」

　一いつ斉せいに突き出された槍のほとんどが、ミネルヴァの剣の一振りで弾はじかれる。しかしそれをすり抜けた二本の穂先が、太ももと脇腹を切り裂さいた。

「──ぅッ」

　雨で重たく濡ぬれた衣ころもが血で黒く染まる。大剣の動きが鈍にぶる。痛みのせいで両腕を使えないのだと気づく。しかしクリスも泥どろの中を転げ回って敵の刃をかいくぐるのが精一杯だ。矢傷の痛みは消し飛んで、ただ脇腹から血と体温が流れ出していくのだけはわかる。

　ぬかるみの中で、ぼんやりと意識が遠ざかる。目だけが、濡れた紅くれないの髪を追う。

　──ミネルヴァ。

　──死なせない、絶対に死なせたりしない。

　──いなくなってしまったら、ぼくがしがみつくものが、なくなる。

　──絶対に……

「──ああああああああァッ」

　自分の絶叫と、両手を縛しばる縄なわが引きちぎられる感触と、そして空くうを切り裂く刃の音が、クリスを雨の中に引き戻す。ほとんど無意識に右手が跳はね上がった。振り下ろされた刃を素手で受け止めたときの痛みも、感じなかった。斬きりかかってきた兵が、ひぐっと恐怖に引きつった声をあげる。

　剣をむしり取り、身を沈め、刃を鎧よろいの継つぎ目に突っ込んだ。武器を奪うばわれたその兵は、血しぶきをあげて斜面を転がり落ちる。視界の端を紅あか色いろの髪がよぎり、一歩退ひくと、背中に頼りなげな冷えきった身体からだが押しつけられた。

　クリスとミネルヴァは剣を手に、背中合わせに立っていた。じりじりと輪を狭せばめる数百の敵をにらみ据すえる。お互いの呼吸や鼓動さえも聞こえそうだ。

「なぜ逃げない！」

　肩越しにミネルヴァが叫んだ。

「こいつらの目当てはわたしだ、おまえまで戦うことなんて」

　クリスは剣の血を払うと、背中合わせに立つミネルヴァに言い返した。

「ずっとそばにいろって言ったのはだれだよ！」

「な、お、おまえ、さっきからっ、そんなこと言ってる場合かッ」

「ぼくは奴ど隷れいなんだろ。ミネルヴァのものなんだ。逃げるわけない。この先ずっと──」

　吐き出した言葉は血の味がした。

「その死を、喰くらってやる」

　ミネルヴァの答えはなかった。ただ、胸に息が詰まったような呼吸音が、雨と迫る足音との間にかすかに聞こえただけだ。

「一気に押おし潰つぶせ！　もはや生いけ捕どりなど考えるなァッ！」

　騎士が金かな切きり声ごえで号令を下す。槍やりや剣を手にした男たちが泥どろを踏み散らしながら殺到する。クリスとミネルヴァはお互いに背中を預けて剣を低く構えた。

　獣けもののように目を血走らせながら飛びかかってくる兵の姿が見えた瞬間、クリスの腕は無意識に跳はねる。振り下ろされた棍こんごと腕を断ち切り、返す一撃を首に食い込ませる。血しぶきをあげて倒れる身体からだから刃やいばを引き抜きざまに、脇から斬きりかかってきた男のあごを後ろ手に断ち割る。何度も敵の剣がクリスの肌をかすめた。けれどその一瞬後にはクリスの刃が相手の腕を切り裂さいている。

　どれほどの骸むくろが足あし下もとに倒れたか、わからない。

　雨と血の重み、冷たさと疲労のせいで、両腕は鉛なまりのように鈍にぶく垂れ下がっている。背中越しにミネルヴァのぜいぜいという息づかいが聞こえる。目がかすんで、敵の残りの数がよく見えない。雨粒のざわめきと、敵隊長のわめきちらす声との区別もつかない。

「囲み、破れるか？」

　ミネルヴァの切れ切れの囁ささやきだけがようやく聴きき取れる。クリスは頭を巡めぐらせる。半数は殺しただろうか。今なら崖がけ沿いに谷を走り抜けられるだろうか？

　けれどそのとき、背後から聞こえてきた声と、闇やみに浮かぶ無数の明かりとが、クリスを絶望の底に突き落とす。

「隊長、捜そう索さくに出てたやつら戻ってきました！」

「ぐずぐずしおって、手こずったわ！」

　生け捕りの報ほう奨しよう金きんに目がくらんで捜さがしに出ていた者たちが、隊に戻ってきたのだ。クリスはミネルヴァの腕を引いて谷の出口へと──まだ百人隊の半数が固まっている方へと駆かけ出した。突破できるかはわからない、しかし待っていれば挟きよう撃げきされる。

「馬ば鹿かめ、あぶり出されてきたわ！　迎え撃うて！」

　クリスは獣の咆ほう吼こうをあげて槍やり衾ぶすまの中に飛び込んだ。

　──せめてミネルヴァだけでも。

　腕や脇腹に食い込む槍やりを無視し、剣を振るう。乱れた隊列を騎士が必死に制する。

「無む茶ちやをするな！」

　ミネルヴァが悲鳴に近い声をあげる。もう、正面を力ずくで突き破るしかない。萎なえた腕で剣を持ち上げる。血と脂あぶらに塗まみれた刀身が、何度目かの槍で突き折られる。屍しかばねから武器を奪うばい、泥どろの中を這はいずり回まわり、槍をかいくぐって兵の足を払った。

　左腕はとうに冷たい無感覚の中に沈んでいた。腹をえぐられ、ぬかるみに膝ひざをついた。ミネルヴァが悲痛な声で自分を呼ぶのが聞こえた気がした。騎士が高笑いをあげながらクリスを剣で指し、無数の穂先がクリスに迫った。

　空くうを切る無数の音が聞こえたのは、そのときだった。

　指揮官の騎士が、いきなり白眼を剝むき、口をあんぐりと開けたまま前のめりに倒れた。泥水がしぶきをあげる。

「隊長ッ？」「──ぁああああッ」「ぐァッ」

　くぐもった声をあげて、兵たちが次々に倒れていく。身を起こしたクリスは、泥水と血で霞かすんだ視界の中、谷の向こうから闇やみを裂さいて飛んでくる幾いく筋すじもの矢を見た。

「なんだ」「お、おい、どこから射うってきてるッ？」「隊長が──」

　背後からもうろたえた声が聞こえる。その声に恐怖が混じったのは、部下たちと折り重なるようにして倒れた騎士の向こう、木々の間に無数に灯ともる松明たいまつが見えたときだ。

　炎が照らし出す、旗はた印じるし。

「あ、あれ──」「噓うそだ、なぜ」「馬ば鹿かな……こんなところにッ」

　浮かび上がる意い匠しようは、卵を守るように抱きかかえ、しろがねに輝く翼を広げた──

　雌めん鶏どりだ。




「──殲せん滅めつせよ！」




　暗くら闇やみと炎の合間から、凛りんとした声が響いた。女の声だ。水を跳はね上げる足音がざわっと高まったかと思うと、クリスの視界に、長ちよう弓きゆうを構えた兵たちの姿が映うつった。振り向くと、聖王国軍の傭よう兵へいたちが木々の間を散り散りに逃げていく。その背中に、雨にもまさる勢いで矢が射かけられ、甲かつ冑ちゆう姿が次々と倒れて斜面を転げ落ちていく。

　クリスは地面に伏せたまま、呆ぼう然ぜんとその様を見ていた。

　すぐそばの朽くちた木に、ミネルヴァが身を寄せて、青ざめた顔で荒い息をついている。

　やがて「やめ！」の号令とともに、降り注そそぐ矢が絶える。さきほどと同じ、女の声。

　ややあって、近づいてくる足音に、クリスはほとんど力の入らない手で剣を握にぎったまま振り向いた。

　松明を持った侍じ従じゆうたちと、一団の騎士に囲まれて、一人の──蜂はち蜜みつのように色濃い黄金の髪を輝かせた若い女が、こちらに歩いてくるのが見えた。傲ごう岸がんそうな気品があふれ、激しい雨さえも、その女性のまわりにだけは降っていないように見えるほどだ。

　先ほどの号令の主ぬしなのだろうか。だとしたら、これほど若い、しかも女が──

　名高い銀ぎん卵らん騎き士し団だんの、指揮官だというのか。

　信じられなかったが、疑う余地はなかった。女は衣ころもの上から胸と肩だけを覆おおう壮そう麗れいな装飾鎧よろいをまとい、タバードを上半身に巻きつけていた。その右肩には、ザカリア公の紋章が刺し繡しゆうされている。

　クリスの脇を一団が通り抜けるとき、その女だけが、好奇心にあふれた視線をちらと向けてきたのに気づいた。取り巻きの男たちはクリスに目もくれず、「ミィナ、無事か！」「無む茶ちやしやがって！」と口々に言いながらミネルヴァのところにまっすぐ向かう。

　金髪の女が、騎士たちをかき分けるようにしてミネルヴァに最初に歩み寄る。

「ああ、ミィナ。ごめんなさいね。もっと早く来られれば、あなたの美しい肌がこんなに傷つかずに済んだのに」

　血で汚よごれた紅あか髪を手で梳すきながら、金髪の女はからかうような声で言った。

「賭かけはあたくしの勝ちね。言ったでしょう、綺き麗れいなものは死ねないのだって」

　ミネルヴァは鬱うつ陶とうしそうに、その女の手を払いのける。

「黙れ。ほんとうにわたしは死ぬはずだったんだ。だから──」

「あら。わかってるわ。いいのよ。あなたが勝手に隊を抜け出したのも、あたくしたちを案じてのことだと言いたいのでしょう。負け惜おしみは聞きたくないわ」

「負け惜しみじゃないぞ！」












　声を荒らげたミネルヴァは、傷に響いたのか、脇腹を押さえてうずくまってしまう。

「愉たのしい喧けん嘩かは後にしましょう、逃げた方たちが増ぞう援えんを呼んで戻ってくるわ。あなたたち、ミィナを馬車まで運んであげて」

「自分で歩ける！」

「だめ。あなたの珠たまのお肌も、なめらかな手足も、あたくしの財産よ。無理はいけないわ。ところでミィナ」

　ようやく金髪の女は、振り向いた。その真っ青な瞳ひとみと、クリスの視線が絡からみ合う。

「あちらの可愛かわいらしい方はどなた？」

　ミネルヴァもまた、こちらを見た。クリスが視線を移すと、ふいと目をそむける。

　ようやく、今さらのように、クリスの胸の中でむずがゆい安あん堵どが生まれる。生き延びたのだという実感が、雨で冷えきった肌の下で広がっていく。

　それはおそらく、ミネルヴァの恥じらう顔を見たからだ。

「──あれはわたしの奴ど隷れいだ」

　そう答えるミネルヴァの声を聞きながら、クリスは不意に押し寄せてきたなまあたたかい無気力に全身を浸ひたし、泥どろに引きずり込まれるようにして気を失った。





５　気け高だかき女め狐ぎつね







　フランチェスカ・ダ・ザカリアは、様々な武勇伝で知られるが、中でも最も有名なひとつは、十五歳までに断った求婚が百を超えるという逸いつ話わである。

　東方七公国の筆ひつ頭とうザカリア公の孫として生まれ、幼い頃ころから才色兼備で知られたフランチェスカには、当然ながら祖父や父が見み繕つくろった申し分ない血筋の婿むこ候補が大勢いたが、そのことごとくを彼女は袖そでにした。理由はどれも「つまらない男だから」であった。

　破は談だんが百に届いたとき、さしもの温厚な老ザカリア公も、孫娘を呼びつけて詰きつ問もんした。

『フラン。おまえはいったいどんな男なら満足なのかね』

『あたくしよりも強くて、あたくしよりも美しい方です』

『どちらかならいるかもしれぬが、両方は無理であろう』

『そんなことありませんわ。戦場にはいらっしゃるはず』

　フランチェスカは騎士団の訓練場に顔を出すようになり、公爵家にとってはさらなる頭痛の種となった。

　訝いぶかった父親は、部下である老練の騎士を呼びつけて訊たずねた。

『フランは騎士団などに入り浸ってなにをしておるのだ。訓練を眺めておるのか』

『いえ。それだけではございませぬ』

『まさか訓練に参加しておるのではあるまいな』

『いえ。それどころか』

　父親は腰を抜かした。フランチェスカは訓練を指導していたのである。

　一年後、領地内で起きた大規模な暴動に、フランチェスカはわずか五十名の精せい鋭えいの騎士たちを率ひきいて出撃すると、電でん光こう石せつ火かの用兵で教会に討ち入り、指導者的立場にあった司祭らを捕とらえ、ほぼ無血で鎮ちん圧あつに成功した。

　この噂うわさはただちに諸国へ広まった。このときに囁ささやかれた数々の評判の様子について、こう表した詩人がいる。曰いわく、雨あま乞ごいの祈りのようであった。はじめに下々の者ども、農民や町民が喝かつ采さいの盛大な火を焚たいて騒ぎ、少ししてから天上の貴族社交界がどんよりと黒く曇くもり、小言と陰口の雨を降らせ始めた──と。

　公女にあるまじき蛮ばん行こうはよせと、父親も祖父も口をそろえてフランチェスカをたしなめたが、無駄だった。毅き然ぜんとしてこう答えたのだ。

『領地を護まもることはザカリアの家に生まれた者のつとめです』

　普段、滅めつ多たに怒らない老ザカリア公だが、ひとたび我慢の限界に達すると周囲の意見には耳も貸さず、とんでもない沙さ汰たを下すことがあった。このときがそうである。引退を表明し息子にザカリア公爵の地位を譲ると、息子が暫ざん定てい的てきに就ついていた騎士団長の地位をフランチェスカに与えてしまったのである。

『もはや、道楽で騎士団を連れ回しているなどとは、内の者にも外の者にも言わせぬ。そのかわりに、騎士のつとめを果はたせぬときはそなたといえど軍規に従って罰するぞ』

『願ってもありませんわ』

　こうして公爵家は愛まな娘むすめを戦場に放ほうり出だした。

　あらためて城の中庭に騎士たちを呼び集め、フランチェスカは指し揮き杖じようを手に言った。

『あなたたちは正式にあたくしのものになったわ。だから、あたくしにふさわしい騎士団の名と旗を決めることにしたの』

　男たちは快かい哉さいを叫んだ。

　銀の卵を抱いた雌めん鶏どりの旗はた印じるしが血ち煙けむりの空にひるがえり、王国全土にその勇名を轟とどろかせるのは、それから三年後のことである。





　　






「おれもその旗揚あげの場に居合わせたわけよ。けつの穴が五倍に広がったかと思うくらい興奮したもんさ」

　クリスの傷を縫ぬいながら、若い軍医は銀ぎん卵らん騎き士し団だんの歴史について喋しやべり通しだった。火にかけられた鉄鍋の中で湯がたぎり、天幕の中は白い湯気でいっぱいになっているが、話に夢中で気づいていないようだ。ニコロと名乗ったその医者は行ぎよう儀ぎ悪く肩まで伸ばした茶色い髪を無む造ぞう作さに後ろで束たばね、片眼鏡を鼻にのせた優やさ男おとこで、とてもそうは見えないが薔ば薇ら章を持つれっきとした騎士であるという。

「団長は実際には、美しいか強いか、どちらかだけの者も大好きなのさ。だから近衛このえも若くて可愛かわいい子ばかりなんだな。ミィナ、パオラ、それから今はいないが……」

　指を折りながら女の名前を数える軍医。クリスはしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。あるまじきことが多すぎて、なにから驚いていいのかわからない。

　──いったいなんなんだ、この騎士団は。

　団長は十八歳の公女、軍医は遊び人の風体。ちょくちょく天幕をのぞきにくる連中も、育ちのよい騎士ばかりではなく目つきが悪い傭よう兵へい連中なのだが、捕ほ虜りよであるクリスに向けてくる視線には、敵意と同じくらいの好奇心が含まれている。

　こんな空気の軍ははじめてだった。

　飢えがないのだ、とクリスは気づく。戦いくさや、金や、享きよう楽らくへの飢え。どこの兵団にも漂う獣けもの臭さ。それが感じられない。あのミネルヴァなど、その最たる例だ。

　──そうだ、ミネルヴァは？　無事なのか？　怪け我がをしていたはずだ。

「あの、先生」

「ニコロでいい」と軍医は笑って、それから急に頰ほおを引き締める。「いいか、この銀ぎん卵らん騎き士し団だんで『先生』という言葉を口にするな。それは死神よりおっかねえやつの呼び名だ」

　そんなの知ったことではない。

「ミネルヴァは、どうしてるんですか」

「今いま頃ごろはパオラが看みてるだろ。女には女の衛生兵、ってな、フランチェスカが堅苦しいこと言いやがるんだ。みんなおれにまかしておけば身体からだの隅すみ々ずみまで診みて──っておい、どこ行くつもりだ寝てろ！　おまえはミィナよりよっぽど深手なんだから！」

　立ち上がりかけたクリスは、ニコロに肩を引っぱり戻される。敷布に押しつけられ、全身の痛みに顔をしかめた。

「無事、なんですか？　あいつ、だいぶ怪我して……」

「おまえさんに比べりゃなんてことねえよ。なんなんだ、まったく」

　クリスは天幕の染みだらけの布を見上げて、息をつく。

　──無事なのか。よかった。

　──ぼくはミネルヴァにしがみついていなきゃ、生きてけないんだから。

「おまえ王国の傭兵だろ。なんでそんなミィナの心配するんだ。ほんとに奴ど隷れいなのか？」

　寝返りを打ち、ニコロに背を向ける。

「なんだよ。教えてくれないのかよ。いいじゃねえか、どうせあとで根掘り葉掘り訊きかれるんだし」

　顔の前に手をかざす。烙らく印いんは、もう皮ひ膚ふの赤いひきつりに戻っている。ため息をついた。どうやらこの医者は、少なくともクリスが《星喰くらい》だと知らないようだ。

「ぼくは、ミネルヴァと戦って、……負けて、捕虜になったんです。それだけです」

「じゃあ、ミィナが言ってた『夜の色をした髪の、獣けものの仔こに殺される』ってのは──おまえのことか」

　クリスは息を吞のむ。

　ミネルヴァは、予見のことを隊の者にも話していたのか。どこまでだろう。烙らく印いんについては黙っていると約束した以上、クリスのことはあまり知られていないと信じたい。

「あいつ、今日が死ぬ日だっつって隊を飛び出してったんだぜ。みんな生きて戻る方に賭かけたから、賭けが成なり立たなかったもんよ。あいつを殺せるやつなんざいるもんか」

　そうだ。獣の力ですら、殺せなかった。

　いや、獣の力ゆえに、ミネルヴァは殺されなかったのか？　そこはわからない。

「でも、なんで生かして連れてきたんだろうな。おまえミィナとなにかあったの？」

「いや……それは……」

　きっとこの馴なれ馴れしい医者も、クリスが獣だと知ったら、忌いむような目で見るだろう。そう思いながら、言葉を濁にごす。

　けれどクリスが口ごもっていると、ニコロは、いきなりにやにやと笑って、「ああ、なるほど。そうか。そういうことがあったのな。ははあ。そりゃ言えないよな」と、得とく心しんしたようにうなずく。なにか勘違いしたようだが、クリスは黙っているしかなかった。

「腹を五針縫ぬった。ゆっくり立て。服、着られるか？」

　血で汚よごれた自分の服ではなく、新しく用意された服に、腕を通す。なぜ捕ほ虜りよである自分にこんな上等な衣ころもを、と思いながら紐ひもを締めようとして、それに気づいた。

「なんですか、これ」

　ちょうど胸のあたりにくるように、帯で留とめられた美しい装飾剣。手首から肘ひじまでにも満たない長さで、柄つかには『雌めん鶏どりと卵』の紋章が彫り込まれている。

「フランチェスカの近衛このえの隊章だよ。胸に巻かれてるのは、フランチェスカへの思いを心の臓にまで刻きざめっていうしるし」

「な……に考えてるんですか！」

　思わずクリスは声を荒らげていた。

「ぼくは捕虜なんですよ、なんで武器まで！」

「だから、フランチェスカがおまえを近衛に入れたがってるんだよ」

　クリスは啞あ然ぜんとするしかない。近衛に入れる？

　それは、つまり──この騎士団の一員になれということなのか？

　──冗じよう談だんじゃない。そんなことになったら。

　だれかが《星喰くらい》だと気づく。あるいは獣の烙印にさえ気づくかもしれない。仲間から憎悪され、呪のろわれる。それだけではない。ミネルヴァにすら獣の力が抑えられなくなったときに、またいつかのように、仲間を喰らってしまうことになるかもしれない。

　それは、もう、いやだ。

　だから、ミネルヴァの奴ど隷れいとして、他ほかのだれとも触れ合わずにいるつもりなのに。

「いいか近衛このえだぞ？　団長と同じ天幕で寝起きだし、フランて呼んでも許されるし、場合によっちゃ着替えまで手伝わされるかもしれないってのに、なんで嫌がるんだ？　そんなに嫌ならおれと代わってくれ」

「ニコロ、治療が終わったのなら次はあなたのその口を縫ぬったらどうかしら？」

　不意の声に、床の短剣に手を伸ばそうとしていたニコロはびくっと肩を引きつらせる。クリスも驚いて振り向いた。狭い天幕の入り口に、金色の髪の少女が立っている。

「ごきげんよう、綺き麗れいな獣けもの」

　天幕に入ってきたフランチェスカは、すでに防具をすべてはずして、胸元の大きく開いたドレス風の表おもて着ぎ姿になっている。とても戦場に出る服装とは思えない。サファイアの瞳ひとみがぐっと近づいてくるので、クリスは思わず後ずさって天幕の支柱に背中を押しつける。

「隊章のことはニコロから聞いたのね？」

　そう訊きかれ、クリスは胸の短剣の柄つかに手をやり、声をしぼり出す。

「ぼくは聖王国軍にいたんだ。仲間にはなれない」

「あなたは傭よう兵へいなのだし、もう雇やとい主ぬしはいないのでしょう？」

　クリスは言葉を吞のみ込こんで、フランチェスカの可お笑かしそうな顔をにらみ、うなずく。

「ミィナがあなたを拾ってきたのよ。そして、あたくしはミィナの主君。だから、あなたはあたくしのもの。わかる？」

　耳からあごにかけてを、蠱こ惑わく的てきな手つきでたどられる。冷たく柔らかな指先。

「あたくしには、星の数ほどの剣と兵があっても足りない。あなたも、必要なの」

「なんで──」声が喉のどに粘ねばつく。そもそも、この騎士団はなんなのだ。普通ならば城館の中でドレスと宝石と舞踏と噂うわさ話ばなしにうつつを抜かしているべき公女が、なぜ一軍を率ひきいて外征にまで出てくる？　父親から与えられた玩具おもちやで道楽でもしているつもりなのか。

　フランチェスカは肩をすくめ、薄く笑った。

「道楽で、聖王国を倒そうなどとは思わないわ」

　クリスは絶句する。聖王国を倒す？

　知る限り、どれほど力ある豪ごう族ぞくも、王国から領地や徴ちよう兵へい権や徴ちよう税ぜい権を取り戻すために戦っているだけだった。王国を倒すなどと大たい言げん壮そう語ごした者はいない。

　それを、十八歳の小娘が──

　そのとき、天幕の入り口が再び跳はね上がった。

「フランっ！」

　駆かけ込んできたのはミネルヴァだ。袖そでとつながった肩かた衣ぎぬをはずしており、さらした白い肩も、血のにじむ包帯が巻かれた腰も、痛々しいくらい細い。とてもあの大剣を軽々と振り回していた《死神》とは思えない。

「勝手なことはするな、それはわたしのものだぞ！」

「ミィナの、なんですって？」

「わたしの奴ど隷れいだと言ったじゃないか！」

「薔ば薇ら章典てん範ぱんで、戦利品の許可なき私有化は禁じられているわ。お忘れ？」

「う……」ミネルヴァはうろたえて天幕の柱に手をつく。「そいつは人間で、ものじゃないんだから、戦利品じゃ」

「ミィナが今さっき、『わたしのもの』と言ったじゃない」

「あ、あ……」

　ミネルヴァは真っ赤になり、支柱をつかんだ手に力を込めた。みしみし、と木材が軋きしむ音がして、青くなったニコロがミネルヴァに駆かけ寄る。

「待った待った、おれの天幕ぶっ壊す気か！　落ち着けって、団長に口で勝てるわけないだろ、ミィナはただでさえ頭の回りが鈍にぶいんだから」

　ミネルヴァの拳こぶしが一いつ閃せんし、ニコロはクリスのところにまで吹っ飛んできた。すんでのところでその長身を受け止めると、縫ほう合ごうしたばかりの傷口に鈍い痛みが浮かぶ。

「悪い悪い助かった……」

　そう言って起き上がろうとするニコロの顔は鼻血で真っ赤に染まっている。

「もう一度言ってみろ、頭の回りがよくなるように首を二回りねじってやるから！」

　ミネルヴァはそうわめき、それから痛みに顔をしかめて脇腹に手をやった。そのとき、またも天幕に飛び込んできた人影がある。

「ミィナさん！　いけません、まだ手当て終わってないんですから！」

　青い幅広のショールにつばなし帽は、おそらく衛生兵の服装なのだろう。ミネルヴァと同い年かそれよりもさらに年下に見える、まだ面おも差ざしに幼ささえ残す栗くり毛げの少女だった。天幕の中の惨状を見回して、それから主あるじの存在に気づき、青ざめて口に手をあてる。

「あ、フランさまっ、申し訳ございません」

「パオラ。ミィナを診みるときには首に縄なわでもつけておきなさいと言ったでしょう。滅めつ多たに怪け我がをしないものだから、薬のにおいがきらいなのよ」

「わたしは犬じゃないぞっ」ミネルヴァが憤ふん慨がいする。

「そ、そうではないんです、フランさまが捕ほ虜りよの方を入隊させるというお話をしたら、急に飛び出していって……」

　パオラと呼ばれた少女は、おどおどと二人の顔を見比べながらミネルヴァのために申し開きをする。ニコロがクリスの耳元で囁ささやいた。

「おまえら二人、そっくりだな……」

　ミネルヴァが弩おおゆみの矢のような視線をニコロの額ひたいに突き立てるので、医者は情けなくもクリスの背中に隠れた。

　フランチェスカが腕組みして言った。

「ミィナはどうして、その綺き麗れいな獣けものをとられたくないの？」

「どうして、って！」

　ミネルヴァはクリスを、そして他ほかの二人の顔を見やって、口ごもる。

「だから。……そいつは、わたしの近くに置いておかないと、だめなんだ。他のやつの近くだと危険だし……」

「離れられない間柄なのね？」

「そういう言い方をするな！　そんな意味じゃない、そいつはただの道具だ！」

　──なんの話をしてるんだ、こいつらは。

　クリスがあきれていると、ニコロが懲こりずに口を挟はさんだ。

「毎晩夢に視みてた男なんだろ。それは当然──」

　ミネルヴァの投げつけた手てつ甲こうがニコロの額ひたいに激突し、医者はひっくり返った。フランチェスカはため息混じりに言う。

「パオラ、ニコロの手当てをしてあげて。いくら自称名医でも、自分の顔は治療できないでしょうよ。さ、いらっしゃい、綺き麗れいな獣けもの」

　クリスとミネルヴァだけを連れ、フランチェスカは宿営地の中を横切って歩いていく。夕暮れの空に粥かゆを炊く湯気が何本も立ちのぼっている。あれからさらにもう一日たって、夜が巡めぐってきたらしい。

　立ち並ぶ天幕のそばで火を囲んでいた兵たちが、通りかかったフランチェスカに会え釈しやくし、それからクリスをにらむ。ひそめた声がいくつも聞こえた。

　その中にクリスは、《星喰くらい》という言葉を聞き取り、身を固くする。

　──知っているやつがいる。

　──公国軍にも、知られているのか。

「あなたたち、この獣さんのことは知っているの？」

　フランチェスカが足を止めて、火のそばの部下たちに訊たずねた。

「知ってますよ。有名なやつでさァ」

「そいつの鎧よろい見ましたか、団長。どこをとっても一級品だが、全部つぎはぎだ」

「伯爵紋入りとか、貴婦人の絵が裏にはめ込んであるのとか、教会の魔ま除よけが縫ぬいつけてあるのとか、なあ。よくも集めたもんだ」

　クリスは目をそむけてしまう。

「あっちこっちの、名の通った将軍だの騎士だのを殺して奪うばった品らしいですよ」

「《星喰らい》ってな。おれたちよりもむしろ王国の連中が聞いてびびる名前だ」

「そいつがいる部隊はきまって全滅するとかって」

　棘いばらだらけの視線がいくつも、クリスを突き刺した。目をそらしても、肌の痛みのように感じられる。

「ミィナ、なんで生かして連れてきたんだ。おまえを殺そうとしたやつなんだろ」

「そうだ。手足でも斬きり落として戦場に転がしときゃよかったものを」

　ミネルヴァがなにか言いかけたとき、フランチェスカが手を持ち上げてそれを制した。

「この子はあたくしの近衛このえに入れるわ」

　男たちが一いつ斉せいに腰を浮かせた。離れたところで聞き耳を立てていた者も、息を吞のみ、立ち上がりかける。

「団長、正気ですか！」

　大きな頰ほお傷きずのある、最も年とし嵩かさの兵が、ほとんどフランチェスカにつかみかからんばかりの勢いで食ってかかった。

「こいつは不吉だ、団に入れるなんてとんでもねえ！」

「うちに置いといたらなにが起きるかわかったもんじゃねえ」

「仲間殺しだ」

　何度も聞いた言葉が、クリスの胸を浅く穿うがつ。当たり前の反応だった。

　──だから、やめてくれ。

　──ぼくは奴ど隷れいでいい。納な屋やに転がされて錆さびた鋤すきと同じでいい。

　──同どう朋ほうになんて、しないでくれ。

「あたくしが信じられないの？」

　フランチェスカが、ぞっとするほど朗ほがらかな声で言って、首を傾かしげた。口々にクリスを罵ののしっていた兵たちも、ぐっと言葉を喉のどに詰まらせて色を失う。

「このフランチェスカ・ダ・ザカリアが鍛きたえ、率ひきいて戦う銀ぎん卵らん騎き士し団だんが、こんなかわいそうな獣けものの仔こ一匹の運んでくる凶事とやらに負けるとでも思っているの？」

　兵たちは気け圧おされ、顔を見合わせ、それから土に膝ひざをついて団長に頭を垂れた。クリスは愕がく然ぜんとする。

　平へい伏ふくした部下たちを見下ろし、さらにフランチェスカは言う。

「矜きよう持じを抱くのを忘れぬようにと、いつも言っているでしょう。あなたがたの旗にも、あなたがたの主あるじにも、あなたがた自身にもね」

　フランチェスカは踵きびすを返して歩き出す。ミネルヴァがふくれっ面でその後を追う。

「見ろ。近衛このえに入れるなどと言うからだ。こいつは狂犬みたいなものだぞ、縄なわでつないで奴隷にしておくしかない」

　ミネルヴァも困り果はてているのがクリスにはわかった。もしクリスが騎士団に害を為なすとわかったときには、殺すつもりだったのだ。同朋となってしまったら、そんなことはできない。

「ミィナはそんなにこの綺き麗れいな獣を独ひとり占じめしたいの？」

「そんなこと言ってないッ」

「あの、フランチェスカ」

　二人にだいぶ遅れて、天幕の間の暗がりを歩きながら、クリスは声をかける。

「フランとお呼びなさい。あなたはそれが許される五人目なのよ」

　振り向き、指をつきつけてくる公女。クリスは胸に手をやり、そこにくくりつけられた装飾剣をぎゅっと握にぎり、帯を引きちぎって、フランチェスカに向かって突き出した。

「なんのつもり？」

　立ち止まり、首を傾げて、獲え物ものをなぶる猫のような目でクリスを見据すえる。

「仲間には、なれない。ぼくは、どこでも忌いみ者だったし、あんなふうに言われてまで」

　ふと気を緩ゆるめたら、獣けものの烙らく印いんのことまで打ち明けてしまいそうだった。自分はほんとうに人の命を啜すすって生きる獣なのだ、と。けれど、それはできない。ミネルヴァのそばにいられなくなる。

「それはどうでもいいの。今のあなたを、どうするかでしょう」

　斬きり捨すてられ、クリスは言葉を失う。

「ミィナのそばにいなければいけない理由があるのではなくて？」

　フランチェスカの見透かすような視線と、ミネルヴァの冷たい鉄てつ塊かいを押しつけられるような視線とに挟はさまれて、クリスは曖あい昧まいにうなずく。

「ミネルヴァの、そばには、いたい、けど……」

「おッ、おまえもッ、もう少し言葉に気をつけろ！」

　頰ほおを染めたミネルヴァに肘ひじ打うちを入れられ、クリスは目を白黒させる。

　──なんで怒ってるんだ。だって、ほんとうのことじゃないか。

　──ぼくはこれからずっと……

　──ミネルヴァの命運を喰くっていかなきゃいけないんだから。

「あら。まあ、まあ」

　フランチェスカはわざとらしく目を丸くして、ミネルヴァに笑いかけ、また歩き出す。

「素敵ね、ミィナ。あたくしもあんなことを言われてみたいわ」

　手をはねのけ、フランチェスカのさらに二歩先を行くミネルヴァ。

「理由は、言えないのね？　二人とも」

　フランチェスカの問いに、ミネルヴァは鼻を鳴らし、クリスは首を振る。

　──言えるわけがない。

　──ぼくが、ほんとうにまわりの人間の命運を喰らう獣だなんて、言えるわけがない。

「まあいいわ。とにかくあたくしは決めたの。この子が気に入ったから近衛このえに入れる」

　通り抜ける脇で火にあたっている兵たちが、クリスをにらみながら、「近衛……」「あいつが？」「なんでだ」「また団長が無む茶ちやを……」と口々に囁ささやくのが聞こえる。クリスはいたたまれなさで、足あし下もとに視線を落とす。

　──こんな目と言葉とに囲まれた中で。

　──仲間として戦えるわけがないじゃないか。

「だいいちこの綺き麗れいな獣は、戦う以外に能がないでしょう」

　フランチェスカに言われ、クリスははっとする。

「奴ど隷れいといってなにをするつもりだったの？　一日中ミィナの髪を梳すいてあげるとか？」

「い、いや、だからっ、その」ミネルヴァはしどろもどろになる。

「あたくしのそばに置くのが、いちばん文句が出ないわ。ミィナのそばにもいられるのだし。それくらいわかりなさいな」

　クリスはじっと黙って、フランチェスカの言ったことを考える。

　たしかに、その通りかもしれない。どのみち、《星喰くらい》であることは知られてしまった。この団にいる限り、首に縄なわをつけられていようと、剣を握にぎっていようと、忌いまわしい目で見られることにはかわりがない。それなら──

　クリスはうなずく。フランチェスカは満足げに目を細めてうなずき返してきた。

　どす黒い気持ちで、胸の短剣を押さえる。

　──ぼくに、だれかを護まもるなんてこと、できるのか。

　──そばにいるというだけで命を蝕むしばむ、獣けものなのに。

　もし新月の夜に、ミネルヴァでも抑えられないほどの獣の飢えがやってきたら。

　そのときは、またひとりで逃げよう。それしかない。

　ミネルヴァがむっとした顔で口を挟はさんだ。

「近衛このえに入れるなんてジルベルトに無断で決めたら、あいつ怒るぞ」

「近衛隊長だからって、あたくしの決定に口は挟ませない。それにジルは今いないもの」

「いない？　どうして」

「敵陣に潜もぐり込んでもらってるの。そろそろ戻ってくるはずだけれど」

「敵陣に？　なんでそんな、我々は撤てつ退たい中だろうが！」

　フランチェスカはミネルヴァの肩をつっついた。

「どうしてあなたたちが谷を突破できたと思うの？　ジルに金貨を持たせて、《塩撒まき》を生いけ捕どりにしたら報ほう奨しよう金きん、と広めさせたのよ。だからあんなに手薄だったの」

　ミネルヴァはあんぐりと口を開けて、足を止めてしまった。クリスも同じだった。

　そうだ。二人を追っていた敵兵が言っていた。将軍コルネリウスとはべつに、ミネルヴァに報奨金をかけている者がいる、と。

　──待ち伏せの兵力を分散させるために、そんな手を。

　敵軍に金貨をばらまくとは、大だい胆たんにもほどがある。

「だから、ジルが戻ってきたら感謝なさい」







　フランチェスカの幕まく屋やは、予想以上の豪華さだった。貴族の寝室をまるごと無む造ぞう作さに麻袋に詰めて持ってきたかのようだ。全身が埋まりそうな羽毛詰めの寝具、支柱の間に渡された巨大な金銀の旗。公爵家のものと、騎士団のものだ。枕まくら元もとには、鎧よろいのかわりにドレスが何着も吊つるされている。

　おまけに、運び込まれた食事が、目を剝むくようなものだった。

「なにも食べていないのでしょう。お座りなさいな」

　種入りの柔らかいパンも、塩漬づけにされていない肉も、行こう軍ぐん中に食べたことなど一度もなかった。美う味まいのかもしれないがクリスの口に合わない。しかも食事を摂とるさまをフランチェスカとミネルヴァにじろじろ見られるので、遠慮して飲み物とチーズだけ口にする。ワインも酸すっぱくなっていない上々の物だった。おそらくこの騎士団、移動式の醸じよう造ぞう器きを所有しているのだろう。

　それにしても、とクリスは目を上げて思う。この二人、軍にいることを忘れてしまうほどに食事の作法がしっかりしている。パンは手でちぎるし、口になにか入っていても片かた頰ほおがふくらんで見えたりしない。フランチェスカはわかるが、ミネルヴァまで？

　──こんな、奇妙な居心地の悪さは、はじめてだ。

　食事が終わるとフランチェスカがさらにとんでもないことを言い出す。

「真ん中にあたくし、左側にパオラで右側にミィナがいつも寝ているから、あなたは足あし下もとにでも寝て」

「ま、待てっ」クリスよりも先にミネルヴァが色を失う。「寝しん所じよも一緒にするつもりか」

「だって近衛このえですもの」

「ジルベルトはいつも外じゃないか、こいつは男なんだし──」

「あれはジルがいやがるからよ。あたくしは美しい者ならべつに男だろうと女だろうとかまわないわ。こんな綺き麗れいな獣けものを足に敷いて眠るのは素敵なことじゃなくて？」

　クリスは啞あ然ぜんとしっぱなしで、口を挟はさめない。頭が痛くなってきた。

　──正気なのか、この女は。

「フランがよくてもっ、パオラだっていやがるだろう」ミネルヴァが必死に言い返す。

「あら。ミィナはいやじゃないのね？」

「そんなことは言ってないッ」

　そのとき、天幕のすぐ外に足音が聞こえた。クリスは反射的に、今は帯びていない腰の剣をまさぐった。その規則正しい足音が、女二人の言い合う声にまぎれそうなほどなのに、重武装の金属音を含んでいたからだ。

　手て練だれの戦士の足音だ。

「フラン様。戻りました」

　振り向いたときには、天幕の入り口に長身の影が立っていた。短く刈り込んだ灰色の髪に、磨きあげた鋼はがねの玉のような目。冷たく整った顔は、薄氷の張った深い湖を思わせる。黒く塗ぬった鎧よろいの上からでもその鍛きたえ上げられて引き締まった四し肢しが見て取れる。しかし、なにより目を引くのは、腰に佩はいた太た刀ちだ。反り身の美しい片刃には合う鞘さやがないのだろう、つないだ当て革で刀身を支えている。

「お帰りなさいジル。ねえ、今ちょうどミィナと話していたの、寝ね床どこを増やそうかと」

　男は研とぎ澄まされた太い釘くぎのような視線をミネルヴァに、それからクリスに突き刺し、主人に目を戻す。腰には、クリスに与えられたものと同じ、騎士団の紋章入りの短剣を差している。それでは、この男が近衛隊長のジルベルトなのだろう。

「近衛が増えたの、それで寝所が手て狭ぜまになって」

「そのようなお話は国に帰ってからにしてください」

　ジルベルトは主君の愉たのしそうな声をにべもなく遮さえぎった。さらに声を険しくして続ける。

「二方面から追つい撃げきが出ています。あと一刻こくもすれば追いつかれるでしょう」












６　撤てつ退たい戦







　幕まく屋やの床にフランチェスカが地図を広げ、ジルベルトがそこに丸石を二つ置く。宿営地のある丘陵に向かって、クリスたちが抜けてきた谷から一隊、南西の陣からもう一隊。

「兵種と数は？」とフランチェスカがジルベルトの顔を見る。

「どちらも騎馬隊二千あまり」

　そう聞いて、クリスは拳こぶしを固くする。

　──合わせて四千。ここの四倍だ。すべて騎馬隊だとすると、逃げ切れない。

「だいぶ大おお盤ばん振ぶる舞まいね。あたくしたちだと気づかれてしまったかしら」

「おそらく。だいぶ金貨を撒まきましたので。申し訳ございません」

「ジルが気にすることないわ。おかげでミィナが無事だったのだもの」

　フランチェスカは天幕の外に顔を出すと、大声で撤てつ収しゆう指示を出した。具ぐ足そくをがちゃつかせた足音がいくつも散っていく。クリスは自分の二の腕にきつく指を巻きつけて、爪つま先さきを凝ぎよう視ししながらそれを聞いていた。

　──ぼくがやってきたからだろうか。

　まだ新月を少し過ぎたばかりだ。獣けものの力の残ざん滓しが、また凶運を呼び込んだのか。

　幕まく屋やの外ではフランチェスカの命じる声が続いている。あわただしい物音は増えるばかりだ。ジルベルトはミネルヴァに一歩寄った。少女は気まずそうに視線をそらす。

「いつ戻った」

「……昨日」

「おまえがなにを視みようと知ったことじゃない。だが、おまえは団を捨てて逃げたんだ」

　ミネルヴァは自分の腕に爪つめを立てる。クリスは思わず、それはちがう、と言いかけた。

「わかっている。罰は受ける」押しとどめるように、ミネルヴァが低い声で答えた。

「その権限は俺おれにはない。フラン様はなんと」

「その綺き麗れいな獣けものをあたくしに差し出すというので、赦ゆるしたわ」

　フランチェスカが戻ってきて、ことさら明るい声で言った。

「さ、逃げるとしましょうか」

　ジルベルトは、クリスを指さした。

「その男をなぜ幕屋にまで入れているのです。敵兵でしょう。斬きるべきです」

「待てジルベルト、これはわたしの奴ど隷れいなんだ、捕ほ虜りよにして──」

「可愛かわいいから近衛このえに入れることにしたのよ。ジルが色々と教えてあげなさいな」

「外で兵に聞きました。戯たわむれはおやめください。その男が何者かご存じないのですか？　デクレヒトやラボラジアを実質上、ひとりで陥かん落らくさせたといわれている男ですよ」

「聞いているわ」

　フランチェスカのさらりとした返答に、クリスは喉のどをこわばらせる。

「なぜ『ひとりで』なのかも？」とジルベルトは目を細める。

「ええ。十数回の潜入作戦をすべて成功させ、他ほかの潜入隊が全滅したにもかかわらず、ひとり生き残って帰還したからでしょう」

　──そこまで知っていたのか。

　──それじゃあ、ぼくが黙っていても、無駄じゃないのか。

　原因は知られていないにしても、近くにいればなにが起きるのかは、もう知られている。足先が、ひたひたと冷たい水に浸ひたっていくような感覚がやってくる。三人ともから、目をそむけてしまう。

「《星喰くらい》なんて迷信を、ジルも鵜う吞のみにしているの？」

「迷信のことではありません。可能性の話です。その男は自分が生き延びるために仲間を殺していた可能性が」

　クリスの頭のどこかが、かあっと熱くなった。身体からだは勝手に動いた。つかみかかろうと伸ばした手の先で、ジルベルトがまったく眉まゆひとつ動かさずに手を剣の柄つかに走らせ、次の瞬間、視界を光の筋が真っ二つに断ち割った。

　伸ばした手をつかまれ、震ふるわせたまま、クリスは愕がく然ぜんとしていた。

　半なかばまで抜ばつ刀とうしかけた腕を押しとどめられ、ジルベルトさえも顔を歪ゆがめている。

　二人の間に漂う、紅くれないの髪が、細い肩に落ちかかる。

「やめろ、ばか！」

　ミネルヴァがクリスの手をねじり上げる。動く気配すらなかったのに、まるでたった今そこに炎が立ちのぼって人の形に固こ化かしたかのように、二人の間に割って入ったのだ。

「ジルベルトもだ、おまえは──」

　ミネルヴァがあちらに食ってかかる声も、途中からクリスには聞こえなくなる。

　──ぼくは、今、どうしようとしていたんだ。

　──自分が生き延びるために、仲間を殺した。

　──否定しようとしたのか？　それは獣けもののせいだと言おうとしたのか？

　──だって、その通りじゃないか。ぼくは、ぼくは……

「見ろ。獣の眼だ」

　刃やいばをおさめながら、ジルベルトは一歩退ひいて、クリスをねめつけてくる。

「そんな凶暴な獣をフラン様のそばに置けるか」

「これはわたしのものだ！」ミネルヴァがジルベルトに詰め寄る。「わたしがつなぎ止める。わたしが飼い慣らす。なにかあれば、わたしが殺す。他ほかのだれも傷つけさせない」

「なぜそこまでする。この男とは、戦場で逢あったばかりなんだろう」

「理由は、……言えない」

　ミネルヴァはうつむき、クリスは唇を嚙かむ。

「でもっ、妙な勘違いをするな、こいつは道具なんだ、こいつじゃないとできないことがあって、それでっ、それだけだから！」

　そのとき、あわて気味の足音が幕まく屋やの入り口を跳はね上げて駆かけ込んできた。

「フランさま、あ、あたしが旗持ちってほんとですかっ？」

　振り向くと、さきほどの衛生兵の少女、パオラだった。天幕の中の剣けん吞のんな空気に鼻先を触れさせて驚いたのか、のけぞりかける。

「あ、あ、あのっ？」

「いいのよパオラ、入って」

　フランチェスカが手招きする。

「準備ができた十人隊から離り脱だつするわ。だからパオラ、隊旗を持って先導なさい」

　そう言ってフランチェスカは柱にかけられた雌めん鶏どりと卵の旗を外し、マントのようにしてパオラの肩にかける。

「あ、あたしが？」

「麗うるわしい女がみんな残っていては、男たちが動きづらいでしょう。行きなさい」

「フラン様は先導されないのですか」とジルベルト。

「あたくしはしんがり。退却のときに将が真っ先に逃げたら敵にも味方にも笑われるわ」

　クリスは目を剝むいてフランチェスカとジルベルトの顔を見比べる。

　──指揮官がしんがり？

　けれど、さらに驚いたことには、ジルベルトもミネルヴァも、あきらめたようにため息をついてうなずいたのだ。

「あ、あのっ」

　旗を手に幕まく屋やを出ていこうとしたパオラが、振り向いて言う。

「近衛このえ、増えたんですよねっ？　あ、あとで、ちゃんと、クリスさんが来たお祝いしましょうね、みんなそろって」

「さっさと行け。フラン様は命にかえてでも無事にお届けする」

　ジルベルトがにべもなく言った。

「そ、そういうことじゃなくてっ、みんな無事で──」

　外で兵たちがパオラを呼ぶ声がした。

　少女は潤うるんだ大粒の瞳ひとみで一同を見渡すと、ぱっと踵きびすを返して幕屋を走り出ていく。







「もうあらかた脱出したぞ！」

　吹きすさぶ夜よ風かぜの中でニコロが叫んだ。クリスは驚いて宿営地を見回す。篝かがり火びがさんざん焚たかれ、設営されたまますべて手つかずで残された天幕を照らしている。

「おれの毛布とか敷布は高いんだけどな……買い直しか、やれやれ」

　さして痛手でもなさそうにニコロがため息をつく。

　──設備を捨てて退却するのか。

　それでも騎兵のみの敵であれば、いずれ追いつかれるだろう。宿営地の手前に陣を張って迎げい撃げきするべきではなかったのか、と傍かたわらのフランチェスカの涼しげな顔を見やる。

「あたくしたちは今、負け戦いくさで逃げているところよ。こんな無駄な戦いで、あたくしの可愛かわいい兵たちを一人だって失いたくないわ」

　見透かしたようにフランチェスカが笑った。

　宿営地に最後に残ったのは、クリスたち近衛を含めて、百人ほどだ。近づいてくる騎馬隊の、蹄ひづめが起こすかすかな地響きが足に伝わってくる。

「火の用意を。急いで」

　フランチェスカの指示で、その百名もほとんどが天幕のあちこちに散っていく。

　──火？　そうか、大多数が脱ぬけだした後なのを気け取どられないように。

　──篝火を増やして、まだこっちが宿営地に残っていると見せかけるつもりなのか。

　真っ暗な地平に灯ともる火が見える。ジルベルトの言った通り、二手からだ。

　──子供だましじゃないか。宿営地が空からだとわかったところで、先行したパオラたちに追つい撃げきがかけられて、おしまいだ。

「おれは隠れてるからな。戦いたくねえ。敵を近づけさせんじゃねえぞ」

　ニコロはおたおたと医療道具を布包みに押し込みながら言う。

　──なんで軍医まで残ってるんだ。

　クリスの訝いぶかしげな視線に気づいたのか、ニコロは自分の胸を親指でさして言う。

「おれがいなかったら怪け我が人にん出たときどうするんだよ！」

　クリスはあきれ果はてる。戦いくさのさなかに怪我人の傷を縫ぬっている余裕などあるとでも思っているのか？

「それにパオラがいないだろ。団長やミィナが怪我したときに、おれが診みられる千せん載ざい一いち遇ぐうの機会ってわけよ」

　好こう色しよくそうに笑う医者に、クリスはあきれを通り越して目まいを覚える。

「あたくしが傷ひとつでも負おうような事態なら、ニコロはとっくに死んでいるわ」

　金色の髪が可お笑かしそうに揺れる。

「そもそもなんでフランチェスカが残る必要があるんだよ」

　クリスは思わず、その背中に訊たずねてしまう。

「フランと呼べと言ったはずよ。ジルとミィナとあなたが、護まもってくれるでしょう？」

「そんなことは訊きいてな──」

「御ご託たくはいい、さっさと武器を確かめろ」

　ジルベルトににらまれ、クリスはしかたなく、地面に何本か並べられた剣や槍やりをあらためる。これまで使ってきた剣は拵こしらえも鍛きたえも見事なものだったが、ミネルヴァに叩たたき折られてしまった。支給されたものはどれも比べるべくもない凡ぼん庸ような品だ。

　──もういい。考えるのはやめよう。

　長剣の一本を取り上げて刃やいばの付け根を指でたどる。

　──ここにはミネルヴァだっている。戦うしかない。

　自分の剣は、だれかを護るために使えるのだろうか、とクリスは思い、頭を振ってそのくだらない考えを払い落とした。

　──ぼくは獣けものだ。いつものように、近づくやつを喰くらって……

　──嚙かみ殺ころすだけだ。

「フラン様のそばで妙な真ま似ねをしてみろ。首を叩たたき落おとす」

　ジルベルトの声が背中に落ちてくる。クリスはうなずいて立ち上がった。

　ミネルヴァと目が合う。大剣を手に、フランチェスカのすぐ隣に立っている。ほんの一瞬、哀かなしげな目をした。紅くれないの髪が風に巻かれ、その顔を覆おおい隠す。

　旗持ちの兵が、公爵家の旗をつけた高い竿さおを地面に突き立てた。

　──まさかこの場で迎え撃うつつもりか？　せめて天幕から離れたところで……

「火矢をかけられる心配なら、ないわ。来るわよ」

　フランチェスカの言葉に、クリスははっとして、迫る蹄ひづめの音の方へと身を向けた。

　鬨ときの声こえが聞こえた。それを突き破るような大地の轟とどろき。夜を切り裂さいて降り注そそぐ矢。紅あかい炎の尾を引いて、ミネルヴァが走り出す。正面の天幕が蹴けり散らされ、いななきとともに何百もの騎兵が姿を現す。

「ザカリアの旗だ！」

「公女フランチェスカだ、捕とらえろ！」

「聖王家に刃向かう女め狐ぎつねめが！」

「聖都サンチユリオに連れ帰って見せしめにしろッ！」

　罵ば声せいを散らし矛ほこ槍やりを振り回しながら迫る騎士たちの中に、ミネルヴァの小さな影が飛び込む。大剣が篝かがり火びにきらめき、次の瞬間、土や鮮血や折れた槍や引きちぎられた馬の首をも巻き込んだ竜巻が立ち上がる。

「なッ」「なんだこいつはッ」「ひるむな、囲め、囲め！」

　絶え間なく振り下ろされる刃やいばの中を、髪の毛一筋でかいくぐりながら、ミネルヴァは白い衣ころもの袖そでを闇やみに踊らせ、剣を風車のように振るう。鎧よろいごと断ち割られた騎士の胴体が飛び、悲鳴が馬をさらに怯おびえさせ、先陣が散り散りになる。

「え、ええい、かまうな！　敵は陣も組んでおらぬではないか、あらかた逃げ出したのを確かめておる！　隊列を組んで蹴け散ちらせ！」

　兜かぶとに長い尾羽を立てた指揮官らしき騎士が剣の先でフランチェスカを指してわめく。一いつ斉せいに拍車がかかり、蹄ひづめの音が再び雪崩なだれのように響いた。ミネルヴァが軍馬の前脚に蹴けり上あげられ、その小さな体たい軀くが跳はね飛ぶ。

「ミネルヴァっ」

　駆かけ出そうとしたクリスの肩に、だれかの手が強く食い込む。

「勝手に突っ込むな、斬きり込こみ役は一人だけだ！」ジルベルトの声が首筋に突き刺さる。

「そんなこと言ってる場合かッ」

「持ち場を守れ、あれはひとりで戦える！」

　ジルベルトの言う通りだった。跳ね飛ばされた白い影は空中で回転して着地し、突き出された槍と逆側から薙なぎ払はらわれた矛を地面にへばりつくようにして躱かわす。次の瞬間には大剣が馬体と騎兵の身体からだとを真下から真っ二つに斬り上げている。

　クリスは、ミネルヴァの顔やむき出しの肩を汚よごす血が敵のものだけではないのに気づきながらも、ぐっと息を腹に押し込んで剣を低く構えた。脇の天幕の間から、第二陣、第三陣の騎馬隊が松明たいまつの火を掲かかげながら飛び出してきたからだ。

「ザカリアの女狐！　手下どもはとうに逃げたぞ、明かりだけ担かついで散り散りになっていくところは笑いものであったわ！　これ以上恥をさらさず、おとなしく降くだれ！」

　先頭の騎士の槍をクリスは受け流し、そのまま脇腹に刃を突っ込んだ。肉をえぐる感触。うめき声をあげて一番槍は馬から転げ落ち、甲かつ冑ちゆうが鈍にぶい音を立てる。次の槍を手の甲で弾はじいてすんでのところでいなしながら、背後を見やる。

　ジルベルトの戦いぶりはミネルヴァとはまったく逆の意味で戦せん慄りつを誘うものだった。数騎に囲まれてめった打ちにされながら、ほとんどその場から動いていないのだ。あの透き通るような刃の太た刀ちが滑なめらかに動き回り、すべての槍を受け流し、馬の前脚を叩たたき斬る。そのジルベルトのすぐ背後には、フランチェスカが毅き然ぜんとして立ち、空くうを見つめている。

　──いや……目を閉じてる？

　──なにをしてるんだ。ここまで迫られているのに。

　──ぼくとジルベルトを、そこまで信じているのか。

　敵の目標がフランチェスカに絞しぼられ、生いけ捕どりにしようとするために火矢も使えず、立ち並ぶ天幕のせいで敵の侵攻経路が限定されている。迎げい撃げきのための布陣？　そこまではいい。しかしこれからどうするというのだ。

　──ほとんどが離り脱だつした。ぼくらも長くは保もたない。

　クリスは歯を食いしばり、考えるのをやめた。今は、敵兵たちに吞のみ込こまれて姿さえ見えない、ミネルヴァのことだ。なるべく一人でも多く殺して。殺して。殺して。だれもミネルヴァを傷つけないように、この地を、動く者のない血の海に。

　視界の端から飛んできた一撃が肩当てを剝はぎ取とる。衝しよう撃げきで膝ひざをついたところに重たい脚きや絆はんの蹴けりが飛ぶ。血を吐いてのけぞりながら斬きり払う。一騎が兜かぶとの間から血しぶきをあげて倒れ、それを押しのけるようにしてもう一騎がクリスを突き飛ばし、目を閉じたままのフランチェスカに襲いかかる。ジルベルトが振り向いた。太た刀ちの剣先が軍馬の喉のどをえぐるが、槍やりから剣に持ち替えた騎士がそのままの勢いでフランチェスカに向かって飛び降りる。まずい、間に合わない──

　空くうを裂さく音が疾はしった。

　騎士の身体からだが空中でのけぞる。クリスの足あし下もとにどうと倒れたその男の顔に、深々と二本の短剣が突き刺さっている。

　さらに、かがみ込んだクリスの頭上を飛び過ぎる殺気。眼球を短剣で貫つらぬかれた装甲騎兵たちが、一人、また一人と倒れていく。クリスは戦おののいて振り向いた。

「わ、馬ば鹿か、こっち見るんじゃねえ気づかれるだろうが！」

　──ニコロ？

　天幕の陰に隠れていたニコロの手が、再び一いつ閃せんする。その胸には短剣をびっしりと並べた帯が巻かれている。

　ようやく、ニコロが最後まで近衛このえとともに残った理由が吞み込める。その腕が一閃するたびに、彼方かなたで敵兵がうめき声を長く伸べて倒れる。

　──なんて技ぎ倆りようだ。ただの医者じゃない。

「気を散じるなッ」

　ジルベルトが叫び、クリスははっとして剣を頭上に持ち上げた。振り下ろされた重たい斧おの槍やりの一撃を受け止めると、その敵兵の懐ふところに身を滑すべり込ませる。頰ほお当あての奥の恐怖に歪ゆがんだ目と、一瞬だけ視線が合う。鎧よろいの隙すき間まに突き入れた剣は鈍にぶい手て応ごたえを返した。引き抜き、一歩退さがる。その腕が、筋肉質な二の腕とぶつかった。驚いて振り向くと、呼吸を合わせたように、ジルベルトがフランチェスカのすぐそばまで退しりぞいてきたところだった。血と泥土で汚れていても、その鋼はがねの眼には一いつ片ぺんの曇くもりもない。

「い、いったん広がれ！　天幕を除のけよ、円で囲め！　弓隊、前へッ！」

　敵の指揮官が引きつった声で号令する。鉄のにおいの潮しおがひいていく。

　積み重なった、馬と人の屍しかばねの山──

　その前で、地を舐なめていた白い炎がゆらりと立つ。

「……ミネルヴァ！」

　クリスが呼ぶ声に、血ち塗まみれの髪を払い、少女は振り向く。恍こう惚こつと、笑ってさえいる。

　なんて美しいんだろう、とクリスは思う。血の赤を凛りんとした炎の赤で払いのけ、剣を手に骸むくろの上に立つ姿が、このうえもなく麗うるわしい少女なんて、それは──

　まちがっている。

　クリスの胸の内側のどこかが痛む。

　まちがっている。こんな景色の中でだけ燃え立って輝くのがミネルヴァの命だとしたら、そんなのは。

　──ぼくが、喰くらってやりたい。

「敵の第二波が合流するぞ」

　ジルベルトがつぶやいた。ミネルヴァが再び背を向ける。クリスは夜空に耳を向けた。広がっていく蹄ひづめの音に押し寄せて混じろうとしている、もう一群の轟とどろき。二手から来ていた追つい撃げき隊の残りが到着したのだ。

　肩越しにフランチェスカを見る。刃やいばや血しぶきが何度も肌をかすめたというのに、変わらず目を閉じて──

　耳を澄ませている。

　音を聴きいているのだ、と気づいた瞬間、フランチェスカのまぶたが開いた。

「放はなてェッ！」

　地平の果はてまで届くほどの鋭い号令にやや遅れて、視界に映うつる天幕すべてが唐とう突とつに炎上した。クリスは闇やみの裾すそ野のを焦こがす炎の色に圧倒されて、思わず後ずさり、フランチェスカに背中をぶつけてしまう。

「総員離り脱だつ！」

　続けて放たれるフランチェスカの声に、ミネルヴァとジルベルトが反応して踵きびすを返す。クリスもかなり遅れて走り出した。天幕の陰から荷物を抱えたニコロが、そして宿営地のあちこちに散っていた兵たちが松明たいまつを手に、燃える布の間から走り出てきて隊列に加わる。背後で聖王国軍の怒ど声せいと、濁にごった馬のいななきが入り混じって聞こえた。

　火の用意を、と命じていたのは──これか。火の粉に油のにおいも混じっている。公爵家の旗と自分自身を囮おとりに、火種の中へと誘い込み、第二軍の到着まで粘ねばり、火を放った。

「団長、急いでッ」

　向かう先から声が飛んでくる。宿営地の端、天幕の並びが開けたところに、何頭もの馬がつながれているのが見える。

「逃がすなァッ！　これしきの火か計けい、目くらましよ！」

　怒鳴り声が背中に叩たたきつけられ、最後尾にいたクリスは振り向いた。炎に巻かれて柱ごと崩くずれる幕まく屋やが、何頭もの騎馬を吞のみ込こむのが見える。紫の旗が炎の舌先に侵おかされている。しかし、飛んできた矢が何本も、クリスのすぐ脇の燃える幕屋に突っ込んだ。炎の間から乱雑な二列縦じゆう隊たいを組んで向かってくる騎兵たちの姿も見える。

「追ってきた」

「いいから走れ！」ジルベルトに叱しつ咤たされる。

　木の爆はぜる音を踏ふみ潰つぶすように、蹄ひづめの音が背後に迫った。ミネルヴァもジルベルトもかなり手負いで、全力で走れない。

「間に合わんか」ジルベルトが顔を歪ゆがめてつぶやいた。

　──だめだ、追いつかれる。

　──そんなの。なんのためにぼくがここにいるんだ。

　クリスは意を決して足を止め、振り返った。

　──ぼくの剣は、獣けものの剣は、どうせ護まもるためのものじゃない。

　──喰くい散らかして、殺さつ戮りくするためのものだ。それなら。

　剣の柄つかを歯で嚙かみしめて両手を自由にする。

「なにする気だ！」

　気づいたミネルヴァの声を振り払うように、追っ手に向かって走り出す。先頭の傭よう兵へいが兜かぶとの中で目を剝むくのがわかった気がした。

「血迷ったか小僧！　死ねェッ」

　地を摺すってきた矛ほこ槍やりの、柄の部分に意識を集中する。馬体が土つち煙けむりをあげながら迫る。蹄に巻き込まれる寸前、クリスは地面を蹴けった。

「な──」

　驚きよう愕がくに顔を歪めた兵が、思わず跳はね上げようとした、その矛槍を踏みつけて、クリスは高く舞い上がった。必死の思いで手た綱づなの端を捉とらえると同時に、乗り手を蹴り落とす。

「き、きさまァッ！」

　やや遅れて並走していたもう一騎が、落馬した仲間を飛び越えて馬体を寄せてくる。クリスは鞍くらに身を押しつけて、斜め後ろからの槍を躱かわした。脚の間で、驚いた馬が身をくねらせ、道を外れようとする。片手でいなしながら、もう片方の手で口から剣を取る。

「小こ癪しやくな！」

　あっという間に追いつかれた。クリスはまだ飛び乗ったときの不安定な姿勢を持ち直せず、執しつ拗ように繰くり出だされる突きを片手で払っているばかりでは、馬がどんどん速度を落としていくばかりだ。

「さんざんっぱらなめやがって、後悔させてや──」

　手綱を絞しぼると、クリスは自分の馬を強引にぶつけた。二頭のいななきが重なり、それぞれの馬体が大きくよじれて炎に突っ込みそうになる。槍を握にぎった腕の付け根に剣先を突き立て、その反動でクリスは馬を立て直した。並走していた敵は悲鳴をあげて馬ごと燃える天幕に倒れ込む。すぐ後ろに、さらにいくつもの蹄の音と荒い息づかいが迫る。どこから剣が飛んでくるのかも、わからなかった。焼けた幕まく屋やの間を走りながら、クリスはほとんど盲目に等しかった。何人目かの首に剣を叩たたきつけたとき、粗そ造ぞうの刃やいばが真ん中から折れた。ぞっとする歪ゆがんだ手て応ごたえが肘ひじに返ってくる。

「餓が鬼きが、手こずらせやがって、終わりだ死ねッ」

　罵ば声せいとともに逆側から振り下ろされた剣を──

　クリスは高く持ち上げた右手のひらで受けた。

　剣の持ち主ぬしの顔が驚きよう愕がくに、そして恐怖に歪む。クリスがそのまま剣をむしり取ったからだ。刃やいばに勢いが乗っていない高さで受けたとはいえ、手てつ甲こうの革はばっくりと割られ深く肉に傷が走っていた。けれど、クリスはもはや痛みを感じていなかった。刃の側がわを握にぎったまま振るって相手を馬から叩たたき落おとす。ひるんだ後続の馬の首を、振り向いて薙なぎ払はらう。

　──獣けものだから。

　──この身体からだも、この痛みも、獣のものだから。

　──人の血を啜すすって這はいずり回まわるなら、どこで死のうと……

「──クリス！」

　血の中に沈みかけていたクリスの意識が、声に引っぱり上げられる。視界に白と紅あかの火が散らばる。

「死ぬつもりか！　馬を捨てろ！」

　ミネルヴァだ、どうして？　血で濁にごった目でクリスは少女の姿を確かめる。馬で戻ってきたのか、じゃあ宿営地は抜けたのか？　でもまだ追っ手が来ている、背後で幕まく屋やが火の粉を噴ふき上げて潰つぶれていく音と、雄お叫たけびと、鎧よろいがぶつかり合う音と、馬の蹄ひづめが土をえぐる音が聞こえる、追いつかれる「いいから馬を捨てろ！」どうして、なにを言ってるんだミネルヴァは、このままやつらをミネルヴァに近づけるわけにはいかない、一人残らず殺す、とうに折れた剣を手にクリスが馬上で振り向こうとしたとき、ミネルヴァが鞍くらの上で立ち上がるのが見えた。

　次の瞬間、クリスの身体は細い腕に抱きすくめられ、紅あか色いろの柔らかな毛に包まれ、思いがけず優しい夜や気きの中に浮かんでいた。

　地面に叩きつけられる。二人は抱き合ってもつれながら草の上を転がった。血ち塗まみれの右手を土に突き立て、起き上がろうとしたクリスの耳に──




「──射うてぇっ！」




　号令が突き刺さる。フランチェスカではない、もっと幼い女の声。

　パオラだ、と気づいたとき、夜の中に立ち上がる白しろ銀がねの大旗、そして追っ手に向かって降り注そそぐ火矢の雨が見えた。

　クリスはたしかに宿営地を抜けていた。丘の向こうに、焼ける空が見える。

　そして、丘のこちら側で追つい撃げき隊を待ち受けていたのは、整然と隊列を組んだ銀ぎん卵らん騎き士し団だんの弓隊、その間から突撃を開始する騎馬隊。

　反転していたのだ──パオラの指揮で。

　それでは、敵兵が見たという逃げ散っていく明かりさえも、フランチェスカが仕掛けた目くらましだったのか。

　大だい胆たん、という言葉だけでは言い表せない。実働隊の指揮を部下に任せて自分自身を囮おとりに使うなど、近衛このえをよほど信頼していなければできるものではない。そして、みなそれに応こたえた。ミネルヴァは言うまでもない。ジルベルトの剣は、鍛きたえ抜かれ、技術に裏打ちされた騎士の業わざだ。そしてパオラは──あれも、何者なのだろう。細かい作戦を協議している時間などなかったはずだ。だからパオラはフランチェスカの意図を読み取って、目くらましに松明たいまつを大量に持たせた騎兵を走らせ、反転の機をうかがった。

　クリスは呆ぼう然ぜんと冷たい草の上に這はいつくばりながら、銀の旗を掲かかげた兵たちが、逃げまどう王国軍を蹂じゆう躙りんし、炎に包まれた宿営地まで追い詰め、蹴け散ちらしていく様を見つめていた。身体からだ中じゆうから流れる血も、気に留とめなかった。身体の下にあったぬくもりも。

「……おい！」

　腹を突き上げられ、ようやく気づく。

「いつまで乗ってるんだ」

　クリスの胸に押おし潰つぶされるようにして、草の上に仰あお向むけになっていたミネルヴァが、腕をつっぱって身を離そうとする。

「あ、ご、ごめん」

　身を起こそうとしたクリスは、すさまじい眩くらみを覚えて、そのままミネルヴァの上に倒れ込んだ。












「な、な、なにするんだ、ばかっ」

　──血を流しすぎた。

　──まずい、ちょっと寒さむ気けがしてきた。

「だいたいおまえは勝手に敵の馬奪うばったりしてっ、振り切れなかったらどうするつもりだったんだ、わたしの道具なんだぞ、勝手に死ぬな！　くそっ」

　ミネルヴァは肘ひじを立てて、顔をしかめながらクリスを抱き起こした。ミネルヴァもクリスほどではないが満まん身しん創そう痍いだ。衣ころもも焦こげと返り血とでずたずたになっている。

「おい、ニコロ！　ニコロを呼べ、だれか！　クリスここで寝るな、わたしの身体からだは毛布じゃないぞ！」

　ミネルヴァの罵ののしる声さえも優しく耳を愛あい撫ぶする。クリスは意識を失わないようにと、せいいっぱいそのぬくもりにしがみついていた。





　　






「クリス、目を閉じるな！　おまえだけ気持ちよく死ぬなんて許さないからな、これくらいの傷がなんだ、眠るな、ばか！　起きろ！」

　ニコロに手当を受けている間中、ミネルヴァは枕まくら元もとでやかましくクリスを呼び続けていた。軍医はあきれ顔で、湯を沸わかさせたり敷布を換えさせたりといった雑用を言いつけた。手が空あくと、すぐにクリスの頰ほおを引っぱたいて起こそうとするからだった。

　ニコロが治療を終えると、信じがたいことに、フランチェスカはそのまま夜通しの行こう軍ぐんを命じた。

「天幕は燃えてしまったのよ。あたくしたちの寝ね床どこは、ここから丸二日かけて歩いた先の村にしかないわ。わかったら、さあ、立ちなさい」

　わかっていたことではあった。聖王国軍のさらなる追つい撃げきが来るかもしれないし、燃える幕まく屋やを焚たき火びがわりに傷口を乾かしながら哀かなしい酒をなめているひまなどはなかった。

　荷馬車に積まれた武具の間に寝転がって揺られていると、ミネルヴァのうわずった声が聞こえてくる。

「ニコロっ、あ、あいつ、馬車で運んで大丈夫なのかっ」

「まあ大丈夫だろ」医者の眠たげな声。「ありゃ化け物だぜ。昨日の矢傷がもうふさがりかけてた。なに喰くえばあんな身体になるのかね」

　人の命を喰っているのだ──とは、言えなかった。

　──治りが早い？　そうなのか。

　──それじゃあ、これはほんとうに、獣けものの身体なのか。

　ぞっとする。まともに軍医に診みてもらったことなどなかったから、知らなかった。

　──ぼくはほんとうに、人の命を啜すすって生きてきたわけか。

　そう思うと、縫ぬわれたばかりの傷口を搔かきむしりたくなる。けれど、ふと悪夢から覚め、目を開くと、荷馬車に一緒に乗り込んでいるミネルヴァと目が合い、そっぽを向かれる。わずかに顔を持ち上げて幌ほろの外に目をやると、馬上のジルベルトの横顔が見え、その隣には朝陽を照り返す金色の髪も見える。

　──今度も、そうだったか？

　──ぼくは獣けものの血だけで、生き延びたのか？

　わからない。クリスは再び目を閉じる。

　翌日の夜や半はん過ぎ、騎士団は大きな村にたどり着いた。すでに公国領で、フランチェスカの顔を見るなり村人総出での歓かん待たいとなった。とはいえ、千人を超える軍勢である。馬の数も、そのまま数日留とどまっていたら井戸を飲み干し飼い葉を食い尽くしてもおかしくないほどだった。

「一晩だけ納な屋やに宿営させてもらうわ。食べ物と水だけくださる？　代金はあとで持ってこさせるわ」

「代金など、とんでもございません！　つまらない村ですが酒なども」

　村長の申し出に、兵たちは躍おどり上がった。翌朝早く発たつから酒盛りは控えよ、などとフランチェスカが命じても、こればっかりはだれも聞き入れなかった。

　火を囲んで酒を手に笑い合う兵たちを、クリスは少し離れた草地に積み上げられた荷物の陰にもたれて眺めていた。

　なにもかもが、なんだか遠く感じられる。傷の痛みも、火ほ照てりも、声も。

　──ぼくは、こんなところにいていいのか？

　──生き延びていていいのか。ひとつ戦いくさが終わったのに、だれかが笑い合っているような場所に、のうのうと座っていて、いいのか。

「おい、新入り」「寝るな寝たら死ぬぞ」「うはは、それミィナの真ま似ねか」

　いきなり声が降ってきて、膝ひざを抱えようとしていたクリスは、顔を上げる。

　見知らぬ──いや、知ってはいるが、言葉を交かわしたことも名前を聞いたこともない兵たちの、がさつで無神経そうな酔っぱらった顔がそこにある。

「な……んですか」

「寒いだろうが。傷に毒だ」「外から中から温めようぜ」

「い、いや、ちょっと」

　火のそばまで引きずられていくクリス。壺つぼのように巨大な杯さかずきを押しつけられ、思わず受け取ってしまうと、その円座の全員がどぼどぼと濁にごった酒を注そそぐ。他ほかの火を囲んでいた連中も、次々と寄ってきてクリスのそばに座る。

　──なんなんだ、いきなり。

「……ぼく、酒は、その」

　ワインよりも強い酒は、ほとんど飲んだことがない。

「おまえ、いくつよ」

　十七だ、と答えると、じゃあ鼻つまんで飲め、と意味のわからない返答。はやしたてられ、小こ突づかれ、しかたなく一口含んだ瞬間、クリスは真っ赤になってむせてしまう。兵たちは転げ回って笑った。

「……昨日はァ、すまなかったな」

　一人が、ぽつりと言う。クリスは腫はれぼったくなった目でぼんやりとその顔を見る。

「不吉だとか、仲間殺しだとか、よ……。はは。俺おれたちのつきはそんなもんじゃびくともしなかったってことだ」

「おお。団長のけつを護まもってくれたしな」

「悪かった」「団長の尻しりは公国領ぜんぶより大事だからなァ！」「ちげえねえ」

　──そんな。

　──謝ることなんてない、だって、ぼくはほんとうに。

「あんな戦い方、どこで覚えた」

「寒さむ気けがしたぜ。三日前に遭あわなくてよかった」「敵だったってンだからなァ」

「おれたちァついてンのよ、いつも言ってんだろ、団長は腐くされ運の女神だって」

　男たちのさばけた笑い声を聞きながら、クリスは傷口に氷の塊かたまりを突き込まれたような気分になる。ついてる、だって？　そんなわけがない。

　──いつか、ぼくの獣けものが……

　──この人たちの命運も、骨さえ残らないほど、喰くらい尽くすかもしれないのに。

　──だめだ。やめて。ぼくに言葉をかけないでくれ。

　──ぼくのそばで、笑い合わないで。

「パオラだけでいいじゃねえか。あっちはごく普通の幸運の女神だ」

「贅ぜい沢たくだな。普通の幸運の女神だとよ」

「それならミィナは普通の死神だな！」「ぐはははは」

　火ほ照てった笑い声がいくつも、クリスの耳を寒々しく素通りしていく。

「昨日のミィナは普通の死神どころか普通の娘だったぜ」

「青い顔してなァ。小僧が死んじまってたらどうなってたやら」

「あんなミィナははじめて見たぜ」「あれっくらいの方が可愛かわいいがな」「ちがいない」

「なあ、ひょっとして小僧なら……」「うむ」「いけるかもしれんな」

　意味ありげな言葉と好こう色しよくそうな視線とが交かわされる。

「いいか小僧、おまえは近衛このえではじめての男だ」

　隣に座っている、肌の浅黒いぎょろ目の兵がにやにや笑いながら言った。

「……はじめて？　いや、でも」ジルベルトがいるではないか。

「隊長は強つえぇが男じゃねえ」「そうだ。玉なしだ」「だっておまえ、団長に一緒の寝しん所じよでいいって言われて断るたあどういうことだ」「こっちからお願いしてえもんだな！」「小僧、きっちり色々調べてこいよ！」「おれたちぁ賭かけしてんのよ、ミィナの下の毛も赤いのか」「ぐはははははだれも確かめられねえから賭かけ金きんばっかしつり上がって」「確かめようとしたら殺されるからな」「あの剣から逃げられそうなのは隊長くらい」「あれは玉なしだ」

　そのとき、クリスの向かいに座っていた数人がぎょっとした顔で腰を浮かせた。気づかずに談笑していた残りの者たちの顔も、凍こおりつく。

　背後に、気配があった。クリスは頭を抱えたくなった。今度は、まったく気づけなかった。しかし周囲の連中の反応で、もっと早く気づくべきだった。

　おそるおそる振り向くと、黒く塗ぬった鎧よろいが、霜しもがおりたような太た刀ちが、そして視線を上へとたどると鋼はがねの瞳ひとみが目に入る。

「あ、は、はははは」

　色黒の兵が虚むなしく笑った。

「た、隊長、あ、い、いや、そう、投石機の弾た丸まがねえって話をな」

「そ、そう、ここいらで調ちよう達たつしようかって」「おい馬ば鹿か、うちの団にゃ投石機ねえだろ」

　怯おびえたひそひそ声が飛び交かう。ジルベルトがもう一歩近づいてきたので、何人かが杯さかずきを投げ出して火の向こう側がわに逃げた。

　しかしジルベルトはそちらには目もくれなかった。クリスだけを見つめている。思わず、杯を地面に置いて立ち上がる。

「……傷に障さわらないのか」

　そう訊きかれ、クリスは目を見張る。まさかそんなことを訊かれるとは思ってもみなかった。曖あい昧まいにうなずく。

「きさまはいつもあんな戦い方なのか」

「……え？」

　ジルベルトにいきなり右手首をつかまれ、クリスはいやな汗を覚える。

「敵の武器か腕をまず狙ねらうのは、無意識なのか？　殺すのにためらいがあるのか」

　クリスは息を吞のむ。

「そんな馬鹿なことをしているから、並の造りの剣はすぐ折れる」

　気づかれていた。ほんのひととき、背を合わせて戦っただけなのに。

「狂犬のように、突っ込むことだけ考えるな。きさまが倒れたら、敵の刃やいばは、すぐ背後のフラン様に及ぶ。それを忘れるな」

　目をそらし、二の腕に右手の指を嚙かませる。

　──ぼくは他ほかに戦い方を知らない。

　──ぼくに、近衛このえなんて。だれかを護まもるための戦いなんて……

　ジルベルトがいきなり腰の太刀に手をやるので、クリスは後ずさった。しかし、抜ばつ刀とうするわけではなかった。腰帯ごと太刀を外すと、差し出してきたのだ。

　呆ぼう然ぜんと、何度も剣と持ち主ぬしの顔を見比べてしまうクリス。

「きさまに貸す」

「……え、え、ええっ？」

「今さら戦い方を変えられないだろう。七公国じゅうを探しても、これより強きよう靱じんな鋼は手に入らない。近衛このえが戦いくさのさなかに何度も武器を失うようではフラン様のお命に関かかわる。きさまが使え。絶対に手放ばなすな。身の丈たけに合った、もっとましな剣が手に入ったら、返せ」

　クリスはまだ信じられない思いで、太た刀ちを受け取る。その造りからは信じられないほど軽い。明らかに、そう簡単に他人に貸せる品ではない。どうして。

　もう一度、ジルベルトの顔を見上げたとき、ふと訊きかれた。

「名は」

「え」

「名だ。きさまの口から聞いていない」

　声が、クリスの胸につかえた。

　最後に、だれかに名前を教えたのは、いつだろう。

　母親に、与えられた。ミネルヴァは最初から知っていた。ほんとうの名。

　なぜそのとき、ジルベルトに教える気になったのかは、わからない。

「──クリストフォロ」

　答えを聞いて、ジルベルトは、かすかに眉まゆをひそめた。それから踵きびすを返す。

「俺おれはジルでいい」

　太刀を手渡したときですらじっと固唾かたずを吞のんで見守っていた周囲の者たちが、このときばかりは一いつ斉せいに息を吞んだ。うめく者さえあった。クリスにも、その理由が推おし量はかれた。この男をジルと呼ぶのは、フランチェスカしかいないはずだ。

「戦場で長い名で呼ぶなど無駄だ」

　ぶっきらぼうに言って、歩き出す。クリスは太刀をまだ両手で支えたまま、呆ほうけたようにその背中を見送る。

　なにを考えているのか、わからない。

　けれどこの手の中に、たしかに、ジルベルトの剣がある。

「おまえ、すげえな」

「隊長が、あんな」「なあ」「はじめて見たぜ」

　兵たちの声を聞くともなしに聞きながら、クリスは黒い鎧よろいの背を見つめ、冷え冷えとした太刀をそっと胸に抱いた。ざわめきが戻ってくる。酒と炙あぶり肉の脂あぶらと干し草のにおいの中で、夜がそこかしこに染み込んでいく。





　　






　フランチェスカの寝しん所じよはほんとうに村長の家の納な屋やだという。

「一度おっしゃったことは曲げないお方でしてな……」

　クリスを案内してくれた村長は、ランタンを手に牧草地の端を歩きながら、苦笑する。納屋を貸してくれるだけでいいと言った手前、指揮官である自分だけ暖かい家の中に世話になるわけにはいかなかったのだろう。

「あちらでございます。わっしはここにて失礼」

　明かりの漏もれる小さな小屋を指さし、村長は一礼してクリスにランタンを預け、去る。

　ところが納な屋やの中には、村じゅうからかき集められたのではないかと思うほどの白い布が敷き詰められ、壁には公爵家と騎士団の旗が翼を模もして掲かかげられ、ふかふかの羊毛の上にフランチェスカは優雅に寝そべって林りん檎ご酒しゆをなめていた。その傍かたわらでパオラになにやら教えてもらいながら作業をしていたミネルヴァが、がばっと手元のものを隠す。

「い、いきなり入ってくるなッ」

　ミネルヴァは、そうわめいて手近のなにかを投げつけてきた。

「ご、ごめんっ」

　すんでのところで閉じた納屋の戸に投げたものがぶつかり、隙すき間まに落ちる。薬草を磨すり潰つぶす石の杵きねだ。

「いいのよ、お入りなさい。夜は冷えるから足あし下もとで獣けものの毛皮がわりになりなさい」

「フラン、ばかを言うな！」

「あの、でも、この薬、クリスさんのためのですよね。ミィナさんが塗ぬってあげれば」

「パオラも黙ってろッ」

　女三人の声が聞こえてきて、クリスはため息をつき、腰の太た刀ちを外して納屋の壁に立てかけると、戸の脇に腰を下ろした。

「お入りなさいと言っているのに」

　戸が開いて、フランチェスカが顔を出す。その後ろには、おどおどしたパオラの顔。

「いや、ぼくは警護役をジルベルトに任されただけで……」

「他ほかの納屋へ行けばいいだろう。警護なんてわたしだけでじゅうぶんだ」

　ミネルヴァも戸の隙間から出てきた。

「おまえみたいな怪け我が人にんの警護なんて要いるものか。ほら、薬！　とっととよそで寝ろ」

　潰したてでまだあたたかく青臭い香草の塊かたまりを、耳の穴にねじ込まれそうになる。

「薬はそうやって使うものじゃないです……」パオラが弱々しくたしなめた。

「あら、その剣」

　フランチェスカが先に気づいた。ミネルヴァも目を丸くする。

「ジルベルトのじゃないか。どうしたんだ」

「……預かった」

　信じてもらえないのではないかと思いつつ、ありのままを話す。ミネルヴァはふうっと息を吐いて肩をすくめるばかりだ。フランチェスカはくつくつと肩を揺らして笑う。

「あの子も素直じゃないのね……」

「それでジルベルトさん、どこに行ったんですか？　五人でお祝い……」

「ええと。ザカリエスコ城に早馬で報しらせを、って」

「明日でいいと言ったのに。まあいいわ。着任祝いは四人で一緒の臥ふし所どでしましょう」

　ミネルヴァが眉まゆをつり上げてフランチェスカとパオラを納屋の中に引っぱり込み、クリスの鼻先で戸を叩たたきつけるように閉めた。

「……ちゃんとミィナの隣にしてあげるわよ？」

「うるさい、さっさと寝ろ！」

　言い合う声が途切れ、クリスが太た刀ちを抱いて壁に背をもたれたとき、また戸がいきなり開いた。ミネルヴァが腕だけ突き出して、クリスの頭に大量の布をぶちまける。

「……あ、ありがと」

　言葉もなく戸はぴったり閉じた。

　布に肩までくるまり、青く澄んだ夜空を見上げる。柵さくの向こうに続く畝うね、まだ酒盛りが続く火のまわりの人影、調子外れの歌声。

　不思議だった。夜なのに、戦いくさの後なのに、クリスはもう昨日の敵のことを、骨や肉を貫つらぬいたときの手て応ごたえを、肩をえぐる斧おの槍やりの痛みを、兜かぶとの奥で喉のどから血をあふれさせる死相を、思い出せないでいる。目を閉じても浮かんでくるのは、生きている人間の顔ばかりだ。

　そんな夜は、はじめてだった。







　うつらうつらとしていたクリスは、なにかの気配にはっと覚かく醒せいし、肩の布をはねのけて腕の中の太刀の柄つかを探った。火も人の声も絶え、深い藍あい色いろの闇やみの中に黒々とした草地や家の屋根の起き伏ふくが沈み込んでいるばかりの、静かな夜だ。肌がひりつくほどの冷気は、夜明け前だろうか。物音も、動くものもない。なんの気配だろう。なにが──

　気づく。クリスが背中を押しつけた、納な屋やの中だ。

　──だれか、泣いてる？

　手を伸ばし、戸を細く開いたとき、壁越しに声がしてクリスの首筋を濡ぬらす。

「動くな。そのまま」

　ミネルヴァの声だ。壁の向こうで、身をよじる気配がした。一瞬、戸の中をのぞき込んだクリスは、彼女が壁を隔へだてて背中合わせになり、膝ひざを抱いているのを見た。

　息を吐き、壁に背中を戻す。

「なんでもない。そこにいろ。……ただ、痛む、だけだから」

　──なにか、視みたのか。

　──そうだ、眠るのはきらいだと言っていた。

　──未来を……

　──死の痛みが呼ぶ未来を、視てしまうから。

「おまえは、そこにいるだけでいいから」

　クリスは膝に爪つめを立てる。

　──どれほどの痛みなんだろう。

　──ミネルヴァは、いったいいつから、こんなものを背負わされていたんだろう。

　開いた戸の隙すき間まに、震ふるえる白い手が見えた。思い詰めたクリスは、手を伸ばし、そこに重ねる。手のひらの下で、ミネルヴァの細い五本の指がおびえたように跳はね、けれどやがて二人の体温が混じり合って、震ふるえを溶かしていく。

　夜が明けてしまうのではないかと思えるほどの長い静せい寂じやくが、ミネルヴァのかすかな嗚咽おえつを吸い取ってしまう。それでも、まだあたりはたっぷりとした夜の闇やみに浸ひたっている。

　いきなり手を払いのけられた。ミネルヴァが膝ひざを抱き寄せるのが気配でわかる。

「お、おまえなんかにっ」

　吐き捨てる声。

「今のは。忘れろ。くそ。なんでもない。なんでもないから」

「なんでもなくないよ」

　クリスは戸の隙すき間まに手をかけた。ミネルヴァが閉じようとしたからだ。細い背中を覆おおう紅くれないの髪の間に見える、弱々しい耳とうなじ。

「な、なんだ、おまえなんかっ。警護役なんて言ってたくせに、居眠りしてたじゃないか。役立たず」

「……ごめん。なんか……ミネルヴァの顔見て、声聴きいたら、それだけで。安心して」

　クリスの獣けものが命運を喰くらっても死なない、たったひとりの人間なのだ。失ってしまったら、自分はまた夜の中をだれとも触れ合えずに歩かなければならない。

　ミネルヴァが手のひらを返し、クリスの手にきつく爪つめを食い込ませる。

「ばか。おまえだけ安眠してっ。わ、わたしは──」

「なにを視みたの」

「おまえは知らなくていい」

「教えろよ、だって、ぼくはミネルヴァのそれを喰うために」

「黙れ」

「なんでッ」

　クリスは太た刀ちを引き寄せ、戸の隙間に肩をねじ込んだ。ミネルヴァが顔を上げる。濡ぬれた瞳ひとみと、クリスの視線がぶつかり、その一瞬で万の言葉が夜や気きに消える。

　クリスの唇からは、熱を失った吐と息いきしか出てこない。

　ミネルヴァはわずかな間、瞳をさまよわせ、もう一度クリスの目につなぎとめ、それからようやく言った。

「おまえだ」

　血がにじむほどに嚙かみしめた唇で、次の言葉を探る。

「その、剣だった。わたしの眼が、すぐそこにあるその刀身に、映うつっていた」

　クリスは柄つかを握にぎりしめる。ミネルヴァは──なにを言っている？

「おまえが、その剣で。たしかに、そのジルベルトの剣で。わたしの、この両眼の間を、貫つらぬくのが……視えた」





７　聖都サンチユリオ







　石造りの高い天井と、壮そう麗れいなタペストリのかかった壁とに、規則正しい靴音がこだまする。飛ひ竜りゆうを模もした銅製の燈とう台だいが並ぶ、王城の長い回廊。正装し寸すん鉄てつも帯びていない二人の青年を従えているのは、紫のトーガを肩や腕に巻いた、さらに年若く傲ごう岸がんそうな顔つきの、黒髪の男である。

　廊下左手の大扉の前で、三人は足を止める。

「これは、コルネリウス閣下」

　扉の脇に立っていた二人の護衛が槍やりを脇に引いて一礼する。コルネリウスはうなずき、侍じ従じゆうを振り返った。

「そなたらはここで待て」

　冷たい石柱に囲まれた部屋の中でコルネリウスを待っていたのは、地図が広げられた大卓、そして同じく紫のトーガをまとった二人の男。

　一人は王おう配はい候こうガレリウス・ネロス。年としの頃ころ五十過ぎ、鼻筋の鋭い禿とく頭とうの男だ。

　もう一人は、石柱から彫り出したかのような骨張った長身の男。こちらは、コルネリウスに先んじること五年前に王配候を継ついだルキウス・グレゴリウス。

　三つの大たい公こう家け、それぞれの当とう主しゆである。

　建国の折に聖王家より分かれて久しく、系図も隔へだたって血縁などなきが如ごとしであるはずなのに、身体からだ中じゆうの骨に一本の芯しんが通っているかのような体たい軀くといい、鋼はがねの玉のような眼といい、おぞましいほどに三人とも似ている。知らぬ者が見ても一目で同じ血筋と悟さとるだろう。それを思い知らされるので、コルネリウスはこの会合をひどくきらっていた。

（血が強すぎるのだな）

　忌いま々いましく思いながら目礼し、卓に歩み寄った。

「天堂の黄金の台車に」

　ガレリウスが聖句を口にして、顔の前に指を持ち上げ三角形を描く。

「天堂の幽かそけき轍わだちに」

　ルキウスが聖句を受け、三角をなぞる。

「……天堂の久しき鋲びよう釘くぎに」

　コルネリウスも聖句を返した。それから、卓上に目をやる。地図のあちこちには何色かに塗ぬり分けられた小さな玉たま石いしが散らばっている。軍の所在を示す駒こまだ。

「此こ度たびの遠征、大たい儀ぎだったな」ガレリウスが低い声で言う。「これで忌々しい司し教きよう領りようの残党はもはや挙兵する気力も残っておるまい」

「公国の者どもも、援軍は形ばかりであったとか」ルキウスがぼそりとつぶやく。

　コルネリウスは手近の玉石の駒を手で掃はき散らした。

「つまらぬ戦いくさだった。ガレリウス殿が湯とう治じがてらに征いっても二月で平らげられたろう」

　ふん、とガレリウスは笑う。司教とは、聖王国が建つ前に各地に広まっていた、パルカイの神々を信仰する教会の長たちのことである。聖王家が民衆の反発を懸け念ねんして教会の存続を黙認し、女王直ちよつ轄かつ領りようの周辺部に追いやったことから禍か根こんが残った。二百年の後のち、七公国の決起の旗はた印じるしに使われたのである。

（教会が公国の者どもとはっきり連携していれば、もっと歯ごたえもあったものを）

　口にはしないが、コルネリウスは内心そう思っている。

「むしろ叩たたき潰つぶすいい口実になったわ」

　ルキウスが歯を剝むいて笑う。この陰険な男は、司教どもの処しよ断だんだけは任せろとコルネリウスにねじ込み、都で公開処刑したのである。鼻持ちならない男だ。

「総主教はメドキアに逃げ込んだそうではないか」

「あれはまだ生かしておいた方がいい」とコルネリウスはルキウスをにらむ。全地の教会を束たばねる総主教だけは、処刑などしてしまえば領民感情に障さわる。テュケーの神のもとに国教を統一できなかったつけである。

「なんにせよコルネリウスの力で、ウェネラリア節までに司し教きよう領りようを平定できた。陛下もお喜びだろう」

　ガレリウスの口にした『陛下』は、もちろん、女王の方のことではない。王おう太たい伯はく陛下、つまり当代の女王の父親のことである。ガレリウスの兄にあたる。

（女王は、戦勝など喜びはすまい）

　コルネリウスは鼻で笑う。

「どうせならばウェネラリア節の前に連合公国軍も壊かい滅めつさせておきたかったな」

「それはいくらそなたでも無理があろう」とガレリウスも肩を揺らして笑う。

　ウェネラリア節。女王の夫ふ君くんとなるべき者が三大たい公こう家けの血筋の中から選ばれ、婚儀が執とり行われる、聖王国最大の祝典である。

「託たく宣せんはいつ頃ごろになりそうか」

「天堂の巡めぐりが悪い。新月の頃になろう」

「当家からまた召されることとなれば、そなたのところから養子をもらわねばな……」

「女王陛下がお許しくだされば、私の甥おいを、というのはどうだろう」

　ガレリウスとルキウスは、額ひたいをつきあわせて跡継ぎの懸けん案あんを話し合う。

　あまり世に知られていないことではあるが、三つの大公家の間には権力闘争の類がほとんど存在しない。なぜなら女王の夫は、まったく人じん為いの入り込む余地なく、テュケーの神からの託宣によって決定されるからだ。また、それぞれの王おう配はい候こうの代替わりも、やはり占せん事じによる。コルネリウスは、好こう色しよくが過ぎる故ゆえに大公家から追い出された父親の、二人目の妻の四男として生まれたが、二十四歳のときに王配候に選ばれ、大おお伯お父じにかわって一族の長となった。つまり、権力争いなどに精を出していても、いつ権威を得て、またいつ失うか、わからないのだ。

　コルネリウスはこの仕組みこそが二百年の安あん寧ねいを保ってきたのだと確信している。

（人が自みずから得た力など、塵ちり芥あくただ）

（神に選ばれなければ）

（そして私は選ばれた。ならば、次も、だ）

　女王を、そしてこの国を、手に入れる。それを妨げる者あらば滅ほろぼす。

「言い忘れるところだった。戦いくさのさなかに調べさせた。ザカリア公の小こ癪しやくな娘のことだ」

　コルネリウスの言葉に、二人の王おう配はい候こうは顔を上げた。

「あの、なにやらという騎士団のことか」

　ガレリウスが目をぎょろつかせて訊きいてくるので、コルネリウスはうなずく。

「此こ度たびの戦でも、司教どもに乞こわれたのか、出陣していたらしい。殲せん滅めつ包囲陣を突破され、取り逃がした」

「ほう。女め狐ぎつねの名は、少なくとも逃げ足に関してはまことなのだな」とガレリウスは笑う。

　もちろん指揮官の用兵の巧みさもある。しかし、もうひとつ理由はある。あの騎士団が抱える、一人の剣士のことだ。

「やはりそこにいたのか。間違いはないな」ルキウスもにじり寄ってくる。

「年としの頃ころ十といくばくか、紅くれないの髪の女、矢も槍やりもかすりさえせぬ──それに、白い翼状の衣ころも。よもやとは思っていたが、間違いない」

《戦場に塩を撒まく死神》についての報告を思い返しながら、コルネリウスは言った。

　ふとそのとき、あの《星喰くらい》のことが浮かぶ。

　あの隊を全滅必ひつ至しの最前線に送り込んだのは、《星喰らい》がほんとうに刻こく印いんの持ち主ぬしなのかを見み極きわめるためだった。生き延びたということは、たしかなのだろう。しかも、銀ぎん卵らん騎き士し団だんに入ったと聞いた。奇妙な巡めぐり合わせだ。

（あれは、厄介だが、ここで話す問題ではあるまい）

　首を振って打ち消し、二人の言葉を待った。

　やがてガレリウスの老いた目がまぶたの奥に沈む。

「……ザカリアまで落ち延びていたとは。どうする。連れ戻すのか」

「殺すべきではないか。露ろ見けんすれば王家が危うい」

「無論連れ戻す。あちらの方が力が強い」

　即答するコルネリウスに、ルキウスもガレリウスも黙り込む。

　二人とも痛感しているのだろう。七公国の叛はん乱らんをはじめ、今の聖王国の混乱を招いたのは、他ほかでもない、女王の予見能力の低下なのだと。

　コルネリウスは地図の上の玉たま石いしを無む造ぞう作さにかき集めると、聖都サンチユリオの東方、山に囲まれた場所にばらばらと落とした。

「ザカリアは私が叩たたく。引き続き一任してもらいたい」







　合議を終えたコルネリウスは、内ない廊ろうを通り抜けて奥の宮に入った。白はく亜あの柱が並ぶ一角は信じがたいほどの静せい寂じやくに満ちていたが、歩を進めると、やがてその静寂が濁にごる。突き当たりの大扉には翼ある車輪の紋章が大きく彫られ、青と白の衣ころもを着た神官たちがあわただしく出入りしている。

「なにがあった」と、巫み女この一人を呼び止めた。

「コルネリウスさま！」

　まだ幼ささえ面おも差ざしに残す若い巫女は、泣き崩くずれそうな目で駆かけ寄ってきた。

「陛下が、不吉な、託たく宣せんを、だれにも申すなと──」

　コルネリウスは神官を押しのけて寝しん所じよに入った。中庭かと錯さつ覚かくするのは、とてつもない広さと、ガラス張りの天井から射さし込こむ陽ひの光のせいだ。部屋の中央に四方を階段で囲まれた壇だんがあり、透き通った布でくるまれた天てん蓋がい付きの寝台が設しつらえられている。

「ヒエロニヒカさまはまだ戻られないのか」「菜さい月げつ祭さいの巡業で」「今すぐお呼びしろ」

　聖域たる王城の中ちゆう枢すうとは思えない神官たちのあわてふためきぶりである。

（そうか、ヒエロニヒカがおらぬからか）

　神職を束たばねる大だい院いん司しは今、豊ほう穣じようを祈る菜月祭で出払っている。奥おく宮みやを掌しよう握あくする者がいないのだ。コルネリウスにとっては好都合だった。

（やつの耳に入る前に、ことを進めておかねば）

「閣下、お待ちください」

「今はいけませぬ、陛下が」

　まとわりついてくる神官たちの悲鳴に近い声を浴びながら、コルネリウスは寝台に歩み寄った。幕の向こうで小さな人影が起き上がり、後ずさる。

「陛下。コルネリウス参りました。おそれながら、拝はい謁えつたまわりたく」

　返事も待たず、神官の制止も聞かず、コルネリウスは幕を引き開けた。

　寝台の向こう端で、身を起こしたばかりの少女は、びくりと腕を震ふるわせる。その肩から、紅あか色いろの炎のような髪が流れ落ちる。黒こく玉ぎよくの瞳ひとみは恐怖と困惑に濡ぬれている。

「あ、あ……」

　唇がわななく。

「お人払いを」

　まるで短刀を太ももに突き立てるような声で、コルネリウスは言った。少女はしばらく唇を痙けい攣れんさせて戸と惑まどっていたが、やがてなにかぼそりと口にした。

　神官たちは不安げな顔を見合わせて右う往おう左さ往おうしていたが、コルネリウスが眉まゆをひそめてねめ回すと、ようやく寝所を出ていった。

　少女に向き直り、寝台の手前にひざまずく。

「陛下。……シルヴィアさま。大事ござりませぬか」

　ちらと目を上げる。女王シルヴィアは、純白の掛布をかき寄せ、まだ震えている。投げ出したむき出しの素足がなまめかしい。

（美しい）

　コルネリウスはまぶしさに眼を細める。

　占せん事じによって王おう配はい候こうに指名されたとき、淫いん蕩とうな父親にこう言われた。次にもう一度、神に選ばれれば、あの肉体が手に入る。自みずからの手で汚けがせるのだ、と。

　父の遊ゆう惰だな血はコルネリウスにはほとんど受け継つがれなかった。

（この美しさそのものが、神に選ばれた権威の証あかしだ）

　コルネリウスは力にだけ惹ひかれる。父親のような劣情とは無縁だった。

（しかし、これよりなお美しい者が手に入るやもしれぬのだ）

（これと同じ麗うるわしさに加え、比べものにならぬほどしなやかで強きよう靱じんな肢体と精神）

　それは、より大きな力の兆きざしだ。コルネリウスは女王に本題を告げる。

「……託たく宣せんを、受けられたと」

　欲望をなだめながら、訊たずねる。

「……あ、え、ええ」

　シルヴィアは、上下していた肩をようやく落ち着け、声をしぼり出す。

「視みました。……薬も、なしに、あれほどはっきりと、ああ、ああ、あれは、あんな……」

　両手を胸に押しつけてあえぐシルヴィア。コルネリウスは眉まゆを跳はね上げる。この脆ぜい弱じやくな女王は託宣を受ける能力が薄く、いつもならば副作用の大きな薬を大量に投与して補わなければならない。












　それが──薬の助けなしに？

「なにをご覧になりましたか」

　思わず腰を浮かせる。シルヴィアは苦しそうに息をつき、言葉を継つぐ。

「……死を」

「それはわかっております。どのような」

「剣、でした」

（……剣、だと？）

「透き通った、氷のような、大きな刃やいばが。……わたしの、眼と眼の、間を──貫つらぬいて」

　そこから先の言葉は、布を裂さくような声に吞のみ込こまれる。臣下の礼を尽くしている場合ではなかった。コルネリウスは寝台にあがり、シルヴィアの身体からだを抱き寄せた。背中を強く叩たたきながら、薄い胸をさする。

「ゆっくり息を。痛みを意識の外に飛ばしてくださりませ。考えてはなりませぬ」

　やがて、シルヴィアの胸の動きが穏おだやかになる。

「……手をかけさせました。……離してください」

　シルヴィアが顔をそむけて言う。しかしコルネリウスはいっそう顔を寄せる。

（剣で殺される未来など、尋じん常じようではない。ひょっとして）

「託たく宣せんのことを、もっと詳しく」

「離してください！」

「殺されたのはほんとうにシルヴィアさまでしたか？」

　女王の顔がこわばる。コルネリウスの手の下で、鼓動が一瞬停止したかと思えたほどだ。

「……な……にを？」

　シルヴィアが呻うめいた。

（そうだ。この機に託宣が下されたというのなら）

　コルネリウスは、憶測を確信へと強引に引き寄せる。

（それは、関かかわりがあることのはず）

「なんのことです。わたしは、たしかに」

「その刃に貫かれたのは、姉君ではありませぬか？」

　シルヴィアの凍こおりついた顔は、指一本触れただけで砕くだけ散りそうだ。

　コルネリウスは己おのれの抱いた憶測のおぞましさに、愉ゆ悦えつさえ覚えながら女王に告げた。

「姉君が──ミネルヴァさまが、見つかったのです」







　寝しん所じよを辞したコルネリウスが、ようやく静かになった純白の廊下を歩いていると、行く手の角から巫み女この一団が現れた。先頭に立ち、まったく足音をたてず、しかし早足でこちらにやってくるのは、青みがかったヴェールで顔を隠した女だ。白い前まえ垂だれには、テュケーの神に付き従うスミュルナの神の象徴である鵞が鳥ちようの紋章が描かれている。

「コルネリウス殿。奥の宮になんのご用ですか。陛下への拝はい謁えつであればわたくしを通していただきたいと何度も申しましたはず」

　数歩の距離で立ち止まった女が、ガラスでできた弦つるのような声で言った。

「なにか不吉な託たく宣せんとお聞きして参った次第。ヒエロニヒカ殿こそ、このような折に陛下のおそばについておられぬようでは、スミュルナの紋が泣こうというもの」

　ヴェールの奥の顔が、かすかに歪ゆがむのがわかった。大だい院いん司しヒエロニヒカとまみえるたびにコルネリウスはいつも肌を伝う不気味さをぬぐい去れない。ガレリウスに聞いたところによると、少なくとも記憶にある二十年も昔から、変わらずこの皺しわ一つ無い透明な美び貌ぼうを保っているのだという。

「臣の長たるコルネリウス殿が心配なさることではございませぬ」

　ヒエロニヒカはコルネリウスの皮肉をきつい口調で受け流す。

「それよりも、なぜ直接のご報告がなかったのですか」

「なにについて」とコルネリウスはとぼけてみる。ヒエロニヒカは背後に従う巫み女こたちに、先に戻るように命じた。みな不安げにコルネリウスの顔を見やったが、言う通りに傍かたわらを急ぎ足で抜けていく。

「ミネルヴァさまのことです。知れておりましょう」

　二人だけになったところで、ヒエロニヒカが声をひそめて言った。

「奥おく宮みやにお知らせすることではござらぬ」

「それはこちらが決めること。聖王家の存そん亡ぼうに関かかわる大事でござりましょう。知らせることではないなどと」

（聖王家の一員気き取どりか）

　女王に仕える神官ごときがこれほどの権勢を笠かさに着るようになったのは、三大たい公こう家けの重大な失策の一つであるとコルネリウスは思う。

「では、知ってなんとするおつもりか？　捜さがすのは我らが軍、沙さ汰たを決めるのは」

「お決めになるのは陛下です」

　ぴしゃりと遮さえぎられた。もちろん、ヒエロニヒカの目を見ればわかる。自分が決める、と言っているのだ。シルヴィアには何事に関しても決定権などない。

「ミネルヴァさまは王宮にお連れする。いずれ聖王家には必要な方。陛下も今は気を乱しておられるが、落ち着かれたら、当然そうおっしゃることだろう」

「いいえ。お戻りになられるようなことがあってはなりませぬ」

　ヒエロニヒカはきっぱりと言った。コルネリウスは思わず眉まゆを歪める。

「国を捨てられ、俗世の穢けがれの中で育てられた方。お戻りになれば無用の混乱を呼びます。いえ、この地のどこかにおられるというだけで災わざわいのもと」

（なるほどな）

　コルネリウスは胸中でせせら笑う。

（当代の予見力の弱体化など、神官たちの知ったことではないか。むしろシルヴィアのような扱いやすい女王の世が続くのが好都合なのであろう）

「では、どうしろと？」

「さあ。それは陛下のお心のままに。けれど、ミネルヴァさまというお方は、最初からおられなかった方が平穏が保たれたでしょう」

（殺せ、と言うか）

「……ともかく捜そう索さくは軍が行う。くれぐれも先走ったことをなさらぬよう」

　不安になり、コルネリウスは釘くぎを刺した。奥おく宮みやの神官団には、王おう配はい候こうですら把は握あくしきれていない無数の伝つ手てがあるのだ。独断でなにをされるかわかったものではない。

「ヒエロニヒカ殿には本分がござろう。陛下の託たく宣せんの釈しやく義ぎを性急に。殺すという相手の者がだれなのか。ミネルヴァさまにも関かかわりのあることやもしれぬ」

　ヒエロニヒカの顔は曇くもった。

「……ミネルヴァさまは今、どちらに」

　その程度であれば教えてもかまわぬだろう、とコルネリウスは思う。

「戦陣を抜けられ、今はザカリエスコにおられる」





　　






　ザカリエスコ城は東国に並ぶものなしと謳うたわれた壮そう麗れいな城じよう郭かくである。

　聖都サンチユリオから馬で五日ほどの近さでありながら、多くの山を隔へだて、厳しい寒さのわだかまる王国中央部とは別世界の温暖な気候。くわえて豊富な銀山と開けた港を有し、ザカリア公国は東国随ずい一いちの豊かさを誇っていた。

　城下の目抜き通りに広がる市いちも、戦時中とは思えない賑にぎやかさだった。箱からあふれそうな果実、港から直接運び込まれた壺つぼいっぱいの塩漬づけの海産物、牛や豚や鹿の燻くん製せい肉、遠洋交こう易えき船が仕入れてきた絹布や織物。

　通りを歩くクリスの、胸に下げた装飾剣は人目を引くらしく、しょっちゅう売り子に呼び止められる。

「騎士団の人だろう、安くしておくよ」

「これ城内の人にもってっとくれ、代はいらんよ、明日大勢連れてきてくれりゃ」

「裏にお店があるわ。坊や、遊んでいかない？」

「……いえ。お金ないから」

　腕の良い鍛か冶じ職人をようやく見つけ、具ぐ足そくの修理をすべて前金で頼んできた帰りである。どれも上じよう物ものだけに、修理費用もそうとうなものだった。誘いの声を払いのけ、クリスは城門に向かう。槍やりを携たずさえた二人の門衛は、やはりクリスの胸の短剣を見ると、無言で通してくれる。便利ではあるが、まだ慣れない。この貴族風の服の着心地も、幅広の帽子も、どうにも落ち着かない。しかし、近衛このえには美しいものしか置かないというフランチェスカの趣味である。

　広い中庭では騎士団の歩兵たちが隊列を組んで訓練をしていた。甘い空気とたっぷりした陽光の中、だれもいない城壁に向かって槍やりを構える兵たちを見ていると、市場の活気に触れたとき以上に、クリスはもやもやした気持ちになる。

　──いいんだろうか。

　──ぼくは、こんな場所にいていいんだろうか。

　──戦場で血ち塗まみれになりながら戦っていなくて、いいんだろうか。

　うつむいて城内に入った。フランチェスカの部屋はうんざりするほど長い階段を何度も上った先にある。扉をノックしようとしたとき、背後で少女の声が聞こえた。

「……控えよ。……総員、構え！」

　びっくりして振り向く。廊下から直接張り出したバルコニーに、人影がある。金色の髪が陽光に揺れている。手にした杖は──軍の指し揮き杖じようだろうか。フランチェスカ？

　いや。クリスはバルコニーに歩み寄った。

「殲せん滅めつせよ！　……ううん。ちょっと声の調子がちがうなあ」

「……パオラ？　なにしてるの」

「ひゃああああっ」

　パオラは飛び上がって、金髪のかつらをむしり取り、杖と一緒に背中に隠して振り向いた。無理に作った笑顔が浮かぶ。

「あ、あの、クリスさん、お怪け我がの具合もよろしいようでなによりですっ」












「ええと、今なにして──」

「ななななんでもありません」

　パオラは大いにあせって、クリスを廊下に押し戻す。その手に握にぎられているのは、たしかにフランチェスカの使っていた指し揮き杖じようだ。

「ひ、ひみつですよ！　だれにも言わないでください」

「言わないけど」

　だれに、どういう話の振り方で言えというのだ。パオラがフランチェスカの物もの真ま似ねをしていたなどと。

「……フランチェスカは？　いないの？」

「いらっしゃらないようです。すぐに戻ってくるかと思いますけれど」

　クリスはため息をつく。話があると申し出たのはクリスの方だが、この時間を指定してきたのはフランチェスカだ。兵たちの話を聞くに、どうやら約束を忘れるのは日常茶さ飯はん事じのようだった。しかし、そんなクリスの様子を見て申し訳なく思ったのか、パオラがいきなりかつらを頭にかぶって言った。

「じゃ、じゃあ、あたしがかわりにご用承うけたまわります！　フランさまだと思ってなんでも話してください。……いえ、なんでも申しなさいな！」

　大いばりで杖を突きつけられたので、クリスは思わずひどく冷たい目を返してしまう。

「ご、ごめんなさい……」パオラは泣きそうな目でかつらを外し、萎しおれる。

「いや、悪かった」

　しかし、なぜかつらまで用意して、こんな馬ば鹿かげたことをしているのだろう。

「あたし、最初はフランさまの影武者だったんです」

　バルコニーの長い腰掛けにもたれて、パオラがつぶやいた。

「……影武者？」

「ええ。フランさまとは乳ち兄きよう弟だいで、小さい頃ころから遊んでもらってました。それで、フランさまが騎士団長になられるときに、お父上の公爵さまがひどく心配なさって、あたしも影武者としてついていくようにと。顔立ちが似ているのだとおっしゃってました」

　どこが、と言おうとして、クリスはパオラの顔をまじまじと見て口をつぐむ。たしかに、目鼻立ちは似ているかもしれない。雰囲気があまりにもちがうので気づかなかった。

「でもフランさまは、そんな品のない仕事はやらなくていいとおっしゃって。かわりに近衛このえ隊に入れ、って。武器なんて使えないから、って断ったら、いざってときに代理で指揮を執とれるように、なんて言われて。そんなことできるわけないのに。こないだは、旗持って走るのに精一杯だったし……」

　あの騎馬隊を殲せん滅めつした戦いを思い出したのか、パオラは肩を震ふるわせる。

「ちゃんとできてたよ。大丈夫。おかげで助かった」

　あまりに落ち込んでいるので、クリスはパオラの隣に腰掛けて、そう言ってみる。

「そ、そうですか？」

　指の間から不安げな瞳ひとみ。クリスはうなずく。兵たちからも、パオラの反転指示の機が見事だったとほめる声をいくつも聞いた。

「……そ、それなら、よかった」

　照れ笑いに加えて、両足を上下させるしぐさは、まったくの子供だ。自分より歳下なのだろうかとクリスは思う。

「あたし、近衛このえでいちばん古いのに、なんの役にも立ってないんじゃないかって……」

　──この娘は、軍にいていいような人間じゃない。

　軍では、役に立つかどうかなど考えているひまはなかった。役に立たない者は戦場が淘とう汰たするからだ。

　──いや、そうじゃないか。

　──ここでは、ぼくの方がおかしいんだ。

　戦いくさ人びとは、命令に従うことと、稼かせぐことと、生き延びることだけを考えるものだ。騎士は傭よう兵へいよりもなおひどい。家格と勲くん章しようのために、武ぶ功こうを傭兵から金で買う貴族をクリスは何人も見てきた。けれど、ここではちがう。末端の兵に至るまでも、飢えのために剣を取っているわけではない。みな、フランチェスカのため。パオラのような娘ですら、そうだ。

　そのフランチェスカは、そしてミネルヴァは──王家を倒すために。

　──だから、息苦しい。

「あたしも戦えればいいんですけど。ミィナさんみたいに、強くは、なれない」

　うつむくパオラの耳のあたりを、クリスは見つめる。

　ミネルヴァの剣技は、敵の攻撃が見切れるというだけのものではない。あの大剣を振るえるだけの膂りよ力りよくと反応力とともに、長い訓練によって鍛きたえ上げられたものだ。

　──あんな女の子が、どうして、聖王家を倒すなんて目的のために、そこまで。

「……ミネルヴァが騎士団に来たときのこと、知ってるんだよね」

「えっ？　あ、は、はい」

「いつぐらいなの？　あいつ、自分のことは全然話してくれなくて」

「クリスさんは、なんだか、ミィナさんのことばかりですね」

　クリスが首を傾かしげたままぽかんとなるので、パオラは指を唇に添えて笑った。

　──ミネルヴァのことばかり、って。

　──それは、そうだ。ぼくはそのために、騎士団にいるんだから。

　ミネルヴァが再び死を予見したあの夜以来、避けられているのがわかった。無理もない。殺される運命にある、当の本人なのだから。

　──どうしてあんなひどい力を持つようになったのか。

　──ミネルヴァは教えてくれない。

「四年くらい前です」

　パオラが、兵たちの訓練の声が響くバルコニーの向こうを見やりながら話し始める。

「騎士団ができるちょっとだけ前。フランさまがあたしの部屋にやってきて、『カーラ先生が真っ赤な髪のすごく綺き麗れいな女の子を連れてきたから見に行こう』っておっしゃったんです。それが、ミィナさんでした」

「カーラ？」

「あ、ジルベルトさんの剣のお師匠さまです。ミィナさんにも教えてたとか。今は、どこにいらっしゃるのかさっぱりわかりませんけれど」

「あの二人の師匠？　そ、それって、じゃあ、あの二人よりも強いの？」

「先生なら、たぶんジルベルトさんとミィナさんが二人ずついて四方から囲んでも勝てないと思います」

　ぞっとする。それは化け物ではないのか。そうだ、思い出した。ニコロがいつぞや言っていた『先生』云うん々ぬんというのは、そのカーラのことか。

「先生は、そろそろぶらっとひとりで旅に出たいから、公爵家に弟子を預けたいということで連れてきたみたいなんですけれど、フランさまはミィナさんを一目見て、自分の部屋に連れていっちゃいました」

　美しいものを一目で気に入って好き放題するのは、昔からであるらしい。

「戻ってきたら、『たった今、主従関係を結んだ』っておっしゃいました」

「……なんで」

　意味が通っていない。部屋でなにを話したのだ。そもそも、初対面のはずなのに、ミネルヴァがそんなので納得するわけがないだろう、とクリスは思う。

「あたしがちょっと思っただけですけれど。フランさまは、なんだか、ミィナさんのことを最初からご存じのように見えました」

　クリスは腕組みをする。

　逢あってすぐに主従関係を結んだ。ミネルヴァのことを最初から知っていた。とするとミネルヴァは公爵家の家臣か分家の娘だったのだろうか。騎士や下級貴族の家の生まれであれば、物腰に奇妙ににじむ品の良さも、説明できなくもない。

　では、あのおぞましい力は、どこで手に入れたのだろう。

　──ミネルヴァが話してくれない以上、フランチェスカに訊きくしかないか。

　──ぼくとミネルヴァは敵同士だったのだし。

　──それにぼくは、これからミネルヴァを殺してしまうかもしれない人間だ。

　──憎まれていても、しかたない。話してくれないのが当たり前かもしれない。

「ミィナさんのこと。気にかかりますか」

　パオラが、なぜだか嬉うれしそうに訊いてくる。クリスはどぎまぎしながらもうなずく。

「クリスさんが、どうしてこんなに若いのにひとりで流れの傭よう兵へいなんてしてたのか。どうしてミィナさんに逢って、うちに来ることになったのか。……あたしが今ここで訊いたら、教えてくれますか？」

　顔をのぞきこまれるので、視線をそらしてしまう。

　それは、もちろん言えない。血で穢けがれた獣けものの、這はいずるような生せいを、ここでパオラに打ち明けることなど、できない。

「あたしがきらいだから？　それで教えてくれないんですか」

「い、いや、そんなことじゃなくて。ただ──」

　けれど、言葉に詰まったクリスを見て、パオラは柔らかく微笑ほほえむのだ。

「だから、たぶんミィナさんも同じです」

「え……」

「きっと、憎んでなんていませんよ。怖こわがってるだけです」

　なにも言い返せなくなる。真正面から、身じろぎもできないまま心臓を射い貫ぬかれたような気持ちになる。

　階下で、兵たちの訓練の声がいきなりぱったりと止やんだ。パオラがぴょんと飛び上がって手すりから身を乗り出す。

「フランさま、戻ってきたみたいです！」

　クリスもあわてて立ち上がる。中庭を見下ろすと、訓練兵たちが最敬礼する前を、金色の髪が優雅に横切って──

「あ、あれ？　西館に行っちゃいます」

　クリスたちの待つ本棟ではなく、庭の奥の別棟に向かうフランチェスカ。

「……たぶん、クリスさんとのお約束、お忘れですよ」

　ため息をつくと、クリスはバルコニーを離れ、階段に向かった。







　そのときのクリスは知らなかったが、ザカリエスコ城の西館はいわば後こう宮きゆうで、公爵家の女たちが主おもに使う棟であり、男性はたとえ重臣といえど近づかない。しかし、警備が厳重というわけではない。クリスは中庭の左手奥に向かったがだれにも見とがめられず、使用人が女しかいないことを少し訝いぶかしみはしたが、ホールの階段をそのまま上がる。

　あっさりとフランチェスカの部屋に通されたのは、やはり近衛このえの隊章のせいだろう。

「あら、ごめんなさい。クリスのことはすっかり忘れていたわ」

「やっぱり忘れてたのか……」

　扉に背中を押しつけて嘆息する。なぜ部屋の外にいて扉越しに会話しているのかというと、フランチェスカがやおら部屋着に着替え始めたからである。手伝え、などと言われたが、冗じよう談だんではない。

「お入りなさい」

　ようやく着替え終わったフランチェスカに招き入れられる。花びらを思わせる意い匠しようの、胸を強調した華美なドレスは、やはり鎧よろいよりもよほどよく似合う。

「近衛なのに着替えの手伝いもできないなんて。ジルベルトといい、男はだめね」

「近衛の仕事をなんだと思ってるんだ」

　クリスはあきれて、天鵞絨ビロード張りの椅い子すに帽子を投げ出す。

「戦争なのに、侍はべらせる近衛このえを趣味で選ぶなんて。兵たちは文句言わないのか」

「パオラがどうして、あたくしがいないときの指揮を任されるのだと思う？」

　──なんだ、いきなり。

「こっちにいらっしゃい。教えてあげるわ」

　訝いぶかりながらも近づいていくと、フランチェスカはいきなりクリスに身を寄せ、襟えりの間から胸に手を差し込んできた。クリスは十歩ほどもある距離を飛とび退のいて部屋の扉に背中をはりつけ、帯たい刀とうしていないのに腰の剣を思わず探っていた。

「……な」なにを、という声すら出てこない。

「意外に純なものね。傭よう兵へいだったくせに」

　舌をぺろりと出して唇をなめ、フランチェスカは妖よう艶えんに笑う。

「どう？　胸を直じかに触られると、まるで心をつかまれたような気になるでしょう」

「……なんの話だよ」

　火ほ照てりを感じて、指で襟に隙すき間まをつくりながら、クリスは訊きき返す。

「人はけっこう単純なものなのよ。身体からだをつかむことと、心をつかむことは同じなの」

　──それが、なんなんだ。

「騎士団には、たったひとり──すべての団員の素肌に触れたことのある者がいる」

　クリスは唇をこわばらせたまま固まる。

　素肌に触れたことのある者。

　──衛生兵。ニコロが診みない女たちも任されている、女の衛生兵。

「だからあたくしは、その者に旗を任せた。幼い頃ころからあたくしのそばで育って、あたくしの考えを最も肌で理解している、あの娘に。単純な話でしょう。あたくしも戦場でいつ斃たおれるとも知れない身。継つぐ者を見いだすのは責務よ」

　フランチェスカが喋しやべり終えると、クリスはようやく息をつける。

　どこまで本気なのだろう……いや、すべて本気か。パオラは事実、銀の雌めん鶏どりの旗を掲かかげて反転攻撃を指揮してのけたのだから。

「あたくしの命ある間に、泰たい平へいは来ないかもしれない。聖王国には三大たい公こう家けも、神官団も、みっしりと根を張っている。すべてを焼き払い、王家をあるべき姿に戻すには、百年でも足りないわ」

　クリスは息を吞のみ、若き主君の顔を見つめる。

「それがあたくしの敵よ」フランチェスカは微笑ほほえむ。「王家ではないわ。そのまわりで民を踏み敷いて、国を歪ゆがめている者たちよ。民を護まもらない者は君臨してはならないの」

　戦場での暮らししか知らないクリスには、三大公家の暴政など実感できるはずもなかった。それでも、フランチェスカの堅い意志をまぶしく思い、うつむいてしまう。

　──ぼくには、戦う理由なんてなにもない。

　──ただ、ミネルヴァにしがみついているだけだ。

「あたくしには、剣も槍やりも弓も扱えないわ。けれど、この目がある。言葉がある。ついてきてくれる者たちがいる。それがあたくしの、なにものにも勝る武器。だから、あるべき場所にあるべきかたちで備えるの。パオラもそう。……あなたも、ね」

　クリスは、はっとして顔を上げた。

　視線が、フランチェスカの愉ゆ快かいそうな笑えみとぶつかる。

「近衛このえをやめさせてくれと言いにきたのでしょう？　先せん凸とつ隊たいにでも回してくれと」

「どう……して」

　その通りだった。気け取どられていたのか。

「だって、窮きゆう屈くつそうだったもの。屍しかばねじゃない人間と一緒にいると息が詰まる、みたいな顔をいつもしてたわ」

　鈴を転がすようなフランチェスカの含み笑い。クリスは気恥ずかしくなって目をそらす。

「ミィナと一緒にいなきゃいけないのでしょう。近衛にいるのがいちばんじゃない」

「一緒に、いても……無駄かも、しれない」

　納な屋やの壁越しに、夜を過ごした、あのときのミネルヴァの言葉を思い出す。

　なにもできなかった。手を握にぎっていることしか、できなかった。それに──

　──ぼくが、殺す。

　──ぼくがまたこの手で、ミネルヴァを殺してしまう。

　その運命を喰くらうために、クリスはミネルヴァのそばにいるはずだった。けれど、クリスが遠ざかっていた方が、ミネルヴァの身を守れるのではないか。

　近衛に所属していては、それもできない。

　──そもそも、なぜぼくがまたミネルヴァを殺すんだ。

　──もう、敵じゃないのに。

　わからない。ミネルヴァも、このところはクリスと顔を合わせるたびにそっぽを向いてしまい、ろくに話もしていない。

「まだ、話してくれないのね？　ミィナとあなたの間にあったこと」

　フランチェスカの問いに、クリスは顔を上げられないまま、小さくうなずく。

「どうして？　話したら、騎士団にいられなくなるから？」

　クリスは身を固くする。フランチェスカは椅い子すに寝そべり、かすかな笑い声をたてた。

「ほんとうに隠し事のできない子ね。少しかまをかけただけなのに」

　耳が熱くなるのが自分でもわかった。爪つま先さきでいいように転がされている気分だ。

「まあいいわ。ミィナも最初はそうだった。なにも話してくれなかった」

　──ミネルヴァも。

　クリスは、いまだになにも知らない。自分の中の闇やみは一つ残らずミネルヴァに知られてしまっているのに、それと同じくらい──否いな、それよりもなお深い、彼女の暗くら闇やみのことは、なに一つ知らない。

　そのとき、部屋の外で声がした。

「フラン、入るぞ」

　クリスはぎょっとして振り向く。ミネルヴァの声だ。

「お入りなさいな」

　部屋に入ってきたミネルヴァは、肩口の大きく開いた可か憐れんなシュミーズを着ていた。戦闘や訓練のときには見られないかっこうで、思わずどきりとする。そんなクリスを見て、ミネルヴァは眉まゆをつり上げた。

「なんでおまえがここにいるんだ。西館は男子禁制だ」

「え、そ、そうなのっ？」

「クリスはいいのよ。近衛このえだし可愛かわいいし」

「関係あるかッ」

「着替えの手伝いも覚えてもらわないといけないし」

「な、クリス、お、おまえまさか」

「やめてよフラン……」

　クリスは嘆息し、肩を怒いからせて歩み寄ってくるミネルヴァを押しとどめる。

「近衛をやめさせてくれって話しに来ただけだよ」

「近衛をやめる？　どうしてっ」

　ミネルヴァが急に泣き出しそうな目になるので、クリスの胸はざわめく。

「いや、だって」

　少女の濡ぬれた漆しつ黒こくの瞳ひとみに、自分の顔が映うつり込んでいる。

　この眼で、こうして──クリスに殺される未来を、視みたのか。

「ぼくが近くにいたら、……危ない、だろ」

「あ、あれはっ、おまえがどこにいようと同じなんだ、宿命なんだから！　それなら、ずっとわたしの──」

　フランチェスカの愉たのしげな視線に気づき、ミネルヴァは口をつぐむ。

「どうしたの？　ちゃんと言いなさいな、ずっとわたしのそばにいろって」

「フランはいつもそういうことをっ」

　ミネルヴァはフランチェスカに嚙かみつき、それからいきなり不安げにしおれた視線をクリスに向けてくる。

「ほんとに近衛をやめるのか？　そんな、そんなことしなくても、わたしが」

「他ほかに配属するつもりはないわ。騎士団自体を脱ぬけるというのなら、あたくしに留とめる権利はないのだけれど。決めるのはクリスよ」

　フランチェスカは余裕たっぷりの表情で口を挟はさむ。

「だめだ、わたしのものなんだから！　わたしが許さない」

　口調と裏腹にすがりつくようなミネルヴァの目に、クリスは息をついて首を振った。

「……悪かったよ。やめたりしない」

　固い呼こ気きの塊かたまりが、ミネルヴァの喉のどから吐き出される。肩の力が抜けていくのがわかる。

「安心した？　ミィナ」

「安心ってなんだっ、わたしが心配してたみたいじゃないか」

「してたでしょう、泣きそうになって」

「なってない」

「ごめんミネルヴァ。ぼくが──」

「もういいっ、そんな話をしにきたんじゃない！」

　ミネルヴァはクリスの肩を突き飛ばし、言葉を遮さえぎった。

「フラン、出撃を早めてくれ。できれば明日」

「どうして？」

　訊きかれたミネルヴァは、ほんの一瞬、クリスに視線を向けた。その目には、濡ぬれた苦痛の余韻がたまっていた。

「暗殺部隊みたいなものが差し向けられている」

「……暗殺部隊？」

「よくわからない。囲まれるところと、手を貫つらぬかれて傷口が紫色になるところしか視みえなかった。……たぶん、毒だ」

　その言葉の中身よりも、ミネルヴァの口調がまるで麦の収穫量でも報告するような平へい坦たんなものだったことに、クリスはぞっとした。





８　ねじ曲がった毒刃







　ミネルヴァの使っている剣は、男が二人がかりでようやく持ち上げることができるほどの重さがある。幅が通常の剣の三倍、厚みも倍あり、下へ手たをすれば甲かつ冑ちゆうよりも重い。

「わたしの戦い方には、どうしてもこれが必要だと、最初からカーラに仕込まれたんだ」

　行こう軍ぐん中の馬上で、ミネルヴァはクリスにそう教えてくれた。鞍くらの片側に吊つったりすると馬が平へい衡こうを崩くずして歩けなくなるので、ミネルヴァが背中に真横にして担かついでいる。

「どんな先生だよ……女の子にそんな剣持たせるなんて」

　クリスはあきれてしまう。しかも、カーラ、という名前が出たときに、あぶみを並べていた騎士たちの顔が一様に引きつったのに気づいた。どうやらほんとうに有名人らしい。ミネルヴァとジルベルトの師匠というだけでじゅうぶん寒さむ気けがするが、教え方もやはり破は天てん荒こうだったわけだ。

「理に適かなっているじゃないか」ミネルヴァは頰ほおをふくれさせる。「カーラは言っていたぞ。人間が身につけられる金属の総重量は限られてる。すべての攻撃に反応できるなら、鎧よろいのように装甲を分散させずとも、全武装重量を可か動どう部分一点に集中させた方がいい。攻撃力も増す」

　それは机き上じようの空論じゃないのか、とクリスは思うのだが、ミネルヴァの予見と膂りよ力りよくとが、それを可能にしてしまっている。

「実際に振り回して見せたら、カーラもびっくりしていたけど」

　──思いつきで言ってみただけなんじゃないか？

　そこまで疑ってしまう。

「ともかく、わたしはあの戦い方しかできない」

　ミネルヴァはそう言って、行こう軍ぐん中の騎士団の長く続く列をふと振り返る。後にしてきたザカリエスコの街の城壁は、張り出した崖がけの陰に隠れてしまい、もう見えない。

「戦場で襲われた方が、まだましなんだ。街まち中なかで戦ったら絶対にまわりを巻き込む」

　それで出撃を早めるように頼んだのか、とクリスはうなずく。同時に、哀かなしくなる。

　暗あん器きを使う集団に襲われる未来を予見した、と聞いて、城の警備を増やし迎げい撃げきすればいいのではないかと提案したのはクリスだ。ミネルヴァはそれを一いつ顧こだにしなかった。フランチェスカも肩をすくめて、出撃準備の指示を出した。

　死の降りしきる戦場で、死を振り払う。そんな生き方しかできないのなら──それは、ひどく哀しい。

「なんだその目は。出撃が早まったのを恨うらんでいるのか？」

「え？　い、いや、ちがうよ」

　ミネルヴァの横顔をじっと見つめていたことに気づき、クリスはあわてて自分の腰の剣に目を落とす。

「ミィナ、小僧はせっかくの街なのにちっとも遊びやがらねえのよ。出撃が早くなってむしろ喜んでるぜ」

　まわりの男たちが口を挟はさんでくる。

「戦場が大好きなんだな。あきれたやつよ。ミィナと同じだ」

「娼しよう館かんに連れてってやったのに逃げ帰りやがってよ」

「なっ、お、おまえ、そんなところに行ってたのかッ！」

　ミネルヴァが髪を震ふるわせて、クリスのあぶみを蹴け飛とばす。

「行っただけだってば！　訓練にはちゃんと間に合っただろ」

「間に合ったとかそういう問題じゃないっ」

「ええと、じゃあどういう」

　クリスが顔をのぞき込もうとすると、ミネルヴァは口ごもってうなり声を漏もらし、ふいとそっぽを向いてしまう。男たちがそろって苦笑した。

「おまえはわたしの道具なのに、ふらふら遊び歩くなんて」

　明後日の方向にミネルヴァがぼそりとつぶやく。

「あ……ご、ごめん」

　クリスは拳こぶしを膝ひざに押しつける。

　──ぼくはミネルヴァの、雨あま除よけみたいなものなんだから。

「悪かった。ずっと、離れたりしないから」

「だから、そういうことじゃッ」

「え……そういうことでもないの？」

「う、うう、そ、そう、だけど、でも」

　顔をそむけっぱなしのままミネルヴァは言いい淀よどむ。さっきから足をせわしなく泳がせているので、馬が迷惑顔で何度も振り向いている。まわりの男たちはすでに爆笑している。

　クリスは馬体を寄せ、ミネルヴァに囁ささやいた。

「その、暗殺部隊っての、どんなやつらか、視みえた？」

　ミネルヴァは小さく首を振った。

「……鎧よろいの音がしなかった、くらいしかわからない。戦闘中じゃないと、像がぼんやりしていて、はっきり視えない」

　──ミネルヴァは、戦場にいた方が、生きやすいんだ。

　クリスは唇を嚙かむ。

　そのとき、隊列の前方で旗が小さく振られた。斥せつ候こうが戻ってきた合図だ。







　夕刻、聖王国軍の北上部隊と接せつ敵てきした。フランチェスカは騎士団本隊を森林の中で待機させると、クリスを含む少数を連れて視界の開けた場所に出る。

「やつらが駐ちゆう屯とんしている砦とりで、ありゃなんです？　見たことのない造りだが」

　百ひやく卒そつ長ちようの一人が、荒れ野を隔へだてた彼方かなたの崖がけの上にそびえる無ぶ骨こつな影を見て、隣のフランチェスカに訊たずねる。

「古い修道院を砦に転用したものだそうよ。やっかいな拠点ね」

　手に持った地図を乱暴な風にはためかせながら、フランチェスカはそうこぼした。

　クリスも、同様の砦をいくつか知っていた。女王直ちよつ轄かつ領りようの辺へん縁えん部ぶではパルカイの神々への信仰が弾だん圧あつされて、多くの教会や修道院が放棄されたのだ。

「おそらくあそこで南方面軍の合流を待っているのではないかと」

　古参の騎士がつぶやき、フランチェスカもうなずく。

「現時点でも二千そこそこはいましょう。どうやって食い止めます？」

「兵ひよう糧ろうだけ焼くわ」

　若き指揮官は即答した。

「砦正面に陽動をかけて、崖がけ下したから侵入するの」

「崖下から？　無理でしょう、どうやって」

「あの手の修道院は崖側にごみを捨てる大きな穴が切ってあるの。クリス、あなたなら砦をいくつも渡ってきたのだから、見たことがあるでしょう」

　唐とう突とつに話を振られ、クリスは驚きながらもうなずく。

「でも、今は使われてない。見える？　崖下にいくつもある白い出っ張り」

　フランチェスカが指さす先に、クリスは目をこらす。たしかに、崖がけの勾こう配ばいが地面に近づいて緩ゆるやかになったあたりに、いくつも白いものが見える。あれは──

「人骨よ」

　男たちがぎょっとした顔になった。屍しかばねだという事実を知らされたからではない。戦いくさ人びとはそれだけのことでは驚かない。人骨が、人の形をとどめていたからだ。

「昔、パルカイ教会ではよくやっていた罰だそうよ。特殊な油に漬つけ込んで身体からだを固めて死なせて、供く物もつにするのですって。王国軍も気味悪がって投棄口に近づかないのね」

「俺おれたちも近づきたくないがな……」

「踏んで崩くずしたら罰が当たりそうだ」

　猛も者さたちが、真剣に顔を曇くもらせる。パルカイの神々への畏おそれは、東国ではまだ根強い。フランチェスカは薄く笑って肩をすくめた。

「実動隊は、不信心者を選よりすぐるわ」







　夜を待ち、銀ぎん卵らん騎き士し団だんは二手に分かれた。派手に松明たいまつを灯ともした陽動部隊はフランチェスカの指揮のもと、森を出た。すぐにでも砦とりでの物もの見みに発見されるだろう。

「……じゃあ。もう少ししたら、い、行きましょう」

　暗くら闇やみの中で、パオラが振り向いて言った。彼女が率ひきいる部隊は二百名ほど。クリスも後に続く者たちを見やる。若い兵ばかりだ。隣にはミネルヴァの赤い髪がある。ジルベルトまでこちらにいるのだから、フランチェスカの言う近衛このえが本来の意味ではまったくないのがよくわかる。気に入った者をそばに置いているだけで、作戦のために必要とあらば身辺警護の任務などためらいなく解いて前線に送り込むわけだ。

「下調べのときに、ジルベルトさんが崖に目印をつけてますから、え、ええと、全然見えないかもしれませんけどジルベルトさんについていって、五人、登とう攀はんして縄なわ梯子ばしごを下ろします。一本につき一度に二人まで。敵に見つかったら、ええと、梯子の途中でも下りて散開してください。上に残った人たちだけで作戦を続けます。食糧は全部焼かなくてもいいので、深追いはだめです」

　たどたどしく作戦内容を一気に喋しやべって、額ひたいに手をやり、ふうと息をつくパオラ。最後の号令だけは、無む理り矢や理りにでも背せ筋すじを伸ばし、力強く言った。

「武運を。出ます！」

　夜や陰いんと荒こう野やを渡る強い風にまぎれての進軍だった。クリスはふと、声をひそめて隣のミネルヴァに訊たずねる。

「……ねえ、襲われるのって夜だった？」

「わからない、と言っているじゃないか」むすっとした答えが返ってくる。「しつこいな、おまえは。わたしだってなんでもかんでも視みえるわけじゃない」

「そうだけど……」

　細々とした声は、風に押おし潰つぶされてしまいそうだ。

「でも、ミネルヴァは今いま頃ごろ、まだザカリエスコにいるはずだったんだろ。それなら、襲われる未来も、なくなっているかも」

「それもわからない」

　ミネルヴァは冷たい風に目を細める。

「あれ以来、予見していない。それに、命運の流れはそれくらいのことじゃ変わらないんだ。いつもそうだった。ほんのわずかの差で、刃やいばを、矢を、躱かわす。そういうやり方でしか変えられない。そんなことをしていれば、いつか──」

　いつか。

　その先の言葉は、暗くら闇やみと、軍ぐん靴かが荒れた土を踏む音とに吞のみ込こまれる。

「……だ、だからっ」

　取り繕つくろうようにミネルヴァは声の調子を上げた。

「だから。おまえがいるんだ。そのためだからな？」

「う、うん。わかってる」

「おまえはただの矢や除よけの盾たてみたいなものなんだからな！　ほんとにわかってるのか？」

「わかってるよ。なんだよ、そんな当たり前のこと」

「あ、当たり前だとッ？　おまえ、わ、わかっててあんな、ことあるごとにあんなこと言ってたのかッ」

「なに怒ってるんだいきなり……」

「おいミィナ静かにしろ」「作戦中だぞ」「痴ち話わげんかは帰ってからにしろ」

　方々からたしなめられ、ジルベルトには剣の柄つかで腹を突かれ、ミネルヴァはむくれ顔のまま黙り込んだ。

　──護まもりきれるだろうか。

　太た刀ちの柄に手をやり、クリスは思い詰める。

　──獣けものは眠ったままだ。今、死の命運が襲ってきたら……

　──ぼくはそれを止められるだろうか。

　迫ってきた崖がけと修道院の威圧的な黒い影が夜空の星を遮さえぎり、クリスの不安を吞み込む。

　崖の足あし下もとに突き立った人骨は、なかば砂岩と同化していて、しみた油がどう変化したものか、星明かりをぬめるように照り返している。近づいて見るとだれもが言葉を失う。

　砦とりでのあちら側がわから、無数のわめき声が聞こえてきた。夜空に炎の色がわずかに差す。フランチェスカの陽動隊が攻撃を始めたのだ。

　パオラの指示は、肩に触れさせた手だけだった。ジルベルトが最初に崖を駆かけ上がった。黒い鎧よろいが音もなく岩壁に溶け込み、まったく手を使っていないようにさえ見える。クリスを含む四人がその後に続いた。背中の縄なわ梯子ばしごがひどく重い。影が伸びるように音もなく登っていくジルベルトが信じられない。

　登り切ったところは、建物の一部というよりはただの洞ほら穴あなだった。真っ暗闇でよく見えないが、かなりの広さがあり、古い埃ほこりの匂においがたっぷりと溜たまっていた。

　穴の縁ふちに杭くいで梯子はしごを打ちつけるときが最も気を遣つかった。大きな音をたてては気づかれてしまう。経路を確保すると、最初にミネルヴァたちがわずかな火種を抱えて登ってきた。松明たいまつを手にした次の十人が穴蔵に上がりきったとき、重たい岩がこすれ合う音がした。

　クリスはジルベルトとほとんど同時に反応していた。背後から差し込んできた明かりの源みなもとに駆かけ寄り、抜ばつ刀とうしたままの勢いで剣先を打ち込む。ランタンを手にした若い王国軍兵は岩戸の向こうで血を吐いて倒れた。ジルベルトはさらに戸の外に飛び出し、声をあげようとしていたもう一人の兵を一刀のもとに斬きり捨すてる。

　いけるか。登とう攀はん打ち切りか。闇やみの中でほんの一瞬、クリスはジルベルトと視線を交かわした。曲がりくねった急きゆう勾こう配ばいの通路の奥から、さらなる足音と声が聞こえてきた。

「おい、だれかいる」「倒れてるッ」「隊長呼べ！」「ああああッ」

　ジルベルトは穴の縁に取って返し、下に向かって手で合図する。

「中止、中止です！　下りて！」

　パオラの声が聞こえた。

　無数の松明に火が灯ともされ、穴蔵の中に潜入部隊の姿が浮かび上がる。間に合ったのは五十人にも満たない。ジルベルトに続いて、松明の火が続々と通路に流れ出ていく。

「敵──」

「なッ、こっちからもッ？」

　うろたえる王国軍兵の口に剣を叩たたき込こみ、斬きり伏ふせながら通路を下っていく。修道院全体が揺れているのがわかる。古い石造りが今にも崩くずれそうな気さえする。

「雑ざ魚こにかまうな、地下まで一気に抜ける！」

　先頭のジルベルトが叫んだ。狭い通路では横から敵が一人来るだけで隊列が分断される。脇道に王国軍兵の鎧よろいが見えた瞬間、クリスはその腕の付け根を叩き斬る。跳はね飛んだ槍やりが壁にぶつかって火花を散らす。

　下調べをしたときにジルベルトが目星を付けた地下倉庫は、たしかに食糧の保管場所だった。五人いた歩ほ哨しようをほとんど一瞬で斬きり殺ころすと、積み上げられた木箱や布袋に油を撒まいて火を放はなつ。天井の高い倉に、きな臭い粉ふん塵じんが充満する。立ち上がった炎が、天井を支える太い石柱や壁のアルコーヴを照らし出す。

　倉庫ではなく、墓所かなにかではないか、とクリスは見回して思う。かなり奥行きがあるらしく、これだけの炎なのにあちらの壁が闇に吞のまれて見えない。

「ジルベルト、敵さん押しかけてきたぜ」

「おい、ここはどん詰まりじゃねえか、通路で押し合うのか」

　入り口近くにいた兵が叫んだ。ジルベルトが即答する。

「荷を扉の前に積んで燃やせ。時間稼かせぎだ。ミネルヴァ！　奥の壁が崩れかけているからぶち破れ。そこから出る」

「わたしの剣は工具じゃないぞ！」

　文句を言いながらも大剣を担かついで、石柱の間を奥へと向かうミネルヴァ。

　その足が、不意に止まった。

　柱の裏側から、炎にあぶり出された影が伸びているのを、クリスも見つけた。

　ミネルヴァが柱ごと叩たたき斬きろうと大剣を振りかぶったとき、声が飛ぶ。

「──ま、待って！　待ってください」

　明かりの中に出てきたのは、質素な灰色の衣ころもを身体からだに巻きつけた年若い女だった。頭と腰に巻いた帯は、パルカイの神々に身を捧ささげた修道女であることを示している。しかも一人ではない。同様の服装をした女がさらに数人、真っ黒な司祭服を着た禿とく頭とうの男も三人、怖こわ々ごわと顔をのぞかせる。

「なんだおまえたちは」

　剣を突きつけたままミネルヴァが訊たずねた。クリスもそばに駆かけ寄る。背後から、騎士団の者たちが詰め寄ってくる。修道女たちは怯おびえて、また柱の陰に戻ろうとする。

「み、見ての通りです」

　司祭服の男が両手をばたつかせながら言った。

「聖都サンチユリオから追われ、ザカリアの教会に頼ろうと、途中でこの修道院に寄ったら、王国軍がやってきて、ここにぶちこまれ」

　クリスはミネルヴァの、それから傍かたわらにやってきたジルベルトの顔を見た。

「女たちも頭の帯をとれ」

　ジルベルトが冷たく言った。ほんとうに神職かどうか疑っているのだ、とクリスは気づく。修道女たちは顔を見合わせていたが、司祭たちになにか囁ささやかれ、おのおのの帯を解いて衣を頭から外した。

　司祭たちと同様、幼少の頃ころに薬で脱毛した、なめらかな頭だ。神に身を捧げた、たしかな証あかしである。

「わかった。もういい」

　ジルベルトが息を吐き出すように言い、ミネルヴァも、他ほかの騎士たちも剣を下ろす。

「おまえたちも我々の後から逃げてかまわないが、一いつ切さい手は貸さないし、命の保証はない。近くにいたら巻き込まれて死ぬと思え」

　司祭はそろって何度も何度も頭を下げた。

　そのとき、クリスはふと違和感を覚えた。ミネルヴァが地下堂の最奥の壁を大剣で打ち壊している間も、それは消えなかった。

　──こいつら、なにか妙だ。

　神職にあるのは疑いようがない。しかし、どこか雰囲気がおかしい。

　そう、目だ。

　ジルベルトに追及されている間、彼らの視線が、他の者たちにも向けられていたのだ。とくに、ミネルヴァに。まるで、見けん分ぶんするかのように。

　──気にしすぎだろうか。

　不意に、背後の炎が大きく揺らいで、壁に投げかけられていた石柱の影が激しく踊り狂った。空気の流れが変わった──壁に大穴があいたのだ。

「全員出ろ。わたしがしんがりをやる」

　ミネルヴァの声に、隊の全員が走り出した。背中に吹きつける炎の音に、積み上げた箱が崩くずれる音、戸が軋きしむ音、そして追っ手たちの怒ど号ごうが混じる。大きく崩れた穴の外には、左右の壁にずらりとくぼみが並んだ息苦しいほど天井の低い空間が見える。

　──納骨堂か。

　クリスの抱いていた違和感が、はっきりと固こ化かしたのは、クリスとミネルヴァを残して隊の者たちが納骨堂へと抜けたときだった。破った穴を遠巻きに見ていた司祭や修道女たちが、忍び足で近づいてきたのだ。

　殺気が、クリスの腕を疾はしらせた。

　頭ず蓋がいの継つぎ目にまでしみるような致命的な金属音が堂内に響いた。修道女の一人が衣ころもの下から伸ばした針のような剣と、クリスの太た刀ちとが交差し、ミネルヴァの脇腹に触れそうなほど近くで震ふるえている。

　彼女の反応もまた雷らい撃げきのようだった。跳とび退すさりながら大剣を払い上げ、左手から斬きりかかってきた司祭の腕を短刀ごと斬り飛ばす。

「おまえッ」

「ミィナどうした！」「なにが──」納骨堂から騎士たちの声が飛んでくる。

「いいから行け、留とどまるな！」

　ミネルヴァは叫びながら、修道女二人の胴体をまとめて断ち割る。血ち塗まみれの衣の下から無数の細い短剣が転がり出る。三人に囲まれたクリスは、首筋をかすめる刃やいばを躱かわしながら一人の腕を切り裂さき、その女の身体からだを突き飛ばして残り二人にぶつけながらミネルヴァのすぐそばに駆かけ戻る。

　もはや司祭も修道女も全員が神職の貌かおをかなぐり捨て、刃を手に二人を包囲している。

　──どうして。神に仕える身なのに……

　ぞっとする。同どう朋ほうが何人も斬きり倒たおされたというのに、残っている者たちの目には揺るがぬ殺意しかない。

「テュケー神殿の者か」

　ミネルヴァがうめき、クリスもようやく気づく。

　神職なのはたしかであった──しかし、パルカイの神々に帰き依えする者たちではない。

「聖王国の……？」

　クリスはつぶやき、襲撃者たちを見回す。司祭の一人が口元を歪ゆがめる。

「ミネルヴァさまとここでお逢あいできるとは僥ぎよう倖こう。ザカリアまで行く手間が省はぶけた。テュケーの神の御お計はからいと存じます」

　──これか。これが、ミネルヴァの巡めぐり逢う死か。

　──聖王家からの、刺客？

　それ以上の言葉はなかった。背後の穴に逃げようと背中を見せた瞬間にやられるだろう。ミネルヴァの予見がたしかなら、あの刃やいばには毒が仕込まれている。

　──それに、こいつらは死ぬのを怖おそれない。

　──一瞬で……

　全滅させるしかない。その思いが、触れた肩からミネルヴァにも伝わった。

「──ァアッ」

　どちらからともなく発した気合いが遠くの炎を震ふるわせた。二人の肩が離れた瞬間、無数の刃の光が闇やみの中で交錯した。ミネルヴァの剣を腹に受けた司祭の身体からだが石柱に叩たたきつけられ、天井から石の破片が降り注そそぐ。

　クリスは毒刃で髪先をざっくりと切られながらも身をひねり、二人の修道女の間に飛び込んで一刀で肩を切断した。一人が声一つ漏もらさずに倒れる。噴ふき上がる血ち煙けむりの向こうから、もう一人の女が仲間の屍しかばねを踏みつけながら飛びかかってきて剣を振り下ろす。刃先が耳をかすめ、肩当てをえぐった。土床に転がり、背中をしたたかに打ちつける。仰あお向むけになって太た刀ちを持ち上げ、すんでのところで喉のどを貫つらぬこうとした刃を受け止める。冷たい狂気に染まった修道女の眼が真上にある。

「クリスっ」

　声と同時に、視界を分厚い光が薙ないだ。ミネルヴァの大剣が、クリスにのしかかっていた女の胴体に叩たたき込こまれたのだ。腹を深くえぐられたその女は、剣を取り落として身を二つに折りながら、よろよろとミネルヴァにしがみつく。

　その背後にもう一つの気配を感じ、クリスは息を吞のんで身を起こした。

　腹を斬きられた女が、血に吞まれた喉からさらに血しぶきを噴き出させて前にのめった。その衣ころもの胸が内側から張り裂さけ、血ち塗まみれの鋭い切きっ先さきが突き出される。背後にいた司祭の最後の一人が、女を背中から刺し貫いたのだ。

　──仲間の身体を煙えん幕まく代わりにするのか！

　ミネルヴァは目を剝むいて女の骸むくろを振り払おうとする。しかしその骸の胸板を突き破って、毒と血で濡ぬれた剣が迫る。

　クリスはほとんど無意識に手を伸ばし、突き出た剣先を遮さえぎった。痛みなど感じている余裕はなかった。ただ、刃を押しとどめようと腕に、指に、力を込めた。それでも勢いを殺せず、クリスの手を貫通した毒刃は、ミネルヴァの二の腕に届いて一筋の傷をつける。滴したたる血を見て、クリスは絶望でそのまま黒紫の目まいの中に吞のみ込こまれそうになる。

　──ミネルヴァを……傷つけさせた。

　──毒が……

　手のひらから、ずるりとなにかが抜け落ちる感触。ようやく、腕が何重にもねじくれたような痛みがやってくる。唇に歯をきつく食い込ませ、意識の切れ端に、視界の隅すみを焦こがす炎の色に、広がっていく痛みに、しがみつく。

　目を開く。司祭と修道女の首が、いつの間にか血ち溜だまりの中に転がっている。

　──ミネルヴァ。ミネルヴァは？

　首を巡めぐらせるだけで、全身の血が泡立つような感覚がクリスを酩めい酊ていさせる。

　ミネルヴァは大剣を支えに、穴の縁ふちの壁にもたれていた。腕の傷が紫色に腫はれ上あがっている。そばには、戻ってきた騎士たちの姿がある。

「おいクリスおまえも──」

　寄ってきた騎士の手を振り払い、クリスは立ち上がってミネルヴァに近寄った。まぶたがわずかに開かれる。

「……ばか、……動くな、おまえの……方が、毒……」

　クリスは胸の短剣を鞘さやから抜き、ミネルヴァの膨ふくれあがった傷口に刃やいばを滑すべり込ませる。

「クリスおまえっ」「そんなことしてる場合か、扉が破られるぞ！」

　傍かたわらの兵が悲鳴に近い声をあげたが、クリスにはすでに聞こえていなかった。毒に冒おかされた肉をえぐり取り、あふれ出す血に口をつける。吸っては吐き捨て、を繰り返しているうちに、目の前は再び、のたくって絡からみ合う数千の紫色の蛇で埋め尽くされる。手足の感覚はすでに麻ま痺ひの中に沈みきっている。

　クリスとミネルヴァは、同時に床の上に崩くずれ落ちた。

　青ざめた少女の顔の向こうで、炎が折り重なって身をくねらせ、暗い空を舐なめている。

　──また、みんな燃えてしまう。

　──血が広がっていく。

　──護まもるって……言ったのに。

　──なんだ、ぼくの腕は。動かないのか。

　──これだけ殺したのに。

　──死なせるのか。

　──母かあ様さまみたいに、死なせるのか。

　──母様みたいに。

　──母様……





　　






　全身が灼やけるようだった。暗い天井がぐるぐると回っていた。

　だれかが苦い液体や乾いた草の葉を何度もむりやり口に含ませた。吐き気で腹がねじれそうだったが、吐こうにも身体からだが動かなかった。

「保もつのか」「わからん」「普通なら即死だ」

「あたくしの可愛かわいい近衛このえよ。絶対に死なせない」

「クリス！　ばか、勝手に死んだら赦ゆるさないからな！」

　耳に入ってくる言葉さえ、引ひっ搔かくような痛みに感じられた。高熱のせいで意識はかすみ、だれが喋しやべっているのかさえわからなかったが、薄く開いたまぶたの向こう、新月のような視界の切れ端に映うつる少女の顔、炎の色の髪、泣き濡ぬれた黒い瞳ひとみ、自分の名を呼ぶ声だけははっきりとわかった。

　──母かあ様さま？

　クリスは、手のひらの中のぬくもりにしがみついた。

　──母様、赦ゆるして。

　──助けられなかった。

　──母様……

　地の底の底にまで続くごつごつした洞ほら穴あなに、裸で放ほうり込こまれたようだった。絶え間ない痛みの中を、クリスは落ちていった。岩肌を搔かきむしる指が焼けただれ、溶けていく。

「母様──」

　いつの間にかクリスは、あの夜にいる。

　燃える倉、崩くずれかけた屋根、背を炙あぶる炎と裏腹に熱を失っていく母親の骸むくろ。

「母様！」

　だれかの手を握にぎりしめながら、何度も何度も呼んだ。熱いしずくが、クリスの頰ほおを、胸を、焦こがした。





　　






　目を覚ましたときも、世界は小こ刻きざみに揺れていた。伝わってくる震動が、ぼんやりした頭痛と入り混じって、しばらくの間は自分が仰あお向むけになっているのだということもよく吞のみ込こめなかった。

　二つの顔が、のぞき込んでくる。ようやく焦点が合う。片眼鏡の男と、栗くり色いろの髪の女。

「……クリスさん？　わかりますか、見えてますかっ？」

　パオラがクリスの目の前で手を振ったり、まぶたを指で強引に開こうとしたりする。クリスはその手を押しのけ、うなずこうとする。首の筋がまだ膠にかわで固めたようだ。声を出そうとして、口の中が妙な感触でいっぱいになっているのに気づく。

「ああちょっと待て、息吸い込むなよ。喉のどに詰まるぞ」

　ニコロがクリスの唇に指をねじ込んで開き、なにか湿った緑色のものを引っぱり出した。練った薬の塊かたまりだろうか。パオラの顔はぱっと視界から消える。

「クリスさん目ぇ覚ましました！　フランさま！」

　声が遠ざかる。後に残るのは、ふやけた沈黙、せわしなくぶつかり合う金属音。武器を積んだ馬車の中だ、とクリスは気づく。動いている、ということは、行こう軍ぐん中なのか。

「おまえの肉とか骨とか全部磨すり潰つぶして、薬にして売ったら大もうけだろうな」

　ニコロがだらしなく脚を伸ばして苦笑する。

「どんな身体からだしてんだ。あんだけの毒で生きてるなんて見たことねえぞ」

　──毒……

　クリスは跳はね起きた。全身に痺しびれと痛みが走り、身をよじって悶もだえる。

「元気だなあおまえ。歩いて行くか？」

「ミネルヴァ──」

　干からびた声が喉のどを刮こそげながら漏もれ出る。その痛みに、クリスは激しくむせる。

「……ミネルヴァは。どう、どうしたんですか、まさか」

　ニコロはあきれた顔になり、息をつき、矢束のぎっしり詰まった籠かごの奥を指さす。床に布が乱雑に敷かれて、紅あか色いろの髪が広がっている。クリスは積み上げられた武器を押しのけて這はい寄よった。ミネルヴァの顔にはほとんど血の気がないが、胸がかすかに上下しているのがわかる。

「ふたりとも丸二日起きなかった。ほんとはおまえの方が重症なはずなんだけどな」

　背後でニコロが言った。

　──丸二日。そんなに。

「ま、峠とうげは越えたよ。今、ザカリエスコに戻るわけにはいかねえからな。強行軍だ」

　水もらってくる、と言ってニコロが出ていってしまってから、ようやくミネルヴァはまぶたを開いた。

　目が合うと、ふいと視線を幌ほろの外に投げてしまう。射さし込こむ陽ひが馬車の板床を朱色に染めている。夕ゆう映ばえだろうか。それとも朝焼けだろうか。どちらにせよ、眩まぶしい。

　ミネルヴァの二の腕に目をやろうとすると、眼球が角張ってしまったかのように痛む。肘ひじのあたりに包帯を巻いているのが、かろうじて見えた。

　クリスは自分の膝ひざに爪つめをたてる。

「ごめん」

「……なにがだ」

「ミネルヴァを。……死なせるところだった」

　唐とう突とつに起き上がり、眩くらんだのかクリスの胸に倒れかかりながら、喉のど頸くびを鷲わしづかみにしてくるミネルヴァ。

「おまえがっ」喉に食い込んだ爪が震ふるえる。「あんな、無む茶ちやな止め方をして──毒なんてほとんど残ってなかった！」

　クリスはミネルヴァから離れ、右手を持ち上げた。口で包帯をほどく。

「なにやってるんだ」

　止めようと伸びてきたミネルヴァの手を払いのける。ぐずぐずになった傷口は、ふさがりかけている。凝ぎよう固こした血が、蠢うごめいているような気がする。

「いいからじっとしてろ、ばか！」

　乱暴な手つきで包帯をまた巻きつけられる。その上からミネルヴァはクリスの手をきつく握にぎってきた。

「……わたしが視みたのは、自分の手が貫つらぬかれるところだ」

　顔をそむけているので、あごと声が震えていることしかわからない。

「こんな。……こんなねじ曲げ方をしろなんて、言ってない」

　──でも。

　──他ほかに、どうしろっていうんだ。

「どうして。……おまえは、こんな、ことまで」

　──どうして、って。だって、ミネルヴァは。

　──ミネルヴァは、ぼくの……

「おまえの母親は死んでるんだ」

　ミネルヴァの言葉に、クリスの中の、古い骨で囲まれていたなにかが、砕くだかれた。

　唇をわななかせ、呆ぼう然ぜんとミネルヴァの顔の輪りん郭かくを見つめる。

　──母かあ様さま？　どうして、母様の話なんて。

「おまえがずっと呼んでた」

　クリスはこわばった息を吞のみ込こむ。そう、たしかに、呼んでいた記憶がある。だれかの手を──おそらくはミネルヴァの手を、握にぎりしめながら。

「なんべん呼んだって帰ってこない。おまえが喰くらった」

　──そうだ。母様は、助けられなかった。でも、ミネルヴァは。

「わたしだって、母を助けられなかった！」

　ミネルヴァが唐とう突とつに激した。クリスは青臭い唾つばを飲み下す。

　──ミネルヴァの、母親？

　はっとした顔になり、口を手で押さえるミネルヴァ。

「なんでもない。おまえには、関係ない」

「でも」

「おまえは、ただ、わたしの──近くにいればいいんだ。こんな。こんなことまでして」

　傷ついたクリスの手首に、きつく指を巻きつけるミネルヴァ。

「ばかじゃないのか。なんになるんだ。母親のかわりに、わたしを……なんて」

　言葉が傷口をえぐる。

　なにも答えられない。ただ、ミネルヴァの手を握り返すことしかできない。







　馬車がやや速度をゆるめ、幌ほろの口から人影が上がり込んできた。ミネルヴァはクリスの手を近くの木箱に叩たたきつけると、隅すみの方に後ずさって丸くなる。

　金色の髪が、立てた槍やりの並びの間に見えた。フランチェスカは無言で、まずクリスのそばにかがみ込むと、襟えりをかき分けて素肌の胸に手をあててきた。

「わ、や、フラン、怪け我がしてるのはそこじゃっ」

　クリスは驚いて逃げようとするのだが、痛みのせいで床に手をつけず、動けない。

「フランっ、ま、またそういうことをッ」ミネルヴァも真っ赤になって割り入ってくる。

「二人とも暗い顔をしているから、クリスがてっきり死んでしまったのかと」

「生きてるよ、見ればわかるだろ！」

　クリスはフランチェスカの手を振り払って、着衣を正した。

「ジルに聞いたわ」

　フランチェスカはしれっとした顔で籠かごの一つに腰を下ろした。

「襲ってきたのは、たしかに僧だったのね？」

　ミネルヴァはちらとクリスに視線を走らせ、うなずく。フランチェスカは大きく息を吐いて、額ひたいに手をあてた。

「迂う闊かつだったわ。あの予見は、外れるものと思ってた。見知らぬ者たちに毒で、なんて」

「フランがわたしをそこまで見くびっているとは思ってなかった」

「だって、クリスに殺されるという予見は、まだ消えていないのでしょう」

　ミネルヴァとクリスが同時に息を吞のむ。

　──そうだ。ぼくが太た刀ちで、ミネルヴァの頭を刺し貫つらぬくという、予見。

　二つの死の未来は、矛む盾じゆんする。

「知らない連中に殺されるより、クリスに殺される方が、ずっとあり得るっていうのか」

　ミネルヴァの声は、はっきりと怒っているのがわかる。驚いたことにフランチェスカはためらう様子も見せずにうなずいた。

「どうしてっ」

　ミネルヴァに嚙かみつかれても、フランチェスカはじっとクリスに目を注そそいでいた。

　ぼくは殺したりしない。そう断言できない自分が、もどかしい。

　──なにか知っている。この人は、ずっとずっと深いところを、知っている。

　クリスはそう感じた。やがてフランチェスカは視線を外し、首を振って口を開く。

「だって、ミィナ個人を狙ねらって殺そうとする勢力が思い当たらないわ。王国側にはミィナのことは知られてもいいと高をくくっていたの。王おう配はい候こうはミィナのことを殺そうとするはずがないし」

「……あれは、テュケーの巫み女こと神官たちだった」

　ミネルヴァの言葉に、フランチェスカははっとなり、それから暗い顔でうなずく。

「聖王家のまわりも一枚岩じゃないというわけね」

　ミネルヴァと王家と、どんなつながりがあるのか。訊たずねようと口を開きかけたクリスは、フランチェスカがこちらに一瞬だけ向けてきた雄弁な視線で、押し黙ってしまう。

　ミネルヴァが話してくれるようになるまで待て。そう言っているのがわかった。

　クリスの言葉を殺したのを確かめたフランチェスカは、ふと口元をゆるめる。

「……あのね。ほんとうは、あなたたち二人ともザカリエスコに連れて帰って、あたくしの部屋に閉じ込めて、動けなくなるくらい絹織物をたっぷり着せて愛めでたいの。あたくしの可愛かわいい近衛このえがこれ以上傷つくなんて見ていられないわ」

「フラン、いいかげんにしろ」

　ミネルヴァがむくれ顔でぼそっと言った。

「わたしは戦うために騎士団にいるんだ。剣が握にぎれる限り戦う」

「……そうね。二人とも、動けるのであれば、次の戦場でも働いてもらうことになるわ」

　フランチェスカはため息混じりに言った。どこまで冗じよう談だんでどこから本気なのかわからない。クリスも、そばに横たえてあった太た刀ちを引き寄せ、うなずく。

「どこに向かってるんだ。砦とりではどうなった？」

　まだふらつく頭を強く手で押さえながら、ミネルヴァが訊たずねた。

「連中の合流を遅らせて多少時間稼かせぎができただけね。ようやく昨日、聖王国軍全体の動きがつかめたの。四方面からの軍がメドキアに集まりつつあるわ」

　メドキア。聖都サンチユリオに最も近い公国であり、大教会を追われた総主教が逃げ込んだ先だ。

「総勢は」

「三万くらいね」

　クリスはぞっとした。プリンキノポリ遠征でさえ、費ついやされたのは二万に過ぎない。

「あたくしたちが間に合わなければ、メドキアは三日で落ちるわ」

　焼き印を捺おすような平たい口調でフランチェスカはつぶやいた。





９　包囲戦







　七公国が集つどったプリンキノポリの盟めい約やくは、後こう世せいの史家から、稀き代たいの愚ぐ策さくであったと評されている。実際この後にフランチェスカ・ダ・ザカリアの手によって破棄され新たな軍事同盟が締結されるのだが、それまでプリンキノポリ盟約は公国軍の足あし枷かせであり続けた。

　その最大の理由は、絶対的な相そう互ご安あん全ぜん保ほ障しよう条じよう約やくだったこと──つまり、どの国の領地を攻められても、残りの六国が直ちに派兵しなければならない、という硬直化した約やく定じようだったことである。

「あたくしがもう十年早く生まれていれば、あんな盟約は結ばせなかったのに」

　馬車の中でフランチェスカは忌いま々いましげに語った。

「軍の動きをいいように操あやつられるだけよ。愚おろかにもほどがあるわ」

　長く聖王国軍に身を置いていたクリスにも、うなずけるところだった。少し怪け我がをしただけで、そこを手で押さえてのたうち回る子供のようだ、と連合公国軍を揶や揄ゆした将軍もいる。

「でも、どうしてそんな約束にしたんですか」

　干した薬草を揉もんで粉にする作業を続けながら、パオラが訊きいてきた。

「あっちこっちにあるパルカイ教会を守るためよ。総主教さまがそうしてくれって泣きついてきたもんだから、お祖じ父い様さまたちも吞のむしかなかったの」

　テュケーの神を戴いただく聖王家に反はん目もくするためには、どうしても精神的支柱としてパルカイ教会を利用するしかなかったわけだ。だから、盟めい約やくは七公国領内のどこでもなく、パルカイ総本山のプリンキノポリで結ばれた。しかし聖王家も、連合公国軍と教会とのつながりが脆ぜい弱じやくであることを見抜いていた。各地の司し教きよう領りようはまっさきに踏ふみ潰つぶされ、彼らの元もと締じめであるパルカイ総主教はプリンキノポリの荘そう重ちような大教会を捨てて、メドキア公の膝ひざ元もとサンカリヨンに逃げ込んだ。

　後に残ったのは、まったく機能しなかったうえにわずらわしいだけの盟約である。

「やるなら教会の名のもとに、公国総軍を結成すべきだったのよ。いきなり大教会が落とされて、その機を逸いつしてしまったのだけれど。王国軍も目め端はしが利くものね」

　クリスは目をそらしてしまう。

　プリンキノポリの教会を陥かん落らくさせたのは、他ほかでもない、クリスだ。

「ザカリア公爵さまが呼びかけてザカリエスコで結成するのではいけませんか？　諸国からも尊敬されている方ですし」

　パオラの問いに、フランチェスカは肩をすくめる。

「けっきょく、女王陛下に刃向かうためには、教会のご威光が必要なわけ。人はそういう力でしか動かないものよ。あたくしたちにも、女王陛下に匹ひつ敵てきする旗はた印じるしがあれば──」

「もうその話はやめろ。旗印なんて関係あるか。王国ごと叩たたき潰せばいい」

　さっきからずっと不ふ機き嫌げんそうだったミネルヴァが、クリスの向かいで小窓の外にじっと目をやりながらぼそりと言った。その語調に含まれた棘いばらに、クリスはぎくりとする。

　二人が毒による死の淵ふちから這はい上あがって、もう三日たつ。あれ以来、ミネルヴァはずっとクリスに口をきいてくれなかった。けれど、病やみ上がりだからということで二人とも馬車に押し込められての行こう軍ぐんだったのだ。武器を収めた箱の間の狭い空くう隙げきに身体からだをねじ込み、足先が触れあいそうになるのに、目も合わせず言葉もない。拷ごう問もんのようなものだった。おまけに、久々に口を開いたかと思えば、これだ。

　フランチェスカは薄く笑ったきりで、ミネルヴァからパオラに目を戻す。

「だからあたくしたちはこれから総主教さまに恩を売りに行くわけ。サンカリヨンが包囲される前にたどり着けるか、微妙なところね」

　そのとき馬車の外に蹄ひづめの音がひときわ大きく近づいてくるのが聞こえた。

「フラン様」

　カーテンをたぐると、小窓の外にジルベルトの顔。馬で馬車に並走しているのだ。

「四里り先に聖王国軍が陣を張っています。サンカリヨンの包囲も始まっているもよう」

「間に合わなかったわけね……しかたないわ。他の軍と合流しましょう」

「間に合ったら合流せずに街に突っ込むつもりだったのか」

　あきれたクリスは思わず口に出してしまう。

「もちろんよ」フランチェスカは物もの憂うげに髪を払った。「間抜けぞろいの軍議なんて出たくもないわ。包囲は中から破る方が簡単だし」







　夕刻。聖王国軍がサンカリヨンの街に集まりつつある様がはっきり見える丘の上で、メドキアを除く六公国の軍勢が一堂に会した。ザッパニア公国の騎士団など、いち早く王国軍派兵の報しらせを受け、昨日到着しておきながら、無策で合流を待ち、みすみす王国軍の陣設営を許してしまったのだという。

　──ぼくらが修道院の砦とりでを攻めて敵の合流を遅らせたのも、ほとんど無駄になった。

　──烏う合ごうの衆と呼ばれるのもしかたがない。

　クリスは聖王国軍の間でかわされる、公国軍への侮ぶ蔑べつ的な笑い話を、両手の指に余るほど思い出すことができた。こうして身を置いてみた今、笑い話の方は現実よりもよほど遠慮がちであったことを思い知る。

「メドキア公が、コルネリウス閣下と交渉中であるとか」

「いやはや、それでは我らも話がまとまるまで手が出せませぬな」

「いやまったく」

　大きな幕まく屋やの中でののんきな軍議を、クリスはフランチェスカの背後に控えて聞いていた。ジルベルトはよく涼しい顔で我慢できるものだ、と隣の鉄てつ面めん皮ぴを見て思う。

「総主教さまを王国に引き渡せば兵を引くと？」

「サンカリヨンの城の明け渡しも条件と」

「メドキア公のご意向をうかがってみないことにはなんとも」

　そんな馬ば鹿かなことを言っている場合か、とクリスは思う。メドキア公爵は包囲網の内側で縮こまっていて連絡など取れるはずもないし、だいいちサンカリヨン城を明け渡したら、他ほかの六公国のどこにでも五日で兵を送れるようになるではないか。

　並み居る将軍たちのだれもが、喋しやべりながらもちらちらとフランチェスカの顔を見ていることには、だいぶ前から気づいていた。女だてらに戦場にしゃしゃり出て、という気持ちと、ザカリア公の息そく女じよだけに無む碍げにはできないという遠慮と、そして実際にこの場にいる男たち全員を合わせたよりもはるかに多い武ぶ功こうを立てている将であるというおそれとが、ない交まぜになった視線である。

　そのとき、フランチェスカがさっと立ち上がった。周囲の男たちが一いつ斉せいにびくっと肩を引きつらせる。

「破は城じよう槌ついをお持ちの隊は、あたくしの他にいらっしゃいますの？」

　諸侯は呆あつ気けにとられ、それから顔を見合わせた。破城槌は、城門を突き破るための、巨大な杭くいを乗せた台車である。

「馬鹿な。包囲されているサンカリヨンを救うために来たのですぞ」

「城門を破ってどうする。王国軍が喜ぶだけだ」

「外で手をこまねいていても詮せんないでしょう。せっかくメドキア公爵さまが王国軍の総攻撃を引き延ばしてくださっているのですもの。手薄な東門を破ります」

　幕まく屋やの中は騒然となる。総司令官にあたる人間がいないので、静める者もない。

「お戯たわむれを、フランチェスカ殿。破った門に王国軍が殺到しましょう」

「ええ。そうしていただきますわ。囲みのどこから攻められるのかわからない状況では防戦もままなりません。一点、堤つつみに穴をあければ、水流が読めます。王国軍が攻め入った背後からみなさまで追つい撃げきしていただければ」

　クリスはあきれきってフランチェスカの演説を聴きいていた。

「内から城門を開けば、誘い込むつもりと看かん破ぱされましょう。ですからこちらもサンカリヨンを攻め落とす勢いで乗り込みます。総主教さまがサンカリヨン城におられては、コルネリウス閣下も攻めやすすぎて面白くないでしょうし」

　啞あ然ぜんとする諸侯の顔を見渡し、フランチェスカは冷然と言い放はなった。

「破は城じよう槌ついをお持ちの方が他ほかにいらっしゃらないのでしたら、協議の必要はありませんわ。銀ぎん卵らん騎き士し団だんは明日未み明めいに討ち入ります」

「ま、待てザカリアのっ」「勝手なことをなさるな、まだメドキア公の交渉が──」

　フランチェスカは出口に足を向けた。クリスもあわててその後に続く。きんきん声でわめく騎士団長らを視線だけで制したのは、最後に幕屋を出たジルベルトだ。

　銀卵騎士団の陣に戻る道中で、フランチェスカは言った。

「最悪なのは無血で開城されて総主教さままで囚とらわれてしまうこと。だから包囲陣が完成していないうちに東門だけでも破っておく。占領された後にあたくしたちがもう一度攻め込むときに、突破口になるわ」

「サンカリヨン城はあきらめるのか」

　クリスは信じがたい思いで訊たずねる。フランチェスカは、城が王国軍に占領される前提ですでに考えを進めているのだ。

「しかたないでしょう。守りきるのは無理よ。公国はばらばらだもの。総主教さまがザカリエスコに逃げてきてくださっていたら、話は簡単だったのだけれどね……」

　ようやくフランチェスカの意図が読める。

　包囲が完成する前に突入し、総主教の身み柄がらを確保する。メドキア公爵は聖王国軍との交渉に応じているというから、総主教を王国に引き渡すのにやぶさかではないということだ。今ごろ総主教は、城壁の外を埋め尽くす紫の旗を見て、肝きもを冷やしているだろう。

　それを救出し、以もつて連合軍全権掌しよう握あくの後ろ盾だてとする。

　七公国を、銀の雌めん鶏どりの旗のもとに結び合わせるため──

「クリス。もう、身体からだはいいのね？」

　フランチェスカが振り向きもせずに言った。うなずいたのは見えたのだろうか。

　手のひらの傷はふさがった。毎日診みてくれていたニコロは、もう驚くのをやめていた。

　四し肢しのけだるさも、すっかり消えている。ずっと馬車に乗っていたせいで身体がなまっているくらいだ。

　──でも、どこで戦うんだ。ここにいて、戦っていいのか。

　──ミネルヴァの……そばで、いいんだろうか。

　見透かしたのか、フランチェスカが言葉を続けた。

「また突っ込んでもらうわ。ミィナと一緒にね」







　団長と近衛このえが使っている大きな幕まく屋やに、クリスは一足先に戻った。

　烙らく印いんが、熱を帯び始めたからだ。

　新月まではまだいくらかあるはずだった。なぜだろう、軍議を後にして、サンカリヨンの城壁を取り囲む王国軍を眺め渡したときに、額ひたいと両手の甲が痛み始めたのだ。

　毒刃を受けたときの、傷のせいだろうか。それとも──

　夕ゆう映ばえよりもなお色濃い紫の旗の間に、二頭の一いつ角かく獣じゆうに支えられたあの紋章を見つけたからだろうか。

　コルネリウス。

　最初に逢あったときにも、烙印が反応した。あのときは新月の前夜だった。

　──あいつは、何者なんだろう。

　──あれは、危ない。おぞましいにおいがする。

　──妖あやしい剣術を使うというだけじゃない。残忍だというだけでもない。

　──もっと、なにか、忌いまわしい……

　わからない。ただ、烙印が疼うずいている。それをフランチェスカにもジルベルトにも知られたくなくて、本陣に逃げ戻った。

　幕屋にはだれもいなかった。夜明けを待たずに突入とあって、みな準備に走り回っているのだろう。そろそろ日が暮れようとしている。

　もうすぐ、ミネルヴァとともに、また突入作戦に就つかなければならない。クリスはこれまで、両手に余る数の突入作戦を成功させてきた。だから、フランチェスカの判断はこのうえもなく正しい。戦術的なことだけを考えれば、だ。

　──《星喰くらい》だと、知っているのに。

　仲間をすべて死なせ、ひとりで生きて戻る、呪のろわれた獣けものだと知っているはずなのに。

　──ミネルヴァを、毒刃から護まもることもできなかったのに。

　──それとも、ぼくがそばにいたから？

　──避けられたはずの死の未来を、ぼくの獣がつかみ寄せたのか？

　──今度こそ……ぼくは、ミネルヴァを死なせてしまうかもしれない。

　幕屋の奥の柱に、ミネルヴァの大剣が立てかけてある。あのときは、この剣がクリスの武器を打ち砕くだいた。ミネルヴァを殺すはずだった剣を、叩たたき折ったのだ。

　ふと、大剣の柄つかに引っかけてあるものに気づく。ミネルヴァが戦場でいつも着ている、翼のような白い衣ころもだ。襟えりと袖そでが一体になった上うわ衣ぎの部分である。

　どうしてこんなものを着て戦うのだろう、とクリスは見るたびに思う。

　鎧よろいをつけないのは、向かってくるすべての攻撃をあらかじめ見切れるからなのだ、とミネルヴァは言っていた。身に帯びる鋼はがねは、体捌さばきを妨げるだけだ、と。傍はたで見ている方は気が気でない。ミネルヴァとて、まったく傷を負おわないわけではないのだ。

　──こんな、夜や陰いんでも目立つような袖をつけるくらいなら、せめて矢や除よけくらい……

　クリスはほんのりと紅あか色いろに染められた衣の襟をたぐった。

　──これは……？

　ちょうど背中にあたる部分の裏地に、わずかに色のちがう糸で織り込まれた紋がある。暗い中では、なんの模様かわからない。

　クリスは柱を回り込んで天幕の隅すみにかがみ込む。分厚い幕布をまくりあげて、外の光に衣をかざし、息を吞のむ。

　翼の生えた車輪だ。

　聖王家にしか許されていないはずの──テュケーの神のしるし。

　──ミネルヴァの衣に、王家の……

　──それじゃあ、ミネルヴァは、ほんとうに。

　そのとき、足音がした。クリスははっとして振り向く。幕まく屋やの入り口に人影がある。紅色の髪に、さらした細い肩。ミネルヴァだ。クリスはとっさに衣を抱え込んで大剣の陰の死角に身を伏せ、息を殺した。

　──なにやってるんだ、ぼくは。隠れることなんて。

　中に踏み入ってきたミネルヴァは、幕屋の入り口を閉じた。奇妙な温かさの暗くら闇やみがあたりに満ちるので、立ち上がって声をかけようとしたクリスの決意は吞のみ込こまれてしまう。

　柔らかくなった足音が、近づいてくる。

　それから、衣きぬ擦ずれの音だ。クリスは声をあげそうになる。

　闇に浮かび上がるミネルヴァのほっそりした肢体を、上衣が滑すべり落ちる。かすかな光で、なめらかな素肌は青白く見える。

　──まずい、だめだ、音をたてちゃだめだ。

　クリスは顔が火ほ照てるのを感じる。なにかをがんがんと叩たたく音が耳の中で響いていて、それが自分の動どう悸きだと気づくのにかなり時間がかかった。

　ミネルヴァは暗がりの中で、裸の上半身に腕を巻きつけ、物もの憂うげに息をつく。見てはいけないと言い聞かせているのに、クリスはその肌から目を離せなくなる。

　しかし、ミネルヴァが腰布に手をかけたところが限界だった。両腕で顔を覆おおったひょうしに、肘ひじを大剣にぶつけてしまったのだ。あわてて腰を浮かせたクリスと、ミネルヴァの視線が合う。その瞳ひとみが大きく見開かれる。

　クリスの足あし下もとに、衣が落ちた。

「お、おまえッ」












　あわてて背を向けると、駆かけ寄ってきたミネルヴァが剣を握にぎるのが気配でわかった。

「ま、待って、わざとじゃないんだ」

「う、うるさい出てけ、ばか！」

　クリスは幕まく屋やから蹴けり出された。振り向こうとすると、真っ赤になったミネルヴァの顔とむき出しの肩から胸が見えて、その瞳ひとみがますます怒いかりと羞しゆう恥ちに燃え、鉄板のような刃やいばが持ち上げられたので、泡を食って入り口の巻き布を下ろして視線を遮さえぎる。

　そばの地面に膝ひざをついて、嘔おう吐としそうなほどのため息をつく。

　あの、あまりにも美しい輪りん郭かくが、目から離れない。美しい、などと考えている自分がそもそも恥ずかしい。

　──どうしよう、これじゃ本格的に怒らせてしまったかもしれない。

　──でも……

　冷たい土と、戦いくさの準備でせわしないあたりの夜や気きとに触れて、落ち着いてくる。

　──訊きかなきゃいけない。あの、紋章のこと。

　天幕の入り口が巻き上げられた。出てきたミネルヴァは、いつもの戦装しよう束ぞくに、あの肩かた衣ぎぬを羽は織おっている。紋章はもう、長い紅あか髪で隠れてしまっている。

　あれは、たしかに聖王家の紋章だった。

「クリス、こ、このっ、お、おまえっ」

　雷の前ぜん兆ちようのように髪を震ふるわせるミネルヴァを前に、クリスは縮こまって後ずさる。

「ごめん、あ、あの、たまたまだったんだ、びっくりして隠れちゃって、それで」

「今度こんな真ま似ねをしてみろ、目玉をえぐり出してやるからっ」

　クリスの脇を抜けて立ち去ろうとするミネルヴァを、呼び止める。

「……あの、さ。……見たんだ」

「見たのは忘れろッ、わ、わたしは、……男になんて一度もッ」

「い、いや、裸のことじゃなくて」

　裸、という言葉に、ミネルヴァは鬼き神じんの形ぎよう相そうで振り向くので、クリスは両手をぶんぶん振って釈明した。

「あの、衣ころもの背中にある、あれのことだよ」

　ミネルヴァの顔がこわばり、火ほ照てった色が夜に吸い取られるように抜けていく。その眼に、ひたひたと死の色が戻ってくる。

「……見た、のか」

　喉のどに抜き身の短刀を押し込まれるような口調。クリスは無言でうなずくしかない。

「なんでもない。おまえは知らなくていい。それも忘れろ。みんな忘れろ」

　そう言い捨て、痛ましく唇を嚙かみしめ、ミネルヴァは紅くれないの髪をひるがえす。

「ま、待って」

　クリスは思わずミネルヴァの腕をつかんで引き留とめていた。その手を振り払いもせずに、首をこちらへ巡めぐらせたミネルヴァと、目が合う。その瞳ひとみは、新月の欠けた部分の闇やみにそっくりの色に沈んでいて、クリスは声を喉に詰まらせてしまう。

　──聖王家を、滅ほろぼすのだと言っていた。

　クリスの予期していたことが正しいのだとしても。そこは、わからない。

　──どうして？

「……どうして」

　それだけの言葉が、クリスの唇から滑すべり出た。

　なにを訊たずねようとしたのか、戸と惑まどう舌先が渇かわいていく。ミネルヴァは寂しげな目をそらそうとする。その視線の切れ端に、しがみつく。

「どうして、ミネルヴァは戦ってるの」

「……前に言った。……王家を、滅ぼす」

「どうして。恨うらみがあるの？　それに、なんで神官に狙ねらわれて」

「だから忘れろ！　おまえは知らなくていいことなんだから」

「でも、知りたい」

「な──」

　ミネルヴァの唇がわなないた。クリスを見つめたままの、溶けた氷片みたいな瞳の中で、光の角度が移ろっていく。

「もう、どうしたらいいのかわからない。あのときも、ミネルヴァを死なせるところだった。あんなの、もういやだ」

　なにからミネルヴァを護まもればいいのか、わからない。

「お、おまえはっ」ミネルヴァはクリスに詰め寄る。「ただの奴ど隷れいなんだ、忘れるな！　わたしが殺される夢を、ただ喰くらっていればそれでいいのにっ」

　クリスは逆に右手をつかまれ、ねじり上げられた。濡ぬれた黒こく玉ぎよくの瞳ひとみに、割れた光がいくつも泳いでいる。

「おまえの母親の埋め合わせなんて、知ったことか！　わ、わたしの道具のくせに、いつも勝手に死にかけて」

「──ちがうよ！」

　ミネルヴァの手を強くつかみ返す。ぶっつり断ち切られた言葉の向こうで、立ちすくむ少女の眼に戸と惑まどいが浮かぶ。

「ちがうよ。母かあ様さまは、関係ない」

　──最初は、……埋め合わせだったのかもしれない。でも。

「ぼくの、わがままなのは、たしかだけど。……ただ、ミネルヴァを見てると、つらいんだ。だって、おかしいよ。眠ってるときに泣いて、血ち塗まみれのときに笑ってるなんて。そんなの見たくない」

　──それがミネルヴァの命運だとしたら。

　──そんなものは……

「お、おまえにっ」

　ミネルヴァは身をよじってクリスの手を払い落とし、耳まで夕ゆう映ばえの色に染めている。

「なんでそんなこと言われなくちゃいけないんだ！」

　それからクリスの視線を引きちぎって踵きびすを返し、天幕を飛び出していった。宵よい闇やみの中に吞のまれ、篝かがり火びの間に消える紅くれないの髪を、追いかけることもできなかった。

　大剣の傍かたわらに立ちつくし、ひときわ痛む右手の烙らく印いんに、左手の指の爪つめを立てる。

　──そうだ。なんでぼくが、護るなんてことを言えるんだ。

　──ぼくがあの太た刀ちでミネルヴァを殺す未来は、まだ消えてない。

　──ミネルヴァを苦しめてるのは……

　──ミネルヴァの死を呼ぶのは、ぼく自身かもしれないのに。







　日が沈んでしまってからも、クリスは幕まく屋やの柱にもたれ、抜き身の太刀の先を足あし下もとに落として、じっと見つめているばかりだった。

「見ているだけでは手入れはできない。研とぎ石くらいあてろ」

　いきなり声がして、クリスはびくっと柱から背中を離し、刀を取り落としそうになる。幕屋の入り口をふさぐ長身の影が、クリスの足下にまで伸びてきていた。ジルベルトだ。

「それからその刃には、丁ちよう香こうの精油を欠かさず塗ぬれ」

「……う、うん」

　ジルベルトは寄ってきて、クリスの足あし下もとにがちゃがちゃとなにか金属製のものを積み上げた。驚いて見ると、軽い造りのすね当てや肩当て、指を抜いた手てつ甲こうなどだ。

「これ……は？」

「防具だ。見てわからないのか」

「い、いや、わかるけど、なんで」

「きさまの鎧よろいは補修に出したきりだろう。近い造りのものを探してきた。慣れない装備を使っていると一瞬の差で命取りになる」

　クリスは思わず、ジルベルトの顔をまじまじと見つめてしまう。

　──なんで、こんなことまで。

「きさまは今回は護衛ではないから、死んでもフラン様に害はない。勝手に死ね。しかしその太た刀ちは貸しているだけだ。必ず持って帰ってこい」

　そんな無む茶ちやな、と言おうとして、クリスは口をつぐむ。

　──生きて帰ってこい、って言ってるのか。

　ふと、思う。今ここで、ジルベルトに太刀を返すべきではないのか。クリスがこの刃やいばでミネルヴァを殺すという宿命なのだとしたら。

　──いや、無駄か。

　──ミネルヴァは言っていた。いずれそうなるように、紡つむがれているのだと。

　ここで太刀を渡して宿命を歪ゆがめようとしたら。

　あるいは、ジルベルトがミネルヴァをこの剣で貫つらぬくという、あり得るはずもない未来さえ訪れてしまうかもしれない。

「替えの包帯と痛み止めだ。きさまは火傷やけどだけは治るのが遅いだろう。ふくらはぎに受けた火矢の傷がまだ残っているのは知っている。ほっておくな」

「あ、う、うん」

　薬と布を腕に押しつけられ、クリスは目を白黒させる。よく見ているものである。

　その他ほかにもジルベルトは、破は城じよう槌ついに乗り込んで突入するときに耳をふさげだの、城門の粉ふん塵じんを防ぐのに口元に布を巻けだのと口を出してくるので、クリスは面食らってしまう。

「……ありがとう」

　太刀を鞘さやにおさめ、防具や包帯を抱え、クリスはつぶやいた。

「礼はいい。きさまのためじゃない。俺おれの太刀のためにしている」

　あいかわらずの無表情でそう言って、ジルベルトは立ち上がった。最後に、背中越しにつぶやく。

「きさまも、いつまでも獣けものじゃないだろう」

　遠ざかる黒い鎧の背中を見送りながら、奇妙な男だ、とクリスは思う。なにを考えているのかよくわからない。けれど、調ちよう達たつしてきてくれた装甲はどれも、クリスの手足にぴったりと合った。なぜ寸法を知っているのだろうと訝いぶかしんでしまう。見ただけでわかるのだろうか。

　──でも、ごめんジルベルト。

　──ひょっとすると、太た刀ちは返せないかもしれない。

　もし、ミネルヴァを殺す命運を、喰くらうことができなかったら。

　そのときは、この刃やいばと、自身とをともに、水みな底そこにでも沈めよう。他ほかに、どうやってミネルヴァを守っていいのかわからないからだ。

　──だれかを、護まもりたいと思うなんて。

　──そんなだれかに、巡めぐり逢あうなんて……

　太刀を腰に吊つるし、クリスは立ち上がった。







　破は城じよう槌ついは、もともとは丸太を台車に乗せただけの代しろ物ものだったが、槌つちも台車も大型化の一途をたどり、城壁の上から浴びせられる火矢を防ぐための獣皮張りの屋根が取りつけられ、動く木造砦とりでの様相を呈ていするようになった。

　クリスとミネルヴァは、台車の最前部にある、盾たてに囲まれた空くう隙げきに押し込まれた。まだ夜や半はん過ぎ、作戦の開始まで二刻こくはある。

　なぜこんな狭い場所に乗り込む必要があるんだ、とミネルヴァはフランチェスカに当然の文句を言った。

『あのね、この作戦ではあなたたち二人の姿を、ぎりぎりまで王国軍に見せたくないの』

　麗うるわしき指揮官はそう答えた。

『敵も味方もわけがわからないうちに突入を済ませて、気づかれたときには総主教さまをかっさらって脱出してるのが理想的。だから夜明けまで我慢なさい』

　ともに突入する、銀ぎん卵らん騎き士し団だんの精せい鋭えいおよそ百名は、こんな危険な場所に乗り込んだりなどしていない。通常どおり、城門を破った後から討ち入る算段だ。しかし近衛このえ二人の姿を見られた場合、総主教だけを狙ねらった電撃作戦だと見破られる。それだけ《塩撒まき》とそして《星喰くらい》の顔は知られている、とフランチェスカは言うのだ。

　それに、ミネルヴァを狙う第二、第三の刺客も、敵軍にまぎれているかもしれない。

　だから真まっ暗くら闇やみの中、クリスはこうしてミネルヴァと背中合わせになってうずくまり、焼けた鋼はがねと炭のにおいの中で夜明けを待っている。

　ミネルヴァは大剣の刃に身を沿わせてむっつりと押し黙ったままだ。クリスは腹の底の方に溶けた鉛なまりがわだかまっているような気分になる。

　──今は、戦いのことだけ考えよう。

　──ミネルヴァと一緒に、生きて帰ることだけ。

　そう言い聞かせるほどに、背中の体温を熱く感じる。鼓動さえも聞こえるような気がする。あるいはこれは、動き出した車輪が石を踏むときの揺らぎだろうか。

「……クリス」

　暗闇の中にぽつりと灯ともる囁ささやき声。驚いたクリスは、背中をこわばらせる。

　ミネルヴァの声だ。

「……な、なに？」

「こっち向くな。そのままで聞いていろ」

　釘くぎを指で押し込まれるような声で言われ、クリスは浮かせた腰を戻す。

「……うん」

「おまえ、ほんとに知りたいのか」

　息を殺し、うなずく。背中合わせなのに、ミネルヴァには通じたようだ。

「知ってどうするんだ。なんにもならないぞ。おまえが、もっとつらくなるだけだ」

「でも、そのぶん」

　太た刀ちの峰みねに息を吐きかけるように、つぶやきを返した。

「ミネルヴァは、少しでも、楽になるかもしれないよ」

　長い沈黙を、車輪の軋きしみが埋める。

　やがて、ミネルヴァの息づかいが聞こえる。それから、闇やみの中に細くたなびく声。

「おまえに殺される夢の中で。……おまえの母親の話を、何度も聞いた。目の前で殺されたのだと、言っていたな」

　クリスは目を閉じて、土壁にしみる雪の音のような、ミネルヴァの声に身を浸ひたす。

　──ミネルヴァを殺すはずだったぼくは、どうして、そんなことを話したんだろう。

　──やっぱり、血の中に沈む彼女を、母かあ様さまに重ねてしまったからだろうか。

　それは、歪ゆがめられてしまった宿命。もう、わからない。

「わたしも、母親が殺されるところを見た」

　クリスは、振り向きたくなるのをこらえる。

「命運を視みたんじゃない。実際に、この目で見たんだ。見殺しにした。目の前で、父が、母を殺すところを、ただ見ているだけだった」

　──ミネルヴァも、母親を助けられなかったと……あのとき、言っていた。

　背中にかすかな震ふるえが伝わってくる。

「父親が、どうして」

　しばらく、ミネルヴァの乾いたかすかな呼吸が聞こえた。先を続けるかどうか、迷っているのだとわかる。

「……わたしの家系は、生まれながらの巫み女この血筋だったのだと聞いた。子を成なすための身体からだが弱く、しかも女しか生まれない。わたしの持っている、この力は、母から受け継ついだものだ。わたしの家系を代々宿しゆく主しゆにして、ずっと昔から生き続けてきたものなんだ」

　ミネルヴァが背中を預けてきたのがわかった。

「宿主である女を、危険から守るための力なのだと……そう、教えられた。だから、自分が死ぬところを、痛みとともに、予見する。それを避けるために」

　──守る力。

　──不幸を避けるための力。

「本来、それしか予見できない力だ。でも、わたしの家系を利用しようと集まってきた者たちは、力を歪ゆがめる方法をいくつも思いついた。たとえば──子を成なすためにふさわしい婿むことなる男を、予見する方法」

「婿……？　どうやって」

「だから、父は母を殺したんだ」

　しばらく、ミネルヴァの言った意味がわからず、クリスはもやもやとした暗くら闇やみの中を漂う。訊たずねようと口を開きかけたとき、不意に思い至り、息を吞のむ。

　自分の危険しか、予見できないのであれば。

　婿となった男が、必ず女を殺すように、定めればいい。

　女は、自分が殺されるところを──自分を殺すその男の姿を、予見する。

　クリスは口元をきつく手で押さえた。おぞましい図式だ。歪んでいる。そんなもの、成り立ってはいけないはずなのに。

「そんなふうにして、わたしの家系の力は利用され続けた。予見を鮮明に感じ取らせるために、痛みを増幅させる薬もよく使われた。わたしも何度も飲まされたことがある。あれは、あれは……」

　いつの間にか、クリスのもう一方の手に、ミネルヴァの手が重ねられている。爪つめがぎりぎりと手の甲に食い込む。

　もういい、やめて、とクリスは言おうとした。でも、声が出てこない。

「あれは。死んだ方が、ましだ。……そうして、地を引き回されて。戦いくさや、天災を予見して、わたしの母たちは、母の母、その母、そのまた母たち……女たちは、神と、呼ばれるようになった」

　その神の名を──クリスも、知っている。

　翼ある車輪を抱き、流る転てんする命運のすべてを司つかさどる、女神。

「娘が生まれれば、母親は夫に殺され、力は受け継つがれる。その血ち塗ぬられた繰り返しの上に、国が建てられた。わたしも、そうなる、はずだったのに」

　──そうだ。どうして、ミネルヴァはここにいる？

「逃げたんだ」

　ミネルヴァの悲痛な声が、傍かたわらに横たえられた大剣の刃やいばを震ふるわせる。

「ひとりで、逃げた。妹を置いて──わたしよりずっと力の弱い、妹を置き去りにして。シルヴィアは、わたしのかわりにっ」

　喉のどに詰まった涙を無理に吐き出すような声に変わる。

「薬漬づけにされて。目を覚ましているときでさえ、苦痛の中で。……じきに、婿が決まれば、子を産うませられ、殺される。王国のために。……そんなのは、赦ゆるさない」

　握にぎりしめた手から、ミネルヴァの激情が、震えとともにクリスの体内に流れ込む。

「赦さない。王国のすべてを、わたしは絶対に赦さない。残らず焼き払う。この輪転が、これ以上続かぬように──聖王家の血を、断ち切る」

　血が冷えていくのをクリスは感じる。

　聖王家を滅ほろぼす。それは──

「そのときまで、わたしは死ぬわけにいかない」

　クリスはミネルヴァの言葉をたどる。

　自みずからの血筋を滅ぼす。そのときまでは、死ねない。そう言い続けてきたのだ。目をそむけられないほどに美しい真しん紅くの死に彩いろどられながら。

　──それじゃあ、ミネルヴァは……

　そのとき、ミネルヴァがはっと顔をあげた。あたりの暗くら闇やみがざわめく。車輪が砂を嚙かむ音が高まる。矢が空くうを切る音。炎が燃え立つ音。そして、鬨ときの声こえ。攻城作戦が始まったのだ。台車がぐらりと傾かしいで、そして滑すべり出した。ミネルヴァとクリスの身体からだは、木板の床に薙なぎ倒たおされそうになる。

　次の瞬間、槌つちが城門に激突するすさまじい衝しよう撃げきが二人を突き上げた。







「中止して！　破は城じよう槌つい戻して、早く！」

　城門を見下ろす丘に馬で駆かけつけたフランチェスカは、援護の弓隊の第二陣を送り出そうとしていた百ひやく卒そつ長ちように向かってわめいた。

「な、中止？　作戦をですか？」

「そう、急いで！」

「無理ですフラン様」

　馬で追いついてきたジルベルトが鋭い声を飛ばしてくる。そのとき、飛び交かう火矢の軌跡の間で、再びの轟ごう音おんが響いた。白み始めた空の下、うっすらと暗がりに浮かび上がる城門が、大きく傾ぐ。破られた。突入が始まる！

「今戻したら、王国軍に城門の左右から挟きよう撃げきされます」

「く……」

　さしものフランチェスカも、自分が冷静さを失っていたことを自覚する。

（中止は無理だ、ではどうする、全軍を投入して退路を確保するか）

（いや、他ほかの公国軍が動くのを確認してから──水門を崩くずす？　まだ早い）

（敵の破城槌を奪うばう動きを見せて陽動にするか、遅おそ蒔まきながら）

　様々な考えがすさまじい速度で頭の中を巡めぐり、次々に刃やいばで削そぎ落おとされていく。

「あ、あの」傍かたわらのパオラがおそるおそる訊たずねた。「なにがあったんですか？　だって、王国軍も大あわてですし、城門も破れましたし、あとはミィナさんとクリスさんが」

　そう。うまくいっている。同じ連合公国であるはずのメドキアの城にザカリアが破城槌を向けた時点で、聖王国軍は混乱に陥おちいった。なぜならそれは、自分たちへの攻撃でも、城内から脱出しようとする動きでもなかったからだ。

　王国軍が鈍にぶい反応で東門に集まり始めたとき、背後から銀ぎん卵らん騎き士し団だんの誇る弓隊が一いつ斉せいに矢を射かけた。混乱は拡大し、そのさなか、ついに門が破られた。

　唯ゆい一いつの誤算を除いて、フランチェスカの作戦はすべてがうまくいっている。

（なぜもっと早く気づかなかった！）

　各公国軍への援護要よう請せいを指示しながら、フランチェスカは歯は嚙がみする。徴ちよう候こうはあった。王国軍の反応が、鈍にぶすぎたのだ。指揮官が不在だったからだ、と今ならわかる。

「パオラ。いざとなったらあたくしが入城するわ。あたくしの誤算で、突入部隊を死なせるわけにはいかない」

「誤算、って……」

「メドキアと王国の交渉は、城内で行われていたのよ。まさかあの男、敵国の城内に出向いた上に、そのまま逗とう留りゆうするなんて……」

「あの男？」

「コルネリウスよ！」







　あてがわれた寝室はサンカリヨン城中央棟の最上階であり、カーテンをたぐると、中庭の混こん沌とんが見てとれた。すでにザカリアの軍のみならず、聖王国軍と諸公国軍が入り混じっての乱戦となっている。

（ザカリアの小娘か。あいかわらず思い切ったことをする）

　着替えを終えたコルネリウスは、腰の剣を確かめ、襟えりを直しながら、苦笑いする。

「閣下、賊ぞくはパルカイ総主教の部屋に向かっていると思われます」

　扉の外で、護衛の声がした。

「わかっている。今行く」

　薄暗い寝室を一いち瞥べつする。周囲の者たちの反対を鼻で笑い飛ばし、わずか四名だけの護衛を連れて、コルネリウスは引き渡し交渉のために入城した。そのまま泊まったのは、メドキア公を安心させるためだったが、こうなると別の意味を持ってくる。

　廊下に出ると、ランタンの明かりの中、護衛たちを見渡す。わずかな手勢だが、自分ひとりでも充分すぎるくらいだ。

「たしかだな。突入部隊には、紅あかい髪の女がいたのだな」

「この目で見ました。《塩撒まき》でしょう。大した手て練だれです」

　最年長の護衛が答える。コルネリウスはそれを聞けば満足とばかりに黙って廊下を歩き出した。

「それと、あの獣けものの仔こも同じ部隊にいるようです」

　付け加えられた報告に、コルネリウスは笑い出しそうになる。

（なるほど、命運の輪転とは、よくよく『選ばれた者』に都合良く回るものよな）

（この巡めぐり合わせも、紡つむがれていたものか）

　メドキア公爵はもちろん総主教に引き合わせてくれなかったものの、匿かくまわれていた部屋はとっくに調べがついていた。しかしこうなっては総主教はどうでもいい。連れ出すのを、護衛にも止めさせなかった。連れて逃げてくれた方が、脱出経路が絞しぼれるからだ。

　廊下の突き当たりの細い塔に入り、石造りの螺ら旋せん階段を駆かけ下りる。階下から、べつの足音がいくつも聞こえてきた。

（読み通りだ）

　踊り場に口を開けた石のアーチから廊下に出る。無数の足音がつかえて途と絶だえる。

　追いついた護衛たちの足音も、コルネリウスの背後にばらけて止まった。

「見事な手て際ぎわよな」

　コルネリウスは唇を歪ゆがめ、抜ばつ刀とうした。

　廊下を埋める数十人の若い騎士たち。その鎧よろいの間に、総主教の黄色い法ほう衣えを見つける。しかしコルネリウスの視線はそこに留とどまらない。見据すえるのは、隊の中央にある、わずかな明かりの中でも燃え立つ真しん紅くの髪だ。







　すぐ隣のミネルヴァの顔に、おびえが走るのがわかった。

　クリスは太た刀ちの柄つかに手をかけて、アーチの下の男を見据える。間違いない。あのときの将軍、王おう配はい候こうコルネリウスだ。なぜこんな早朝に城内に、などと考えているひまはなかった。我に返ったミネルヴァが叫ぶ。

「後ろ、猊げい下かを連れて逃げろ、二隊残って食い止める！」

　背後で、肥ふとった総主教がひぃとおののきの声をあげる。クリスよりも後ろの十人隊が総主教を連れて反転し走り出すのが聞こえる。

　コルネリウスの身体からだがゆらりと動いた。次の瞬間、それがかき消え──

「なッ」「ぅ、おぉッ？」「こ、こいつッ」「ぐァッ」

　前を固めていた隊列の間から、無数のうめき声があがる。折れて跳はね上げられた剣先が天井に叩たたきつけられ、血しぶきが石いし畳だたみに散り、鎧がぶつかりあう音が連なる。信じがたい光景だった。細い剣先をほとんど触れさせるだけで、コルネリウスは銀ぎん卵らん騎き士し団だんの精せい鋭えいを軽々と叩き伏せていく。

　致死傷ではない。倒れた者の四し肢しは小こ刻きざみに震ふるえている。目を剝むいたまま、意識さえ失っていない。あのときに見たのと同じ剣技だ、とクリスは肩をこわばらせる。

　十数人が薙なぎ倒たおされてできた空間に、コルネリウスの背後から護衛らしき男たちが四人、踏み込んできて主あるじを囲み剣先を四方に広げて向ける。ミネルヴァは大剣を低く構えたままの警戒姿勢でコルネリウスをにらみ据え、動かない。

「閣下、総主教猊下が」

　護衛の一人が、クリスたちに牽けん制せいの視線を向けたまま言った。

「捨て置け。今は陛下の方が重要だ」

　禍まが々まがしい笑えみを浮かべてコルネリウスがそう答え、鋼はがねの眼をミネルヴァに向ける。

　陛下。たしかにそう言った。クリスも、まわりの騎士たちも聞いただろう。その言葉にミネルヴァが身を固くしたのにも、気づいただろう。

「お久しゅうごさいますな。前に拝はい謁えつたまわりましたときは、私はまだ帯たい剣けんも許されておらぬ年とし頃ごろでしたが」

　一歩、また一歩、コルネリウスはにじり寄ってくる。倒れた騎士たちの身体からだを踏みつけて。クリスは剣を目の高さに持ち上げ、ミネルヴァをかばうように前に出た。

「シルヴィアさまも、近ちか頃ごろはミネルヴァさまのお姿を視みられることが多くなったご様子。お逢あいしたいとおっしゃっておられました」

「黙れ。……おまえなんか、知らない」

「夫になるかもしれぬ者を、知らぬと？」

　冷えた油のような、いやらしく愉ゆ快かいそうな声でコルネリウスは言った。わずかに倒れずに残った騎士団の者たちが、ざわつきながらミネルヴァを振り返る。クリスは心臓にぎりぎりという痛みを覚えた。今すぐ、この場で息をしているミネルヴァ以外の者たちを嚙かみ殺ころしてしまいたい、そんなどす黒い衝動が腹の中で渦巻く。

「シルヴィアさまとちがって、ミネルヴァさまならば薬なしでも視えるでしょうに」

　クリスの視界の端で鈍にぶい光が持ち上がる。ミネルヴァが大剣を持ち上げたのだ。

「きさま、シルヴィアにッ」

　紅あか色いろの髪が揺らめくのが見えた瞬間、クリスの意識はその赤に塗ぬり潰つぶされ、溶けた鉄の血が駆かけめぐって身体を突き動かした。獣けものの咆ほう吼こうをあげ、倒れた騎士たちを飛び越え、コルネリウスに飛びかかる。左右から護衛の剣先が殺到した。

「──ぁあああああアッ」

　抜きざまの刀身が一いつ閃せんした。金属と肉と骨とがいちどきに断ち切られる致命的な音が、石の天井に反響する。血しぶきがクリスの頰ほおを汚よごす。鎧よろいをつけていなかった護衛は四人とも、手首、二の腕、脇腹を瞬時に切り裂さかれ、割れるようにクリスの左右に倒れる。その勢いのまま太た刀ちを振りかぶったクリスは、大きく跳とんだ。さしものコルネリウスも、飛とび退のきながら一撃を細身の剣で受ける。

　着地と同時に、クリスの太刀は石の床をえぐっている。よけられなければ剣ごと王おう配はい候こうの身体を真っ二つにしていただろう。喉のどを鳴らしながら刀身の血を払う。

「やはり、あれしきの戦場では死なぬか、獣の仔こ」

　ざらりとした笑えみを浮かべるコルネリウス。その視線に、クリスはようやく、烙らく印いんが焼けるように痛んでいることを自覚する。

「嬉うれしいぞ。おまえも、私のさだめに向けて紡つむがれた一人だ。なにせ──」

　顔の前に持ち上げた、反り身の剣の向こうで、コルネリウスの顔が禍まが々まがしく歪ゆがむ。

「汚れるのはおまえの役目だからな」

「な──」

　聞くな。戯ざれ言ごとを聞くな。クリスは声を嚙み殺して石床を蹴けった。

「クリス、そいつはわたしが殺すッ」

　声が背中に叩たたきつけられ、紅あかい炎が奔はしってクリスを追い抜く。ほんの一瞬遅れて刃やいばの鈍にぶい光が弧こを描き、コルネリウスの頭目がけて打ち込まれる。歯が砕くだけそうなほどの金属音が散った。細身の剣でそらされた分厚い刃が、アーチを形作る石を深く穿うがつ。ミネルヴァが引き抜きざまに返した一撃さえも、コルネリウスは受けきり、流した。

　巻き起こる剣けん風ぷうに、クリスは一歩も近づけない。ただ、手と額ひたいの烙らく印いんがどくどくと脈打っているのだけが感じられる。

　──なんだ、この男は。

　──この力はなんだ。ミネルヴァの剣を、なぜあそこまで……

　そのとき、クリスはそれに気づく。

　コルネリウスの右手の甲が、青白く、光っている。

「……く、ぁっ」

　ミネルヴァの身体からだが、大剣もろとも弾はじき飛とばされた。石の床に叩きつけられそうになるのを、クリスはすんでのところで支える。膝ひざを折って細い身体を抱きながら、もう一度、若き王おう配はい候こうを見上げる。

　手に光るのは、クリスのものよりもずっと流りゆう麗れいな柄がらの──

　しかし間違いなく、烙印だ。

「どうした。驚いているのか」

　刃を上に向けて差し伸べ、コルネリウスは光を帯びた烙印を見せつけるようにする。

「おまえのように汚らわしい呪のろいを刻きざまれた者がいるなら、幸いなるしるしを刻まれた、選ばれた者がいると考えなかったか」

　コルネリウスの嘲ちよう笑しように、クリスは身がねじ切れそうなほどの怖おぞ気けを覚えた。

　──何者だ。

　──こいつは……

　──ぼくは、何者なんだ。

「……う、く……」

　腕の中でミネルヴァがもがき、大剣の柄つかを握にぎりしめて立ち上がろうとしたときだった。コルネリウスの、左手にも烙印が脈動するのが見え、クリスは湧わき上あがる悪お寒かんと、言いようもない不気味な気配に、振り向いた。

　太た刀ちを握った手から、力が抜け落ちそうになる。うずくまったクリスとミネルヴァは、再び立ち上がった銀ぎん卵らんの騎士たちに取り囲まれていた。みな、剣を持ち上げる腕が妙な角度に引きつり、足取りが酔ったようだ。

　──まさか。

「や、やめろ」「なんだ、これ、は」「く、くそ」

　みな、目には意識がある。身体の自由が──

　クリスはとっさに、ミネルヴァを抱えたまま床の上を転がった。騎士の一人が剣を振り上げたのが見えたからだ。ほんの一瞬前まで二人がうずくまっていた場所に、鋼はがねの刃やいばが叩たたきつけられて火花が散る。

「おい、しっかりしろ、味方だわからんのか！」「寄るな！」「正気にッ」

　声がした。ミネルヴァが先に姿勢を正して起き上がる。クリスは壁に背中をぶつけ、むせながらも身を起こす。わずかに倒れず残っていた騎士たちが、同どう朋ほうの剣を受け、悲痛な声をあげながら後ずさっていく。

「やめろ、くそ！」「おのれ」「ミィナ、逃げろ！」

　剣を振り上げ、三方から飛びかかってくる仲間たちの声は、なお痛ましい。ミネルヴァが大剣に身を隠すようにして、仲間の刃をかろうじて受け止める。

「お、おまえたち、どうしてッ」

「わ、わからぬ、身体からだが」「いいから逃げろ、俺おれたちにかまうな、このままじゃ」

　振り下ろされる刃を弾はじきながら、ミネルヴァは壁かべ際ぎわに追い詰められていく。迫る騎士たちの肩越しに、コルネリウスの笑い声が響く。

「わかるか。これが力だ。幸いなる神に選ばれた者の力だ！」

「コルネリウス、きさまッ」

　忌いま々いましげに叫ぶミネルヴァの腕を引っぱって、クリスは石壁に背中をこすりつけながら退路を探した。突き出される剣はどれも鈍にぶく腕や脚をえぐる。背後にかばったミネルヴァも肩や腿ももを刺され、苦く悶もんの声をあげる。

「眼と声が無事ならよい。手足はいくらでも切り刻きざめ」

　コルネリウスの声に、掌しよう握あくされた騎士たちが血の涎よだれを散らしながら迫る。クリスの額ひたいに烙らく印いんの痛みが燃え上がり、頭ず蓋がいの中が獣けものの声で満たされる。

（喰くらえ）

（喰らえ）

（喰らえ！）

　喉のどめがけて突き出された刃先を、クリスは左手で受けた。貫通した鋼が烙印の真ん中から皮ひ膚ふを突き破って、青白い光を鮮血に染める。その赤が、視界に広がる。

「──あああああああああああアアアアアアアアアアアアアァッ」

　クリスの喉からほとばしる咆ほう吼こうは、もはや人のものではなかった。太た刀ちを握にぎりしめ、薙なぎ払はらった右腕に伝わる手て応ごたえは、布を裂さいたときのようだ。甲かつ冑ちゆうごと断ち切られた腕が壁に叩きつけられ、噴ふき出した血が赤い視界をさらに染め、クリスの意識を塗ぬり潰つぶす。なにかを懇こん願がんする仲間の喉に刃を突き入れ、息絶えたその身体を盾たてにして群れの中に飛び込む。刃が大きな円を描き、刎はねられた首が天井にまで飛び、鎧よろいの継つぎ目からざっくりと断ち割られた上半身が石の床に転がって真しん紅くの血を撒まき散らす。

　だれかがクリスの名を呼んだのを聞いた。けれど、止めようもなかった。それは殺さつ戮りくですらなかった。収穫である。刈り取られた骸むくろがクリスの足あし下もとに折り重なって倒れていく。コルネリウスの笑い声だけが、耳の中で痛いほどに響く。

「──クリス、やめろ！　クリス！」

　少女の声を、重たい鐘かねの連打のような動どう悸きが、刃やいばから腕に伝わる肉の感触が、たやすく押おし潰つぶす。獣けものの声は、もはやクリスの喉のどから吐き出される吠ほえ声ごえに同化していた。







　慟どう哭こくがやんだとき、クリスは、血の海の中に立っていた。

　──懐なつかしい。

　最初に感じたのは、おぞましい憧しよう憬けいだった。

　爪つま先さきに染み込む、ぬめるような温かみは、かつて失い、求めていたものではないのか。骸むくろばかりが横たわるこの光景が、自分のあるべき場所ではなかったか。

　まだ動く者がある。妖よう剣けんに侵おかされた肉体は痛みさえ忘れるのか。片腕や眼を失った銀ぎん卵らんの騎士たちが、血ち溜だまりから剣をつかみ上げ、泳ぐように寄ってくる。

「クリス！　お、おまえっ」

　ミネルヴァの声が首筋に突き刺さる。

「見るな！」背中を向けたままクリスは叫んだ。「見るな。ぼくは……」

　──仲間を、殺した。

　──《星喰くらい》の、呪じゆ詛その通りだ。この手で。

「逃げろ。ぼくにかまうな」

　反り身の剣を手に、薄笑いを浮かべて立つコルネリウスを、にらみ据すえる。その背後の階段から、無数の足音と、「閣下！」「ご無事ですか！」という声が聞こえてくる。

「クリス、ばか、おまえッ」

「ミィナやめろ、退ひくぞ！」「死にに行く気か！」「あれはもうだめだ、捨て置け！」

「離せッ」ミネルヴァは仲間の腕の中でもがく。「クリスおまえっ、ふざけるな、ひとりで……クリス！」

　ミネルヴァの声を、聞いていられなかった。血の涙を流し、声にならない声をあげながら斬きりかかってきた同胞たちを、虫の翅はねでももぐようにたやすく斬きり捨すてる。屍しかばねを踏みつけてコルネリウスに踊りかかる。王おう配はい候こうは嘲あざけり笑いながらクリスの剣を受けた。

「その方が美しいぞ、獣の仔こ！」

　石のアーチから、聖王国軍の兵たちが姿を現す。クリスは四し肢しに槍やりを受け、血の海の中に突き倒される。剣を握にぎったままの手の甲に、軍ぐん靴かが叩たたきつけられる。

　獣の力が、飢えが、満たされて薄らいでいく。

　泣き叫ぶミネルヴァの声と、無数の足音とが背後に遠ざかっていくのを聞きながら、クリスは血溜まりに伏した。

「同どう朋ほうの血の味はどうだ」

　コルネリウスの声が降ってくる。

「言ったはずだな。おまえには、ひとりで這はいずり回まわる、獣の死に方しかないと」

　顔を上げても、もはや血の赤しか見えない。

　それでも、わかる。

　さだめ。

　獣けものの宿命。

　ずっとひとりで、だれとも巡めぐり逢あわないまま、なにひとつ手にしないまま、死ぬべきだった。それを、引き寄せられた篝かがり火びの間で、人の体温の中で、歪ゆがめようとした。

　その報むくいが、これだ。自みずからの手で、殺した。

　ミネルヴァの目の前で。

　クリスは眼を閉じ、なまあたたかい錆さびの海に唇を委ゆだねる。

　──ミネルヴァは、逃げられただろうか。

　──もう、二度とぼくの手の届かない場所まで。

　──ぼくを忘れてくれるだろうか。ミネルヴァの中のぼくを、殺してくれるだろうか。

　──あのとき。

　──殺してくれれば、よかったのに。

　やがて暗いぬかるみが、ゆっくりとクリスの意識を浸ひたし、吞のみ込こんでいった。





10　新月







　新月まで一日を残して、聖王国軍占領下のサンカリヨンに、兵一万がさらに迎え入れられた。メドキアの領民たちは、翼ある車輪の紋章を掲かかげた壮そう麗れいな儀ぎ仗じよう兵たちを、街路に鈴なりになり花を石いし畳だたみにたっぷり撒まいて歓迎した。複雑な彫刻の施ほどこされた巨大な輿こしが通過するときに至っては、歓声は雷雨のようになった。

　フランチェスカたち銀ぎん卵らん騎き士し団だんは、サンカリヨンにほど近いエパベラという街にいったん退しりぞいて逗とう留りゆうしていたが、そこの兵舎にも城の盛せい況きようぶりが聞こえてきたほどである。

「メドキアっ子は、もう公爵のことを半なかば見捨てたみたいだぜ」

　窓まど際ぎわにいたニコロがカーテンを持ち上げてサンカリヨン城の影を見やり、つぶやいてからフランチェスカに遠眼鏡を手渡す。のぞき込むと、城壁の上に紫の旗がびっしりと並んで風にはためいているのが見える。ため息をついて遠眼鏡を医者に投げ返した。

「重税のことも無理な兵へい役えきのことも、女王陛下がいらっしゃると忘れるもんなのかね」

「メドキアが直ちよつ轄かつ領りようになって税が軽くなるという噂うわさが流れてるの」

　フランチェスカは肩をすくめる。もちろん根も葉もない噂だ。代官を派遣するなり、現公爵を引退させて扱いやすい後こう継けい者を据すえるなり、今の体制を維持するだろう。

「それに、ウェネラリア節を都の外で祝うなんてはじめてのことでしょうしね」

　サンカリヨン城が陥かん落らくしたのは五日前のことである。フランチェスカはメドキア公爵を城内に残したままの撤てつ退たいを提案し、総主教を救出したという功こう績せきをちらつかせて強引に押し切った。メドキア公までもが城を逃げ出したと知れたら、領民感情が完全に王国側に傾くからである。

　しかし、さしものフランチェスカも、女王が入城するとは想像もしていなかった。

「婚礼もサンカリヨンでやるとなると、都の連中に恨うらまれるな。くははは」

　託たく宣せんがくだり、王おう配はい候こうコルネリウスが聖せい王おう紳しん──すなわち女王の夫となる、という報しらせがメドキアの戦線にまで届いたのは、実際の女王の光こう臨りんに先んじることわずか三日である。託宣が出ると同時にメドキアに発たった、としか思えない。

（なぜ慣例を曲げてまでサンカリヨンで婚儀を？）

　フランチェスカは腕組みし、地平で夕ゆう映ばえに浮かぶサンカリヨンの偉い容ようをにらむ。

　それはおそらく、コルネリウスがあの城から動けないからだ。

（誘い出そうとしているのか。だれを？）

　陽ひ当あたりの悪い部屋の隅すみを見やる。ニコロの他ほかにもう一人いるということを忘れそうになるが、大剣を抱えてうずくまっているのは、戦いくさ装しよう束ぞくのままのミネルヴァだ。フランチェスカの視線に気づき、顔を上げる。墨すみを塗ぬったようなくまができている。

「……なぜ、行こう軍ぐん中の女王を襲わなかったんだ」

　ミネルヴァはぼそりと言った。フランチェスカは嘆息する。

「無理よ。サンカリヨンに気づかれずにその向こうに兵を差し向けるなんて。他の軍の協力も得られない」

「女王を落とせば戦いは終わるじゃないか、死ぬ気でやればッ」

「あなたの戦いは終わるかもしれない。でも、あたくしたちの戦いは、それじゃ終わらないの。わかっているでしょう」

　ミネルヴァはふいと顔をそむけ、それから立ち上がる。

「ミィナのことを公国全軍に明かして、今の女王は偽いつわりだと喧けん伝でんして、こちらも車輪の旗を掲かかげて戦ったとして──なにか変わると思う？」

　大剣を支えに、ミネルヴァは黙って立ちつくしている。嚙かみしめた唇が白い。

　ミネルヴァの正しよう体たいを知る者は、公国側には非常に少ない。銀ぎん卵らん騎き士し団だんでも、フランチェスカにごく近しい近衛このえやニコロなど数名に限られている。祖父は知っているが、父のザカリア公爵には聞かせていない。

　今や、知っている人間はむしろ王国側の方が多いだろう、とフランチェスカは思う。伝説的な剣士である《塩撒まき》の噂うわさは聖王家にまで届いているだろうし、その姿を聞き知るだけで見当はつく。

　敵には隠す必要がないのだ。露ろ見けんを恐れているのは、むしろ聖王家の方である。しかし、諸侯には隠さなければならない。

　ミネルヴァを旗はた印じるしにすれば、たしかに七公国はひとつにまとまるだろう。それで勝利を得られたとして、残るのは女王を戴いただく貴族たちの集団である。神権を寡か占せんするため、共食いが始まる。なにも変わらない。

（神ではなく、人の手で、戦いを終わらせなければいけない）

　それがフランチェスカの想おもいだ。

「……だから、公国軍をまとめるのには、まだ時間がかかるの」

「他国はみんな腰抜けなのか！　サンカリヨンの東門の補修は終わっていないし、城内は婚儀の準備で混乱しているし、攻め込む好機じゃないか！」

「そう。腰抜けなの。ウェネラリア節が終われば、王国軍も半分以上は都に引き上げるでしょう。だからこっちもいったん帰国して立て直すという意見が強いわ」

　ミネルヴァは木の柱に拳こぶしを叩たたきつけた。

「ふざけるな。婚儀が終わったら、シルヴィアは、あいつに、あの蜥蜴とかげみたいな男に」

　肩を震ふるわせる女王の姉を、フランチェスカは憐あわれみに満ちた眼で見つめる。

　選ばれた夫と結ばれ、子を産うまなければいけない、託たく宣せん女王。

　ミネルヴァのものだったかもしれない苦しみ。

「……いい。わかった」

　大剣を肩にかけ、ミネルヴァは戸口に向かった。

「ひとりで乗り込むつもりなの？」

　冷ややかなフランチェスカの言葉に、傍かたわらで訊きいていたニコロが目を剝むく。ミネルヴァは背を向けたままだ。

「わかっているなら訊くな」

「お、おい、待てよ。もっと他ほかにやり方があるだろ、ひとりなんて死にに行くだけだ」

「クリスはひとりで残ったんだ！　わ、わたしは、わたしはッ、逃げたのに！」

　炎の髪を振り乱し、ミネルヴァは首をねじってニコロをにらむ。視線だけで、ニコロは窓まど際ぎわに押しやられてしまう。

「……おまえが責任感じることじゃない、だろ……？」

「責任じゃない。クリスは、わたしのものなんだ。わたしを、わたしの命を──」

「だからっておまえも追っかけて死ぬってのか、馬ば鹿かかよ！」

「クリスは死んでない！」

　ニコロだけではなく、フランチェスカも息を吞のんだ。

　ミネルヴァを含め、わずか十数名しか生せい還かんしなかった突入部隊の報告を聞いて、フランチェスカも絶望していた。触れただけで人を操あやつるコルネリウスの妖よう剣けん。信じがたい力だが、味方の剣を受けた隊員たち全員が証言している。そして、掌しよう握あくされた仲間をすべて斬ざん殺さつし、駆かけつけた聖王国軍の部隊の槍やりに倒れたクリス。

　もはや生きてはいまいと──生きているべきではないと、だれしも思っていた。

「視みた。あいつが、わたしを殺すところを──また視たんだ。死んでいるはずがない」

　ミネルヴァの後ろ姿を断ち切って、戸が閉まる。重たい足音が階段を下りていくのが聞こえる。

（予見したのか。それは、たしかに、生きているという証あかしになる）

「……あいつ……生きて……？」

　ニコロがつぶやき、それからはっとしてフランチェスカを見た。

「団長、そ、それじゃミィナほんとにひとりで突っ込むぞ、止めないと！」

「ジルに言ってあるわ、なにするかわからないからミィナを見張ってて、って」

　癖くせ毛げをかき混ぜ、医者は息をつく。

「ミィナ、ここ数日おとなしかったのに……あいつが生きてるってわかったとたん、あれかよ。ほんと前しか見えなくて前にしか進めない破は城じよう槌ついみたいなやつ……」

　ニコロの皮肉も、フランチェスカはほとんど聞いていなかった。

　クリスが生きている。囚とらわれているのか。なぜ？

　なぜコルネリウスは、クリスを生かしている？

（クリス。あの子は……いったい、何者なんだろう）

（そうだ。すべての疑問がそこに行き着く）

　思し索さくに沈んでいたフランチェスカを、兵舎の部屋の暗がりに引き戻したのは、駆かけ込んできた足音だった。

「フランさまっ、クリスさんが生きてるってほんとですか！」

　パオラだった。衛生兵の青い衣ころもに着替えたばかりらしく、髪も帽子も乱れている。

「どうして知ってるの？」

「声、聞こえました！　ほ、ほんとですか？　クリスさん、ほんとに」

「壁の薄い兵舎ね……部屋を替えさせようかしら」

　駆け寄ってきたパオラの肩をぽんぽんと叩たたいてなだめ、フランチェスカは息をつく。

「ミィナが、予見したの。……生きてるって」

「じゃ、じゃあ！　助けに行きましょう、クリスさんはミィナさんの大切な人だから」

　フランチェスカは目を見開いて、パオラの顔を見つめた。主人を思いがけず驚かせてしまったことに自分もびっくりしたのか、パオラの目も丸くなる。

（助けに行く？　クリスを？）

　呆ほうけたように後ずさり、椅い子すに腰を落とす。

　助け出す。どうやって。その方法を自分が考え始めているということに、戦せん慄りつする。

（馬ば鹿かな。だめだ、ほっておくしかない）

（もはやサンカリヨンは占領下だ、銀ぎん卵らん騎き士し団だんだけでどうにかなる話ではない）

　顔から血を滴したたらせたジルベルトが部屋に入ってきたのは、そのときである。

「ジルベルトさん！　怪け我がっ、ど、どうしたんですか」

　青い顔で駆け寄るパオラを押しのけて、こちらへ歩み寄ってくると、フランチェスカの前で膝ひざを折った。

「申し訳ございませんフラン様」

　それだけで、フランチェスカにはすべてが吞のみ込こめた。

「……止められなかったのね？」

「はい。一太た刀ちでわかりました」

　頭を垂れたジルベルトの額ひたいから、赤い雫しずくが床に落ちる。ジルベルト以外の者であれば傷一筋では済まなかっただろう。

「止めるならば殺してでも、サンカリヨンに行くと。俺おれの剣ではいずれにせよ止められぬと判断して、行かせました。フラン様にご報告して次じ善ぜんの策を取るべきと」

「ジル、あなたのいつも冷静な判断には感謝しているわ」

　近衛このえ隊長の肩に手をやり、立たせる。フランチェスカは手てずから布で額の血をぬぐってやると、パオラに手当するよう言いつけた。

「どうなさるんで、団長。おれも陽動くらいならやるけど」

「ニコロ、あなたさっきミィナを止めろって言っていたのじゃなくて？」

「ひとりで突っ込むのを止めろって言ったんだよ。今ここで団長がものすげえ作戦思いついて号令かけりゃ、ミィナひとりじゃなくなるだろ」

　医者はそう言って愉ゆ快かいそうに笑う。フランチェスカは天井を仰あおいだ。

　無理だ。クリスは見捨てるしかない。首を振る。パオラやジルベルトやニコロと目が合うたびに、フランチェスカの胸中はざわめく。

（どうしろと……）





　　






　冷たい石の床に押しつけた頰ほおが、足音を感じ取った。

　暗くら闇やみの中で、クリスは顔を上げた。鉄てつ格ごう子しの向こうにぎらつく明かりがあり、まぶしさに手で顔を覆おおう。最後に光を見たのは何日前だろう。眼球がよじれそうで、まぶたの間から涙がじくじくと染み出てくる。

「……だれだよ。……そろそろ、処刑してくれるのか」

　薄目を開き、指の間から明かりをにらみながら、クリスはつぶやく。唇が乾いてひび割れている。声を出すと、錆さびた鉄の棒が喉のどを通り抜けるみたいに痛む。

　明かりは一つではなかった。三つ──いやもっとか。かなり大勢が、牢ろうの前にいる。影の輪りん郭かくと、金属のにおいと、足音とで、武装しているのがわかる。

「もう少しこっちに寄れ、獣けものの仔こ」

　記憶にあるその声に、クリスの喉が死ぬ間ま際ぎわの魚のようにひくつく。光に目が慣れてくる。ひときわ長身の、着飾った男。口元は笑っているのに、鋼はがねの玉を埋め込んだようなその両眼は牢ろう獄ごくの石壁よりもなお冷えきっている。

「コルネリウス……」

「その穢けがれた口で名を呼ぶな。もうすぐ、四重にも五重にも祝福された名になるのだぞ。黙って、顔が見えるように明かりに寄れ」

　──祝福される、だと？

　──なんのことだ。なにを言っているんだ。

　──おまえなんか、永遠に呪のろわれてしまえばいいのに。

　ごつごつした石床に爪つめを立て、鉄てつ格ごう子しへと這はい寄よる。コルネリウスの長なが衣ぎぬの裾すそが、あの忌いまわしい反り身の剣の鞘さやが見える。背後に何人も控える者たちの足は、おそらく護衛のものなのだろう、どれも軍ぐん靴かだ。コルネリウスの傍かたわらに立つ一人を除いて。

　クリスは、骨の痛みに顔をしかめながら、見上げた。

　少女だ。真しん紅くの髪を額ひたいの真ん中でわけ、銀の冠を戴いただいている。襞ひだのついた華美なドレスはランタンの火に照らされてほの赤く、そして、スカートに重ねられて腰から伸びる上うわ衣ぎの裾は、広げた白い翼のようだ。

　なにより、その漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　一目でわかった。おびえに歪ゆがむその幼い顔に、面おも影かげがある。

「陛下に顔をお見せしろ」とコルネリウスが冷たく言った。

　聖王家を統すべる、テュケーの巫み女こ、託たく宣せん女王。

「……この男ですか、シルヴィアさま」

　コルネリウスが囁ささやく。

「ええ。この方です」

「剣も、これで間違いありませぬか」

　コルネリウスが背後の護衛から受け取って差し出した、一本の太た刀ち。鏡のように滑なめらかな刀身は、見間違うはずもない、ジルベルトから借り受けた、クリスの剣だ。

　女王はあごを震ふるわせてうなずいた。

「……ええ。……この剣で、わたしの眼の間を、貫つらぬくのを──視みました」

　クリスは息を詰まらせる。

「その、氷の刀身に、わたしの眼が映うつっているところを、たしかに視ました」

　──同じことを言っている。

　──ミネルヴァと、同じことを。

　──ぼくが、女王も殺すのか。

　シルヴィアは鉄格子のそばにしゃがみ込む。護衛が色めき立った。

「陛下、捕ほ虜りよに膝ひざなどついてはなりませぬ！」

「本来ならお言葉をかけるのも忌まれるべき、穢らわしい──」

　コルネリウスが腕を持ち上げ、制した。太い鉄棒の枠越しに、黒い瞳が近づいてくる。

　──ああ、この瞳の色は。

　──ミネルヴァと同じ、深い夜にのぼる新月の、欠けた部分の色。

　──痛みと絶望とで、内に沈み続けた色。

「姉ねえ様さまを、知っているのですね」

　シルヴィアの言葉に、クリスはうなずく。痛ましく凍こおりついて固まっていく確信。

　ミネルヴァは、女王の姉。聖王家の呪のろわしい血を担になう──まことの女王、なのだ。

「……ご無事、だったのですね」

　幼い偽いつわりの女王の顔は、柔らかい涙に溶けそうだ。

「コルネリウス。この方を放はなしなさい。姉様に伝えてほしいことがあります」

「陛下、お戯たわむれはっ」

　騒ぐ護衛を、コルネリウスが視線だけで黙らせる。シルヴィアはまったく耳に入っていないかのように言葉を続けた。

「シルヴィアは、姉様がご無事なら、耐えられるからと。……戦いなどやめて、遠くで平穏に暮らしてください、と。……伝えてください」

　クリスの耳の中で、熱く沸わいた血がごうと音をたてる。

　──耐える、だって？

　──戦いをやめろ、だって？

　──そんなの。たとえなにかの間違いでぼくが生きて帰ったって。

　──言えるものか。あのミネルヴァに、言えるものか。

　女王を立たせ、かわりにコルネリウスが一歩前に出る。クリスは目を剝むく。コルネリウスが鉄てつ格ごう子しの間から太た刀ちを抜き身のまま差し入れてきたからだ。

「閣下、なにをっ」

「きさまらは少し黙っていろ」

　クリスのすぐ目の前に、太刀が落ちて転がる。爪つめで弾はじいた氷ひよう塊かいがそのまま割れてしまったような音が響く。クリスは呆ぼう然ぜんとコルネリウスを見上げる。

「おまえの剣だ。返す。好きに使え。出られるなら出てもよい」

「……な……んで」

　コルネリウスは背後の護衛たちに言った。

「陛下をお連れしろ。ここは空気が悪い。長くいる場所ではない」

「閣下は？」

「私はこれともう少し話がある」

「コルネリウス、その方を、お願い、姉様のところに」

「陛下の温情、痛み入ります」

　護衛たちの剣けん吞のんな足音に囲まれて、シルヴィアはクリスの視界から消える。小さな女王は最後まで、何度も振り向いてクリスに視線を投げていた。

　やがて、無数の足音は石段をのぼって遠ざかっていく。

　クリスは、横たわった太刀をまさぐりながら、もう一度コルネリウスを見上げる。

「おまえは、それでシルヴィアを殺す。託たく宣せんだ。たしかに聞いた」

「だったら、なんで……剣を渡すんだ」

「さだめだからだ」

　コルネリウスは腰を曲げ、顔を近づけてくる。

「殺すのはミネルヴァでもよい」

「な……に？」

「テュケーの神は、宿した者の死によって受け継つがれる。ミネルヴァに聞いていないのか。あの二人は、母親からの力を、分けて受け継いでしまった。わかるか。女王は二人要いらぬのだ。一人が死ねば、全まつたき託たく宣せんの力がもう一方に受け継がれる」

「お、おまえッ」

「宿命は、人の手でわずかに歪ゆがむ。けれど、流れ着くのは同じ場所だ。おまえがどちらかを殺したら、私は残った方を手に入れる」

　クリスの渇かわききった喉のどがねじれてぎりぎりと痛む。

　──こいつは。この男は……

「当代に限り、姉妹のどちらにも託宣の力が受け継がれたのは、このためだ。今わかった。おまえという逃のがれられぬ死から、女王を守るためだ」

　クリスが一人を殺しても、どちらかは残る──

「獣けものの仔こ」

　コルネリウスのぎらつく眼、灼やけた鋼鉄の笑えみ。

「おまえだけだ。テュケーの神が庇ひ護ごする、いまだ力ある託宣女王を殺せるのは、その穢けがらわしい獣の烙らく印いんを持つおまえだけだ。私のさだめではない。だから、今は殺さぬ」

「おまえはッ」

　怒いかりに駆かられてクリスは握にぎりしめた太た刀ちを格こう子しの間から繰くり出だそうとした。けれどコルネリウスに指さされただけで、全身の筋が悲鳴をあげて引きつる。床からわずかに太刀を持ち上げたまま、それ以上腕を動かせなくなる。

　──なん……だ？

　コルネリウスは薄く笑いながら鉄てつ格ごう子しから離れた。クリスは全身にすさまじい重みを感じて、床に這はいつくばる。

「おまえはそのために生まれて、ここまでひとりで這ってきたのだ。私のためにだ。最後まで血の中を這はいずり回まわれ。首につながれた鎖くさりに、今さら気づいたとて、無駄だ」

「……おまえを殺してやる」

「愚おろかな。命運の力をまだ理解しておらぬのか。私は託宣で選ばれた。わかるか？　この国を手に入れ、女王に子を産うませ、その娘が神権を得られる歳まで育ったときに、女王を殺す。そこまで託宣されているのだ、わかるか！　私を殺すなど、笑わせる。神に選ばれたゆえに、死なぬのだ。おまえがシルヴィアを殺せば、シルヴィアが視みた未来はそのままミネルヴァのものだ。ミネルヴァが私の子を産み、私に殺される」

「そんな、そんな未来なんて──」

　クリスは額ひたいに激痛を覚える。太刀を握っていた手の甲にも熱を感じる。

　コルネリウスの手に、そして額ひたいにも、浮かび上がる青白い光のしるし。

「おまえの神は、苦痛と贄にえの神だ。我が幸いなる神の糧かてだ。そのために生まれ、そのために這はいずり、そのために死ぬ。だれとも触れ合えぬ暗くら闇やみの中でだ。思い知れ」

「……おまえ、なんなんだ。なんでっ、ぼくのことを」

　コルネリウスは嘲あざけりを残して立ち去った。

　再びの真っ暗闇の中で、クリスは床に横たわり、太た刀ちを抱え込んで烙らく印いんの痛みに涎よだれを垂らしのたうち回る。

　新月が来る。

　獣けものが血を求めている。

　耳の中で、コルネリウスの、そしてシルヴィアの言葉がぐちゃぐちゃに混ざり合って反響している。刃やいばの冷たさだけが、クリスをつなぎ止めている。







　どれほどの間、闇の中で悶もだえていたのかわからない。石床を通して、ざわめきや震動が伝わってくる。弦楽や管楽がとぎれとぎれに聞こえるのは、婚礼が近いからか。石いし畳だたみを踏む車輪の音は、祝いの品を満まん載さいしているせいでこれほど重いのか。

　やがてそれらも、真っ黒な泥どろに生まれるあぶくのような、獣の声に吞のまれる。

　クリスはすぐそこまで下りてきた足音に跳はね起きた。太刀を手に鉄てつ格ごう子しに向き直る。全身が鈍にぶい痛みにまみれていて、再び目を貫つらぬく光が歯の根にまでしみる。

　けれど、鉄格子の向こうに立つ人影を見て、力を失った手から太刀が滑すべり落ちそうになる。ランタンに照らされた、紅あか色いろの炎を宿す髪。凍こおりついて揺らぐことのない漆しつ黒こくの瞳ひとみ。白い羽の衣ころも。

　──ミネルヴァ？

　──どうして。

　ミネルヴァもまた、目を見開く。その視線はクリスの手元に注そそがれている。

「……なんで、剣がある？」

　はっとして、太刀を握にぎり直し、後ずさる。

「ま、待ってミネルヴァ、来ちゃ──」

　片手で分厚い大剣が持ち上げられる。その重みだけで、錠じよう前まえを打ち壊すのにはじゅうぶんだった。クリスは壁かべ際ぎわまで這って退さがる。

「ど、どうやって」

「忍び込んだわけじゃない。だから、上はもう騒ぎになっている。行くぞ」

　ミネルヴァの大剣が、すでにこびりついた血や布かなにかで汚よごれているのに気づく。

「……ひとりで？」

「当たり前だ。こんなことにだれも巻き込めない」

「なんでぼくなんかッ」

「おまえはわたしのものだろう！」

　歩み寄ってきたミネルヴァは、クリスの襟えり首をつかむ。

「わたしをっ、守るんじゃなかったのかッ」

　クリスは目をそむける。

「もう。……そんなの、できない。ミネルヴァだって、見た、だろ。ぼくはっ、仲間を殺したんだ。不運に巻き込んで死なせたんじゃない、ほんとうに、この手で殺した」

「ばかっ、あれはどうしようも──」

「どうしようもないことじゃない！」クリスは熱く濡ぬれた声でミネルヴァを遮さえぎる。「ぼくはあのとき、浸ひたっていたんだ。肉をえぐる感触に。懐なつかしい血のにおいに。耽ふけっていたんだ。ほんとうは止められたはずなのに。……ぼくは、獣けもの、だ。このまま近くにいれば、ミネルヴァだって殺す。コルネリウスはそのためにぼくを生かしてるんだ」

「コルネリウスが……？」

「そうだよ。女王にも逢あった。女王もぼくに殺される未来を──」

「シルヴィア？　シルヴィアに逢ったのか、どうしてっ」

　肩を揺さぶられ、クリスは打ち明ける。

　シルヴィアの願い。コルネリウスの嗤わらい。渡された剣。すべて、伝えた。

「……だから。シルヴィアの言う通りだ、逃げろ。ぼくも妹も捨てて行け。ぼくに──殺させるな」

「今日がその日だ」

「……え？」

　クリスの呼吸も、視線も、ミネルヴァの声に捕とらえられる。

　もう、離れない。

「今日が、おまえに殺される日だ」

「だ、だったらっ」

「シルヴィアのところまで、わたしを守れ。そのときまででいい」

「な……」

「そのときが来たら、おまえは、もう、好きにすればいい」

　クリスは不意に悟さとる。ミネルヴァの言葉の意味。その、ほんとうの願い。







　サンカリヨン城の一角には、鐘しよう楼ろうつきの尖せん塔とうを備えた大聖堂がある。もともとパルカイの神々を祭った場所だが、すべての礼拝具を取り除かれ、王国の旗が壁一面にかけられ、聖婚の祭場に作り替えられていた。

　大聖堂の三階に直通する廊下で、老いたるメドキア公爵は、サンカリヨンが誇る白はく亜あの礼拝堂が紫に汚けがされていく様を、ため息まみれで眺めていた。

　女王を迎えるとあって警備も馬ば鹿か馬ば鹿かしいほどに厳重で、大聖堂に続くすべての通用路には、甲かつ冑ちゆうと槍やりで完全武装した衛兵が二歩ごとに立っている。城主である公爵も、今は軟なん禁きん状態の捕ほ虜りよという扱いだ。廊下を出歩いているだけで見とがめられる。

「公爵閣下。お部屋にお戻りください」

　衛兵の隊長らしき中年の兵が、貴族に対するものとは思えないぞんざいな口調で言って、あろうことか槍を少し持ち上げて見せる。メドキア公は禿はげあがった額ひたいに青筋を浮かべながらも、つとめて冷静な声をつくって言い返す。

「礼拝具の扱い方なぞそなたらは知らぬだろう。剣や槍と同じように乱暴に運び出されて傷つけられては困る」

「異教の神を拝むための装飾具なぞ、今日このときをもって不要になりましょう」

　衛兵隊長が言うと、居並ぶ若い兵たちが肩を揺らして笑う。

「いずれ鋳い潰つぶすのですから傷の一つや二つ」

「こ、この不敬者どもがッ！」

　老体をかえりみず隊長につかみかかったのは、公爵の精一杯の演技だった。さすがに衛兵たちが殺到する。

「御乱心か」

「落ち着きください、閣下」

「めでたき日になんという痴ち態たい」

　四人がかりで隊長から引きはがされるまで、混乱は収まらなかった。その間に、廊下の向こう端の自室から、侍じ従じゆうたちが荷物を運び出すのを公爵は確認している。

「ええい、部屋にお連れしろ、聖婚の密儀が滞とどこおりなく終わるまで外に出すな！」

　赤絨じゆう毯たんの廊下を引きずられ、メドキア公は手荒に部屋へと押し込められた。

　扉が完全に閉まり、金属の足音が遠ざかるのを確かめてから、公爵は部屋の隅すみで小さくなっていた老年の侍従長を振り返る。

「見つからなかったであろうな」

「は、はあ。おそらくは」

　侍従長はますます小さく背中を丸めながら、寄ってくる。

「よろしかったので。もし手引きしたことが露ろ見けんすれば、王国に」

「黙れ」ひそめた声を矢のように発する公爵。「わしとて、矜きよう持じまでは失っておらぬわ」

「は。申し訳ございません」

　しかし扉を叩たたく音があると、公爵はぎょっとして侍従長と一緒に飛び上がった。

「メドキア公、いらっしゃいますかな」

　若々しく鋭い男の声。公爵は侍従長と渋い顔を見合わせ、扉におそるおそる近づき、ノブをひねった。

「御礼とお詫わびにまいった」

　すでに婚儀のための華美な白い法ほう衣えに着替えた、コルネリウスが立っていた。

「こ、これは王おう配はい候こう閣下。……いや、王おう紳しん陛下とお呼びすべきですかな」

　卑ひ屈くつな笑いを浮かべて公爵は言った。

「密儀が執とり行われるまでは、まだ聖王家の一員ではありませぬ。それよりも、さきほどは部下が非礼を働いたとか。平ひらにご容よう赦しや願いたい」

　まるで人の皮でできた薄い仮面のような笑えみを浮かべたコルネリウスを前に、公爵は背中の冷たい汗を感じた。

（まさか見抜かれてはおるまいな）

（平静だ。平静を装え）

「なに。わしも度を失った。こちらこそ、祝賀の日に見苦しき真ま似ね、お赦ゆるしくだされ」

　公爵の小さな体たい軀くを、コルネリウスはたっぷりとねめ回した後で、廊下に一歩退しりぞき、会え釈しやくした。

「それでは、また後のちほど。密儀が終わりましたら、王おう紳しんとして公を大聖堂にお呼びしましょう。もちろんウェネラリア節には参列くださいますな」

「も、もちろん」

　笑顔をこわばらせて答える。女王と王おう配はい候こう、そして少数の神官のみによる、テュケーの神を前にした秘ひ儀ぎが済めば、大祝典であるウェネラリア節である。

（それまでに、どんな騒ぎが起こっているのやら）

　閉めた扉に背中を押しつけ、公爵は臓ぞう腑ふまで吐き出してしまいそうなほどの息をつく。

（あとは、わしにできるのは祈ることくらいだ）

（いや、今のうちに逃げ出しておくか）

　窓に目をやったとき、鐘かねの音ね、そして荘そう重ちような喇らつ叭ぱの斉奏が聞こえてきた。

（聖婚が始まる……）







　サンカリヨン大聖堂は三階層構造の巨大建築で、第二層は桟さ敷じきとなって吹き抜けで第一層とつながっている。人の手になるものとはとうてい信じられない緻ち密みつな壁へき画がを背にした祭さい壇だんがあり、三千人を収容できる東国最大の礼拝堂である。

　その天井のさらに上、第三層は司教しか立ち入ることを許されていない至し聖せい所じよであった。高い石柱に囲まれた祭壇からはパルカイ神群の像がすべて取り払われ、翼ある車輪の旗が掲かかげられ、シルヴィアの小さな身体からだが横たえられている。身体を覆おおうのは、白い羽をそのまま散らしたかのような薄い衣ころもだ。

　壇の左右に控えた巫み女こたちが聖句を吟ぎんじる中、コルネリウスは頭を垂れ、三人の神官たちが複雑な手つきでシルヴィアの全身にかけている香油のにおいに意識をひたしていた。

「……幸いなるかな、陽ひを縒よる者、月を曳ひく者」

　中央の白髪の神官がつぶやく。コルネリウスはゆっくりと立ち上がった。

　シルヴィアは目を閉じたままだ。震ふるえるその裸体が、油に濡ぬれた衣の上からはっきりと見てとれる。

（このまま、手に入れるか）

（つまらぬが……）

　眠たげな聖句が、そのとき、唐とう突とつに背後から響いたすさまじい崩ほう落らく音で押おし潰つぶされる。神官も巫み女こも、一いつ斉せいに青ざめて目を上げた。シルヴィアさえもはっとまぶたを開く。

　コルネリウスはゆっくり振り向いた。

　至し聖せい所じよの両開きの扉は、整列した石柱のせいでひどく遠く見える。そこに灯ともる、真しん紅くの炎と、刃やいばの鈍にぶい灰色。それだけではない。もう一人。

　コルネリウスの口もとが歪ゆがむ。

（では、ここが命運の結ばれる場所か）

　闖ちん入にゆう者しやの一人がその大剣を振るった。扉そばの石柱が、天井までもが砕くだけ、巫女たちが悲鳴をあげる。崩くずれ落ちた石で完全にふさがった戸口を背に、二人は歩み寄ってくる。なにかを口々にわめいている神官たちの声の狭はざ間まで、シルヴィアが呆ぼう然ぜんとつぶやくのが聞こえた。

「……姉ねえ様さま……？」







　二人は血ち塗まみれだった。ミネルヴァは大剣の先端を引きずり、至聖所の真っ白な敷石に血の筋を描きながら、クリスの一歩前を祭さい壇だんへと迫っていく。

　ここに来るまでに、何人の王国軍兵を斬きったか、わからない。幸いだったのは、石造りの渡り廊下が途中にあったことである。ミネルヴァの剣が要かなめ石いしを砕き、橋は百人の兵を巻き込んで地上に落ちた。

　じきに梯子はしごがかけられ、追いつかれるだろう、それまでに。

　コルネリウスが神官たちを叱しつ咤たするのが聞こえた。

「落ち着け、じきに衛兵が来る。法ほう衣えを血で汚けがすな、壁かべ際ぎわに散れ！」

「しかし閣下」

「陛下は私がお守りする。神の庇ひ護ごもある。賊ぞくなどにおびえるな」

「姉様！」

　シルヴィアの声が石柱の間に響き、あたりの凍こおった空気にひびを入れる。神官たちがざわめく。ミネルヴァの炎の髪に、女王のものと同じ白い羽の衣ころもに、気づいたのだろう。

「い、いけません姉様、来てはだめ！」

「……シルヴィア。もう、わたしは逃げないから」

　足と剣を引きずりながら、ミネルヴァは答える。

「ずっと、あなただけ苦しめてきた。終わらせる。今日で終わらせる」

「ミネルヴァさま。なにも終わりはしませぬよ」

　コルネリウスはざらりとした笑えみを浮かべ、祭壇にあった装飾剣を取り上げる。

「その命のはじまりより、血の一滴にいたるまで神に捧ささげられたあなたが、どう足あ搔がこうと無駄なことです」

「コルネリウスッ」

　ミネルヴァは駆かけ出した。衣ころもの袖そでとともに、大剣も風をはらんで浮き上がる。

「ミネルヴァ、あいつの剣に触れるな！」

　声を飛ばしながらクリスも走り出す。

　コルネリウスは祭さい壇だん前の段から飛び降りると、助走と体重をすべて乗せたミネルヴァの一撃を黄金の装飾剣で受けた。わずかな角度で流された刃やいばが石柱を両断する。巫み女こたちがひきつった声をあげながら、逆側の石柱の後ろを通って逃げ出す。神官たちがそれに続く。背中に振り下ろされたコルネリウスの剣を、ミネルヴァは持ち上げた剣の柄つかで受けた。崩くずれた姿勢のまま後転し、追いすがろうとするコルネリウスの脚を剣先で払いながら身を立て直す。分厚い刀身から払い飛ばされた血の飛沫しぶきが、柱にも床にも、そして婚儀の衣にも散っている。

「私を殺せると？　託たく宣せんで選ばれた私を？　はッ」

　哄こう笑しようとともに繰くり出だされた突きを、ミネルヴァは盾たてにした剣の腹で受ける。その肩越しにクリスはコルネリウスの喉のど元もとを狙ねらった突きを返した。とった、と確信したその手に、肉をえぐる感触はない。髪の毛一本ほどの差で首を傾けて躱かわされているのだ。

「視みえているのではない」

　可お笑かしそうにコルネリウスは言って、クリスの剣を蹴けり払い、石柱の陰に飛とび退のいた。

「おまえの剣が勝手にそれるのだ。目をつむっていても躱せる」

「戯ざれ言ごとをッ」

　ミネルヴァが飛びかかり、その白い長身を真横に斬きり払った。大剣は石柱を真っ二つに砕くだいたが、すでにコルネリウスの姿は祭壇の向こうにある。信じがたい体捌さばきである。

「姉ねえ様さまやめて、逃げて、もうすぐ衛兵がッ」

　裸身に衣を巻きつけ、シルヴィアが悲痛な声で叫ぶ。逃げた神官たちが入り口の石を除よけて梯子はしごを受け取り、追っ手を招き入れるだろう、それまでに、それまでに──

「──だれを殺すのだ？　私か？」

　コルネリウスの声が、クリスの頭ず蓋がいの中でうつろに響いた。

　脚が動かなくなる。祭壇ににじり寄っていくミネルヴァの背中を、見つめていることしかできなくなる。

　コルネリウスは手を伸ばし、祭壇からシルヴィアの身体からだを引っぱりあげた。

「あっ」

　左腕をシルヴィアの喉のど頸くびに食い込ませて胸に強く押しつけ、剣先をミネルヴァに、そしてクリスに向ける。

「殺すべきは、私ではないだろう？」

「シルヴィアを放はなせ」

「獣けものの仔こに言っているのだ。殺すべきはだれだ。思い出したか？」

　シルヴィアの喉のど元もとを絞しめあげる、コルネリウスの左手の甲が青く光った。刻こく印いんだ。呼こ応おうするようにクリスの額ひたいと両手に鈍にぶい痛みが走る。それだけではない。右肩にもだ。四し肢しが重くなる。真冬の川に投げ込まれたように。それなのにクリスが握にぎりしめた剣は持ち上がり、すぐ目の前の紅くれないの髪に叩たたきつけられる。

「──な、クリスっ？」

　おそるべき反応力で背中に回した大剣が、かろうじてミネルヴァを守った。赤い髪が何本か舞い散る。クリスは呆ぼう然ぜんとしたまま、もう一度太た刀ちを持ち上げる。

「クリスおまえッ」

「……や、やめろコルネリウス」

　声だけはかろうじて出せた。しかし、身体からだはすでにクリスのものではなかった。太刀先がしなやかな線を描いてミネルヴァの頭に打ち込まれる。受け流した大剣の柄つかがえぐれる。クリスはもはや、烙らく印いんとそして肩の傷の痛みしか感じていない。耳に流し込まれるのはコルネリウスの哄こう笑しよう。

「愚おろかよな。おまえが気を失っている間に、私が放置していたとでも？」

　肩の傷。コルネリウスが、あの妖よう剣けんでつけておいた傷なのだ。ほんとうに愚かだ。クリスは悔くやしさで身がねじ切れそうになる。おぞましいほど鋭く身体が動く。獣けものの血が全身を浸しん蝕しよくしていくのがわかる。たとえミネルヴァにすべて読み切れていたとしても、それを上回る速度で打ち込まれる剣けん撃げきを、すべて受けきることはできない。

「──ミネルヴァ、殺せ！　ぼくをッ、早くッ」

「ばかっ、そんなことできるか！　くそ、正気に戻れ！」

「いいから殺せェッ」

　絞しぼり出すように叫びながら、クリスはひときわ鋭い一撃を背中から浴びせた。ミネルヴァの手から剣が飛び、石柱の足あし下もとに転がる。続く二の太刀が、ミネルヴァの太ももに深く食い込んだ。とっさに飛とび退すさらなかったら、そのまま右足を付け根から断ち切っていただろう。ミネルヴァは鮮血を散らしながら石柱に背中を叩きつける。

　クリスの四肢は痺しびれていた。他者に操あやつられているが故ゆえに、無理な動きを続けたせいだ。しかし、もうミネルヴァに武器はない。あの足では逃げることもできない。

　太刀の血を払うと、一歩、また一歩、にじり寄る。

「獣の仔こ。望む方を殺せ」

　コルネリウスが言って、シルヴィアを解放した。

「姉ねえ様さま！」

　ミネルヴァに駆かけ寄る女王の儚はかない肢体を、遠ざかりそうな意識の中で見つめる。

「コルネリウス、お願い、姉様だけは」

「それはその獣が決めること。さだめの通りに」

　コルネリウスは沈んだ声で言いながら、瓦が礫れきを踏み分けて二人の女王に歩み寄った。

　ミネルヴァは妹の腕にすがり、割れた額から流す血で頰ほおを美しく染め、顔を上げる。

「クリス」

　名を呼ばれ、澄んだ新月の瞳ひとみを向けられ、烙らく印いんが疼うずいた。

「両方、殺せ」と、ミネルヴァはつぶやく。シルヴィアがはっとして姉の顔をのぞき込む。クリスのおぼろげな意識の膜まくが、ミネルヴァの言葉で切り裂さかれる。姉妹は、額ひたいのしるしをぎらつかせたコルネリウスのすぐ手前に、寄り添って頼りなげに立っている。

「この血を、終わらせろ。……今、おまえにしかできない」

「愚おろかな」コルネリウスが吐き捨てた。「その獣けものは私が掌しよう握あくしている。そんなことはさせない。そんなものがあなたの望みか」

「姉ねえ様さま、だめ、……だめ」

　ミネルヴァの腕の中で、シルヴィアが涙を散らしながら首を振る。

「ならば今ここでシルヴィアさまを縊くびり殺して自みずからも命を絶てばよい。できぬはずだ。あなたも妹ぎみを殺せぬのだ。自分を殺すことも。なぜなら、人だからだ。それで、獣にすべての穢けがれを背負わせようとしている。私と同じだ」

　苦痛に歪ゆがむミネルヴァの顔に、クリスは真実を見つける。

　コルネリウスの言う通りなのだと、わかってしまう。

「ご自分が残るのも、妹ぎみを残すのも、怖こわいのだ。わからぬのか、その怖おそれも、さだめのうちだというのに」

「……そうだ。わたしは、もう……」

　漂白されたようなミネルヴァの頰ほおに、濡ぬれて光る筋がある。

　そのとき、クリスは悟さとる。

　──そうか。これが、理由か。

　コルネリウスが眉まゆをひそめる。クリスの掌握がわずかにゆるむ。ミネルヴァは濡れた両眼を見開いてクリスを見つめている。おそらく、クリスが笑っていたからだ。

「……ミネルヴァ。やっとわかった」

「な……にが」

「ミネルヴァの死を、なぜぼくが喰くらってしまったか」

　涙の奥で、漆しつ黒こくの瞳が戸と惑まどって揺れる。

　人の幸さちを喰らい、凶運を呼ぶはずの獣が、なぜ死を喰らったのか──

「ミネルヴァは、ずっと死にたかったんだ。それだけが、痛みを終わらせてくれるから。ぼくに殺される命運は、ミネルヴァの求めてた幸せだったんだ。……そうだろ？」

　ミネルヴァは沈黙したままだ。妹を抱き寄せた腕に力がこもり、光るしずくが頰を伝う。それだけで、クリスには、この答えが真実だとわかる。

　──だから。

　──獣は、その幸を喰らって、ミネルヴァを生かした。

　額で、烙印の熱が揺らめく。視界が歪みそうなほどだ。

「……くだらぬ。ならば、その幸を与えてやれ、獣の仔こ」

　コルネリウスが言った。シルヴィアが姉の胸でもがいた。

「やめて、姉ねえ様さまを殺さないで、わたしがっ」

　クリスの四し肢しが再び掌しよう握あくされ、ゆっくりと動き出す。全身の筋と腱けんが悲鳴をあげる。見つめる先で、ミネルヴァは微笑ほほえんでさえいる。

「……なら、それでいい」

　ミネルヴァがつぶやいた。

「たぶんわたしは、そのためにお前と出で逢あって──」

「ふざけるな」

　クリスは、ミネルヴァの言葉を断ち切った。

「そんなことのために、ミネルヴァのそばにいたわけじゃない」

「おまえっ、な、なにを」

　──殺すために出逢ったわけじゃない。

　──痛みから死に逃のがれることが、それだけが、残された望みだというなら。

　──そんな、そんなのは……




「──そんな運命は、ぼくが喰くらってやる」




　ミネルヴァの涙が紅くれないの髪に散らばって光の粒になる。

　その向こうで、コルネリウスが忌いま々いましげに呻うめき、烙らく印いんの光る手を高く掲かかげた。クリスの全身に、どす黒い活力が流し込まれる。太た刀ちを握にぎりしめた右手がゆっくりと持ち上がる。クリスは首をねじって、自分の右の二の腕に深く歯を立てた。

「獣けものが！　無駄なことをッ」

　深く肉をえぐり、嚙かみちぎる。激痛が耳から目に抜ける。それでもクリスの右腕は止まらない。踏み込んだ足から痺しびれが痛みに変わって気化していく。ミネルヴァをかばって前に出ようとするシルヴィアを、血みどろの脚が必死に押しとどめている。その漆しつ黒こくの瞳ひとみに映うつる自分の姿を、クリスは視みる。額ひたいに光る獣の烙印が、穢けがれた名を告げている。

「姉様、はなしてっ」

　シルヴィアが身をよじる。姉妹が目を合わせ、獣の姿がクリスの視界から消える。

　それでも、残っているものがある。声だ。

（喰らえ）

　獣の咆ほう吼こうが頭ず蓋がいをわななかせる。

（喰らえ！）

（その命運を喰らえ！）

　右腕が跳はね上がる。血に飢えた刃先が、予見された命運を求めて虚こ空くうを裂さく。

　そのときクリスは、はるか彼方かなたの軋きしみを聞く。

　古い真しん鍮ちゆうの車輪がよじれる音。

　錆さびた車軸に、血ち塗ぬられた牙きばが打ちつけられる音。

　ちぎれた羽が舞い散る音。

　それは、命運が歪ゆがむ音だ。

　ミネルヴァと、シルヴィアが視みた、死。

　両眼の間を刺し貫つらぬいた刃やいば──そこに映うつる、自みずからの漆しつ黒こくの瞳ひとみ──血で汚よごれていない、氷鏡のような刀身──

　クリスの右半身を激痛が焼き尽くす。嚙かみ裂さいた傷口から筋が引きちぎられていく致命的な音が、命運を貪むさぼる獣けものの喉のど鳴りを圧おし潰つぶす。力を失った指がほどけ、太た刀ちの柄つかが血でぬめる手のひらを滑すべり、解き放はなたれ──

　二人の両眼の間にある虚空を刺し貫く。

　クリスは、コルネリウスの歪んだ顔を、跳はね上がった左手に光る刻こく印いんを見た。

　幸いなる者に祝福されたそのしるしを徹てつして、透き通った刃が、法ほう衣えの胸に深々と突き立つのを見た。

　なにかが崩くずれる音が、クリスの頭ず蓋がいを中から打ち砕くだいた。膝ひざが折れる。世界がすさまじい勢いで浮き上がる。なにかをつかもうと伸ばし、もがいた指には一いつ片ぺんの力も残っていない。それでも──

　触れるものがあった。

　手首をつかむ手、滑り落ちる身体からだを支える腕。

　クリスの意識と体表とをぴったりと覆おおっていた、掌しよう握あくの薄うす膜まくが消きえ失うせる。激痛が倍になり、すべての骨がばらばらにほどけて糸一本だけでつながっているかのようなおぞましくあやうい感触が四し肢しを埋め尽くしている。

　倒れた祭さい壇だんの向こう、太刀で壁に縫ぬい止められたコルネリウスの身体がある。法衣の胸は鮮血に染まり、震ふるえる両手が刀身を引き抜こうと弱々しく持ち上がり、それから力を失って落ちる。こときれる寸前、コルネリウスの顔におぞましい笑えみが粘ねばりつく。

　その像が歪む。意識が遠ざかる。痛みと熱と冷たさが入り混じって溶けていく。

　けれど、倒れていない。

　抱きとめた腕を背中に感じる。長い紅くれないの髪が肩と頰ほおに触れる。

「──クリス！」

　名前を呼ぶ声も、肌に食い込む指も、どこの傷口に響いているのかよくわからないほどに痛い。胸のあたりに落ちるしずくが熱い。

「お、おまえっ、ばかっ、こんな、こんなこと──」

　身体のどこにも、熱が残っていなかった。だからクリスは意識だけで、その声にしがみついた。まるで普通の少女のように泣きじゃくるミネルヴァの顔を、見ていたかった。







「姉ねえ様さま！」

　声に、ミネルヴァの身体からだがびくっと反応する。クリスもちぎれそうに痛む首をねじって、シルヴィアが指さす先を見る。瓦が礫れきに埋もれた大扉が軋きしみ、蝶ちよう番つがいごと引きちぎられるように開いた。積み重なった石が盛大に崩くずれ落ちる。

　その向こう、廊下を埋め尽くす甲かつ冑ちゆうが、燈とう台だいの火を鈍にぶく照り返すのが見える。

「陛下！」「ご無事ですか、閣下は！」

　石柱の破片を蹴けり散らし、至し聖せい所じよの中に踏み込んでくる兵士たちに、ミネルヴァは床の大剣を引き寄せる。クリスをシルヴィアの腕に任せ、一歩前に出ようとし、血ち塗まみれの脚を押さえて身を二つ折りにする。

「く……」

「姉ねえ様さま、わたしが止めます！」

　無理だ、とクリスは声にならない声で叫ぶ。男たちの目は血走っている。

「お、おい、閣下が」「殺され──」

「陛下ッ、その者たちはっ？」「陛下、賊ぞくから離れてください！」

　──突破するしかないか。

　──ミネルヴァは脚をやられている、ぼくは腕が動かない、それでも。

　──こんな、こんな場所で、死ぬわけにはいかない。

　ミネルヴァがうめき声をあげながら大剣を持ち上げた。迫る最初の槍やりを弾はじき飛とばしたところで膝ひざが折れる。腹を蹴り上げられ、倒れたところを押さえ込まれる。

「ミネルヴァっ」

　走り寄ったクリスは槍の石いし突づきで打たれ、石柱に叩たたきつけられる。シルヴィアが泣きわめくのを聞きながら、クリスはもう腕も脚もどこにあるのかわからない自分の身体に、無む理り矢や理り力を込めようとする。

　──動け、くそ、動け！

　──こんな、ここまで来て、こんなところで……

　そのとき、ミネルヴァの肩をつかんで引き起こそうとしていた兵が、すさまじい悲鳴をあげてのけぞった。その兜かぶとの隙すき間まを正確に貫つらぬいて、柄つかのない短剣が眼球に突き刺さっている。重たい甲冑姿がどうと倒れ、ざわめきが広がった。

「なっ」「なんだ今の」「どこから──」

　空くうを裂さく甲かん高だかい音が続き、うめき声がいくつもあがる。弩おおゆみの矢と短剣とが兵たちの正面から浴びせられ、相次いで白い床に倒れていく。

「な、く、くそォッ」

　クリスはすぐそばにいた兵に腕をつかまれ、引き起こされた。全身が激痛に軋む。

　鋭い一いつ閃せんが、その兵の腕を付け根から断ち切った。鮮血を撒まき散らして床をのたうち回る姿に、王国軍兵たちが怯ひるむ。クリスは信じられない思いで顔を上げる。

　すぐ真横に立つのは、鋼はがね色の髪、長身の黒い人影。手にするのは、まだ屍しかばねから引き抜いたばかりでなまあたたかい血に濡ぬれた、鏡のごとき刃やいばの太た刀ち。

「絶対に手放ばなすなと言っただろう」

　冷たい一いち瞥べつの次の瞬間には、槍やりを手に突きかかってきたべつの兵士の首筋に刃やいばを突き立て、返す二の太た刀ちでミネルヴァにのしかかっていた男の肩を切り裂さいている。

「……ジルベルト？」

「な、ど、どこから──」「ザカリアのッ？」

　王国軍の間にもうわずった声が感染していく。クリスは振り向き、目を剝むく。祭さい壇だんの裏側だ。隠れて短剣を振るっているニコロだけではない。地面から湧わいて出るように次々と、銀ぎん卵らんの騎士たちが──

　いや、ほんとうに地面から湧いて出ているのだ。祭壇の下に階段がある。そして、騎士たちが残らず至し聖せい所じよに出てきて王国軍を押し留とどめるための人垣をつくると、最後に階段を上がってきて姿を現した、金色の人影がある。

　最初に、クリスと目が合った。

　フランチェスカが見せた安あん堵どの笑えみは、ほんの一瞬だった。まっすぐシルヴィアに歩み寄ると、囁ささやく。

「陛下。ご容よう赦しやください」

「──え」

　シルヴィアが質ただす間もなく、フランチェスカの腕が白翼の衣ころもの胸に巻きつく。その手には鋭い短剣が握にぎられている。

「全員動くな！」

　ザカリア公女の凛りんとした声が、至聖所に響き渡った。







　フランチェスカが連れてきた手勢は、わずか二十名だった。

　それに加え、満まん身しん創そう痍いのミネルヴァと、瀕ひん死しといってよいクリス。そして、聖婚の密儀の装いをまとったままの、女王シルヴィア。

　一行は、四方八方から降り注そそぐ聖王国軍の殺気立った視線の中、堂々とサンカリヨン城の中庭を通り過ぎ、東門から城外に出た。

　もちろん、シルヴィアの喉のど元もとに、フランチェスカが刃を突きつけていたからである。

　自力で歩くどころか立つことさえままならないほどの怪け我がだったクリスは、ジルベルトに運ばれた。脇に抱える乱暴な運び方で、いちいち傷に障さわったが、おかげで意識を失わずに済んだ。

　城壁に囲まれていない場所に出ると、夜よ風かぜがひどく強いことがわかる。傷のせいで火ほ照てった身体からだには心地よい。痛みはもはや昨日の夢のように遠ざかっている。感覚が麻ま痺ひしているのだろう。

　星のない空にひとりきりで昇った新月が、クリスたちをどこまでも追いかけてくる。

「メドキア公には感謝しなくてはね……」

　城からだいぶ離れた草野の真ん中まで来たとき、フランチェスカがつぶやいた。

「あたくしたちを手引きしたのが、ばれていなければいいのだけれど」

　地下墓地から大聖堂の最上階にまで続く抜け道をフランチェスカに教え、案内したのは、他ほかでもないメドキア公爵だという。王国軍に完全に屈くつ服ぷくしたかに見えたメドキア公も、やはり連合公国に名を連ねる将であった。

「でも、メドキア公のところまで、どうやって行ったんだ」

　ニコロに負おぶわれてむすっとした顔のままのミネルヴァがつぶやいた。

「わたしは、巻き込みたくなかったのに」

「貢みつぎ物の箱ん中にみんな入って城に運び込んでもらったんよ。おかげであっちこっちこすって痛ぇのなんの」

　ニコロの言葉に、騎士たちがそろって笑う。なるほど、それでだれ一人鎧よろいを着ていないのか、とクリスは思う。今は笑っていられるが、全滅していてもおかしくない作戦だ。途中で箱をあらためられたら。メドキア公が手引きを気け取どられていたら。目星を付けた場所に、女王がいなかったら。

　なぜ、こんな薄氷の策を、とクリスはフランチェスカの青白い横顔を見つめる。

「……あたくしが、フランチェスカ・ダ・ザカリアだからよ。理由はそれだけではいけないかしら？」

　クリスの疑念を見透かしたのか、フランチェスカは笑う。

　川にかけられた橋のところに、馬を用意して待機している別働隊があった。クリスは戸板に乗せられる。身を横たえると、体温が残らず流れ出ていくようだ。

　騎士たちのほとんどが騎乗すると、フランチェスカが言った。

「陛下は、ここでお戻りください。お送りできない非礼は平ひらにお詫わびいたします」

「フランっ？」

　ミネルヴァが色を失って、妹の腕を取り、フランチェスカに嚙かみつく。

「なにを言ってるんだ、連れていくんだろ？」

「いいえ。陛下を公国に預かるわけにはいかないわ」

「なぜッ」

「そんなことをしても戦いくさは終わらないもの。三大たい公こう家けは残る。諸国を縛しばり付ける税制も、奥おく宮みやの神官団も、残る。なにひとつ変わらない」

　ミネルヴァの顔が歪ゆがむ。

「姉ねえ様さま」

　シルヴィアが、ミネルヴァの肩に優しく手を置く。

　そのときに限っては、幼いはずのシルヴィアの顔が、姉よりもずっと年を経へて様々な傷を深く刻きざまれた古こ木ぼくのように見えた。

「この方の言う通りです。わかってください」

「シルヴィアも、な、なにを言うんだ、おまえ、戻ったらまた」

「わたしがたとえばザカリアに身を寄せたら、戦いは王国と連合公国の間だけのものではなくなってしまいます」

　ミネルヴァは、肩に置かれたシルヴィアの手を強く握にぎりしめる。その手が震ふるえているのが暗がりでもわかる。ミネルヴァにもわかっているのだろう。女王を迎え入れた小国と、他国との間に、亀き裂れつが生まれないはずがない。王国もまた、女王を奪うばわれたとなれば、公爵領の一つや二つなど焼き払う勢いで攻めてくるだろう。

「だから、わたしは聖都サンチユリオに。戦いを鎮しずめるには、そうするしか──」

「じゃあッ」

　ミネルヴァは妹の肩に顔を押しあてる。

「わたしは、なんのために……おまえを」

「姉ねえ様さまに逢あえました」

　新月の明かりの下で、シルヴィアは姉の紅あか色いろの髪をなでながら、柔らかい声で言う。

「今はそれだけでも、わたしは、幸せです。姉様には、護まもってくれる人がたくさんいる」

　その言葉が、クリスの傷にも染み込んでいく。

「おまえには、だれもいないじゃないか！」

「わたしには姉様がいます。離れていても、この血がつないでくれています」

「なら、わたしも都に戻る」

「わがままを言わないで、姉様。みなさまには、姉様が必要です」

　ミネルヴァの言葉は途と絶だえた。長い間、かすかな嗚咽おえつが続いた。







「陛下、馬は……？」

　フランチェスカが訊たずねると、シルヴィアは薄く笑って首を振る。

「乗ったことがありません」

「重かさね重がさねお詫わび申し上げます、ご足そく労ろう強しいるなど」

「いいえ。いいんです。ひとりで出歩くのもはじめてのことですから、長く楽しめます。少し寒いので、このマントはお借りしますけれど」

　フランチェスカは深々と頭を下げる。

「いつか、戦いが終わって、またお逢いできましたら」と、シルヴィアは付け加えた。

「……はい」

「馬の乗り方を、教えてくださいね」

「喜んで」

　一度も振り返らずに歩み去る女王の後ろ姿を、みなが身じろぎもせずに見送った。ミネルヴァだけは橋に背を向けて土の上にしゃがみ込み、突き立てた大剣に爪つめをたてて、じっと押し黙っていた。

　月が天球を滑すべる音が聞こえそうなほど、静かな夜だった。

　小さな影が草むらに吞のまれて見えなくなってしまうと、フランチェスカは橋に油を撒まいて火をかけさせた。女王が城に戻れば、すぐにも追っ手がかけられるだろう。

　燃え立った炎が、二人の姉妹の命運を、再び隔へだてる。

「まいりましょう」

　フランチェスカが鞍くらに飛び乗る。ミネルヴァはうずくまったまま動かない。ニコロが脚の傷を診みて、肩をすくめた。

「これ、馬に乗れる状態じゃねえぞ」

「ならいい。置いてけ」

　ふてくされて、ぼそりと言うミネルヴァ。フランチェスカは嘆息する。

「戸板は一枚しか持ってきてないの？　しかたがないわね、クリス、ちょっと場所空あけてあげて。一緒に乗りなさい」

「なっ、そ、そんなこと、わ、や、やめろはなせ」

　ニコロに担かつぎ上げられ、傷の痛みで暴れることすらできず、ミネルヴァは戸板のところまで運ばれてきた。クリスはあわてて身をよじり、なんとか隣に空きをつくる。

「落ちないように二人まとめて縛しばっておこうかしら」

「フラン、あとで憶おぼえていろ」

　騎士たちが笑って、四方から戸板を持ち上げた。

　クリスとミネルヴァは背中合わせで顔も見えず、けれど、まだミネルヴァが泣いているのがわかった。なにもかける言葉がなく、クリスは、触れ合ったミネルヴァの手を握にぎる。そこにある熱さは、人のぬくもりだ。烙らく印いんの灼やける熱ではなく。

　ふと、コルネリウスの身体からだにも刻きざまれていたしるしのことを思い出す。

　この烙印は、自分だけに捺おされた、呪のろいの証あかしであると思っていた。けれど、コルネリウスは『神』の名を口にした。幸いなる神。苦痛の神。

　この力も、それを肉に刻み込んだ者も、なんなのか、今はわからない。ただ、この先もクリスがそれから逃のがれられないのは、わかる。

　それでも、あがき続けなければいけないことも。

「──クリス」

　蹄ひづめの音と、草むらをかき混ぜる風の音にほとんどかき消されそうなほど小さな声で、ミネルヴァが囁ささやいた。

「……うん」

　肩越しに、声を返す。

「わたしを殺せと、言ったとき。おまえ、ものすごく哀かなしそうな顔をした」

　握った手に、少しだけ力を込める。

「おまえのことを、忘れていた。……おまえの力を止めるために、わたしがいること」

　──それは……ぼくだって、忘れていた。

「忘れていた。赦ゆるせ」

「……そんなんじゃないよ。それで怒ったんじゃない」

　背中で、体温がかすかによじれる。

「うまく言えないけど。……ミネルヴァだから」

　こちらを向こうとして、ミネルヴァが首をひねったのがわかる。

「ただ、ミネルヴァが死ぬなんて、いやだった。絶対に。死なせたくなかった。なにかのためとか、そんなんじゃなくて。ただ、生きててほしかった。それだけだよ」

　クリスの手が、細い指で強く握にぎり返される。手の甲に爪つめが食い込む。

「……ミネルヴァ？　い、痛い」

「うるさい。黙っていろ」

「なんかまずいこと言った？」

「黙ってろ！　ばか、こっち向くな！　見るな！」

　肩越しにのぞき込もうとすると、ミネルヴァは首を思いっきり向こうにねじってしまう。紅くれないの髪が覆おおい隠したその顔は、かすかに色づいていたような気がする。

　──ぼくは、ひどくわがままなことを言ったのかもしれない。

　一筋の銀となった新月を見上げ、クリスは背中の体温を確かめる。

　──これからも続く、死の痛みの繰り返し。

　──それでも、生きていてほしいと。

　──優しく苦しみを刈り取る死さえ、このあぎとで喰くらい尽くして。












　けれど、握にぎった細い指は、きつくクリスの手に巻きついたままだ。

　さっきよりも、ずっと強く。

「……ミネルヴァ痛いってば、握あく力りよくすごいんだからちょっとゆるめ──」

「ばか、お、落ちないようにしてるだけだ！」

　さすがに張り上げた声が聞こえたのか、馬上の男たちも、前を行くフランチェスカも、戸板を見下ろしてきて笑う。

「だから」

　ミネルヴァがあわてたように声を落とす。

　そのあとの言葉は、たぶん、クリスにしか聞こえなかっただろう。

「おまえも離すな」

　答えのかわりにクリスは、もう一度、手のひらの中の小さな熱を握りしめた。

　──今は、これのために戦う。

　──あらがって、もがいているだけだとしても。

　──それでもいい。今は、ミネルヴァのために、ぼくの血を流す。

　目を閉じると、まぶたの裏の夜空で、新月が静かに笑った。





11　烙らく印いん







　足音は、背後の大扉の向こうで止まった。

　大きな石造りの卓上に広げられた書状を何度も読み返していた王おう配はい候こうガレリウスは、片眼鏡を外してトーガの布地を肩に跳はね上げ、振り向いた。

　槍やりを掲かかげた衛兵に招き入れられ、入ってきたのは、平面的な顔にくぼんだ眼がん窩かが目立つ長身の男。同じくトーガをまとった王配候ルキウスである。

　二人は手を軽く持ち上げるだけの礼を交かわす。聖句の応おう酬しゆうはない。三角の一辺は欠けていたし、喪も中ちゆうだからでもある。

「メドキアの沙さ汰たがまだ決まらぬのか」

　ルキウスは、卓上の書状の一枚にちらと目をやって鼻を鳴らす。

「コルネリウスが殺された件で、メドキア公になにか後ろ暗いところが見つけられれば処しよ断だんできたのだがな」

　ガレリウスは肩をすくめる。

「あの古ふる狸だぬき、締め上げてもなかなか尻尾しつぽを出さぬ。ふん。大したものよの」

「ガレリウス殿も古狸と呼ばれておかしくない御お年としであろう」

　ルキウスの軽口にガレリウスは、白い毛の混じり始めた眉まゆを持ち上げただけだった。王おう配はい候こうの座に留とどまっている年齢として、たしかに五十過ぎは珍しいが、七十の声を聞きながらまだ公爵位を息子に譲らず王国との騙だまし合いを続けるメドキア公と、一緒くたにされるのは心外だった。

「しかし、エパベラ近辺に駐ちゆう屯とんしておった公国軍は残らず帰国したのであろう？」

　なにか察したか、ルキウスがそそくさと話題を変えた。

「総主教は取り逃がしたが、サンカリヨン占領は東国に深く打ち込んだ楔くさび。勝ち戦いくさと見てよかろう」

「負けたなどとは言っておらぬ」

　ガレリウスは腕組みする。

「総主教は、まずプリンキノポリの大教会を奪だつ回かいせよ、などと叫んで諸侯の顰ひん蹙しゆくを買っておる有様だとか」

　ルキウスは歯を剝むいて笑う。

「むしろ押しつけておけば七公国が割れるやもしれん。好都合よな」

「それもわかっておる」

「ではガレリウス殿の不ふ機き嫌げんはなにゆえ。私も、勝ち戦の報告だけで呼ばれたわけではあるまいに」

「託たく宣せんが下りた。聖せい王おう紳しんについてな」

　さしものルキウスも、しばらく唇を歪ゆがめて固まる。聖王紳──コルネリウスの死によって宙に浮いたままの、女王の夫の座。

「……殺されて一月たっておらぬぞ。陛下も都にお戻りの後、ずっと憔しよう悴すいなさっていて、投薬もままならなかったではないか。ほんとうに託宣なのか」

　女王シルヴィアは力が弱く、これまで幾いく度どか、朦もう朧ろうとした幻覚を託宣だと受け取ってしまったことがあった。しかし、ガレリウスはかぶりを振る。

「たしかだ。婚儀前の王配候が死ぬなどという前例はあるわけはないので、そなたも疑うたぐるのだろうが、陛下は刻こく印いんまで読み取っている」

　渡された書状にルキウスは目を落とす。

「……見み憶おぼえのない刻印だな。形から、エピメクスの者であるのはたしかなようだが」

　思わず、自分の額ひたいと手の甲に指をやってしまう。

「これを持つ者が……聖王紳のみならず、エピメクスの当とう主しゆとなるのだな？」

　ルキウスの問いに、ガレリウスはうなずく。前例はないが、聖婚の栄誉に浴よくする以上は、この者は氏族の主あるじの座も手に入れることになるだろう。

「エピメクスは眷けん属ぞくが多かろう。捜さがし回ることになるやもしれぬな」

「いや……」

　ガレリウスはしばらく言葉を濁にごした。ルキウスにも言うべきか、迷っていたのだ。確証のあることではない。この男は独断で突っ走るきらいがある。

　しかし、知らせなかった場合の障さわりを考えると、ガレリウスはけっきょく口を開く。

「……陛下は、これを持つ者をご存じの節がある」

「では捜さがす必要はなかろう」

「陛下がおっしゃってくれぬのだ」

「なぜに？」

「わからぬ」

　ルキウスはわざとらしく鼻から息を吐いた。おそらくガレリウスと同じことを、もっと露ろ骨こつに考えているのだ。コルネリウスが存命であれば──女王を女王とも思わぬやり方で喋しやべらせたであろうに、と。

　あの男の、若さに拠よる強引さはガレリウスも疎うとましく思っていたが、いなくなってみれば、頼りにしていた面もあったのだと気づかされる。

「私も陛下にお訊たずねしてみよう。ガレリウス殿、わかっておられるのか、女王の夫のことなのだぞ？　聖王家の存そん亡ぼうに関かかわる。コルネリウスの追っていたミネルヴァさまも、けっきょく取り逃がしたのだ。一刻を争う」

「わかっておる！」

　ガレリウスは思わず声を張り上げた。ルキウスも少し言い過ぎたと自覚したとみえ、咳せき払ばらいする。

「神官どもにもこのしるしを見せたのであろう。ヒエロニヒカはなんと言っておった？」

　その言葉に、ガレリウスは顔を引きつらせた。

「……ガレリウス殿？」

　刻こく印いんの図案を見せたときの、神官たちの顔に一様に浮かんだ色を思い出したからだ。

　真っ黒な、恐怖。

　そして、神官の長、大だい院いん司しヒエロニヒカがうめくように告げた言葉。

「……獣けもの、と」

　ガレリウスのつぶやきに、ルキウスは眉まゆをひそめる。

「時の果はてに、すべての星を喰くらう、獣のしるしだと」











〈了〉







あとがき




　ＭＦ文庫Ｊでは最初のお仕事になります。はじめましての杉すぎ井い光ひかるです。

　ＭＦさまからお仕事の話をいただいたとき、すでにプロットまでできている企画と、アイディアやキャラクターだけの企画が一つずつ手元にありまして、両方とも担当編集さんにメールで送りました。前者が通ればすぐ執筆できるからいいのですが、後者が通ってしまうとたいへんだなあと思っていました。なにせほんとうにただ思い浮かんだアイディアをテキストファイルに書き連ねただけです。

　そもそもが、今まで書いたことのなかった西洋風ファンタジーで、女の子が女の子っぽい服を着たまま巨大な剣で戦う話にしたい、というだけの欲求からスタートした話です。しかし、女の子というのはともかくとして、鎧よろいもつけずに戦うのにはなにかしら理由が必要です。そこで色々考えました。敵の攻撃をすべて予知できるのだとしたら、鎧は着用せず身軽な方が有利ではないか。昔の戦場での死因の八割方がたは矢傷によるものだというから、降り注そそぐ矢をまとめて防ぐために刀身をぶっとくする理由が生まれるのではないか。

　もうこの本をお読みになった方はおわかりの通り、キャラのアイディアだけだったこっちの企画の方が通ってしまったわけです。

　なにも決まっていない場所から、担当編集さんとの手探りでの打ち合わせが始まりました。第一案のプロットから打ち合わせで二転、実際の執筆でさらに三転、と全然べつの展開になったりもしました。大変なご迷惑をおかけしたと思います。ごめんなさい。

　ただ、二つだけ企画書の段階からまったく動かずに決まっていたものがあります。それがタイトルと、ヒロインの名前です。

　トランプの絵札のジャック、クィーン、キングには、それぞれ絵柄のモデルとなった人物がいると言われています。そしてスペードのＱつまり「剣の女王」に描かれているのが、ギリシア神話ではパラス・アテナ、ローマ神話ではミネルヴァと呼ばれている戦いくさの女神なのです。もしトランプをお持ちでしたら、スペードのＱの絵柄を確認してみてください。そこにいるのがミネルヴァです。

　と書いたところでうちにあるトランプを見てみたら、これがＢｚのＣＤの特典としてもらったやつでして、Ｑの絵柄も当然ながら稲葉と松本の二人でした。色々台無しです。

　イラストレーターの夕仁さまには、「絵が先にできていてそれを見ながら話を考えたのではないか」と錯さつ覚かくするほど見事な雰囲気ばっちりのイラストをつけていただきました。ていうか錯覚じゃありませんでした！　執筆中にキャラデザもらってました！　ほんとに原稿遅れてごめんなさい。素晴らしい絵をありがとうございます。この場を借りて深く御礼申し上げます。
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